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【目的】本研究では、青少年の生活の場ごとに自殺の一次～三次予防活動を考え、このマト

リックスの各要素に相当する活動のレビューワークを行い、普及の要点と課題を整理する。

【方法】今年度は、初年度にカバーできなかった部分についての文献検討と、新タイプの活

動の事例研究を中心に進めた。 【結果と考察】1)統計的シミュレーションにより、青少年

向け自殺予防プログラムの有効性の検証は容易でないことが示唆された。しかし、有効性の

検証が不完全でも、低コストで自殺予防以外の利益が期待できる活動であれば、実施は許容

されるだろう。2)小中学校における自殺の一次予防活動では、まず心の健康増進活動を推進

すべきである。小学校では保健学習と学級活動等とを関連づけた年間計画を立てることの有

効性が示唆された。中学校で同様の活動を展開するには困難を伴うことも指摘した。留意点

として、教科の枠にとらわれず学校を地域に開くことや、教員や学校管理者の意識変容の重

要性を指摘した。3)子どもの精神健康を評価する質問紙尺度を通覧し、教員の観察によって

子どもの自殺前状態を感知するためのチェックポイントを提案した。4)学校での自殺発生時

における学校への緊急支援システムを整備するにあたっての要件と留意点を整理した。あく

まで学校を主体に、児童生徒と教職員の絆を深める支援を中心に、自殺以外の学校危機にも

共通のシステムとして考えるべきであり、発動時のフローチャートや様式の整備と日頃の研

修が重要であることを指摘した。5)国立大学の保健施設の4割が学生への自殺予防教育を実

施していた。大規模校では正課授業で、小規模校では課外の新入生ガイダンス等で実施して

いることが多かった。教職員向け研修は1/3で実施していたが、小規模校では未実施が多か

った。6)大学生の自殺予防のための教職員向けガイドブックに共通する内容は、自殺発生時

の実際的対応、学生一般への関わり方、学生相談室の紹介、学内外相談機関連絡先等であっ

た。配布するだけでなく、教職員研修を行い、ユーザにコンサルテーションやアンケートを

実施することがの重要性を指摘した。7)大学受験予備校における包括的メンタルヘルスサー

ビスの事例を検討し、他の学校でも参考となる活動要素を抽出した。メンタルヘルス専門ス

タッフと一般教職員の、役割分担とコミュニケーションが重要である。8)自治体の公式Web
サイトに設けられているキッズページには、自殺予防や心の健康に関する記事がきわめて乏

しいことが明らかになった。9)青少年に影響が大きいとされる自殺報道の実態を主要新聞に

ついて分析し、自殺の原因・動機を安易に単純化して報じている傾向を確認した。自殺は予

防できるという観点と、援助サービスを視野に入れる姿勢が、自殺予防のために必要である

ことを指摘した。10)いのちの電話が管理してきた膨大な自殺関連文献の目録を作り、閲覧

に供する準備を進めた。11)家庭における自殺予防については直接扱わなかったが、地域ぐ

るみで自殺予防を考え学校も巻き込むことで、児童生徒の保護者を自殺予防活動に巻き込む
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ならば、結果的に家庭という場でも自殺予防が推進されるであろう。12)上記以外の学校の

生徒学生、勤労青少年、産前産後の若い女性の自殺予防については、別途検討する必要が

ある。 
 

Ａ．研究目的 
 
 日本の若年者の自殺を減少させることは

厚生労働省が掲げる「すこやか親子２１」

の重点目標の一つになっているにもかかわ

らず、実際のところ青少年のための自殺予

防活動は散発的にしか行われていない。今

後、こうした活動を全国的かつ系統的に展

開してゆく上では、多くの試行錯誤を繰り

返すよりも、これまでに試みられている活

動を幅広くレビューし、その要点・留意点・

限界・未検討課題などを整理して提示し、

その上で有効と思われる活動を選択するこ

とが有益であると考えられる。 
 そこで、この分担研究においては、青少

年の主な生活の場として学校・家庭・地域

社会およびバーチャルコミュニティ（報

道・フィクション・インターネットなどを

通して青少年が社会的関わりを結ぶ際の事

実上の生活の場）の４つを想定し、それぞ

れの場における自殺の一次予防・二次予

防・三次予防というマトリックスを考えた

（図０－１）。そして平成16年度は、小・

中・高等学校における一次予防活動として

は、「いのちの教育」の動向、教科書にお

ける自殺関連記述、および児童生徒を対象

にした自殺防止プログラムの日本における

現状について、大学における二次予防活動

としては学生相談からみた自殺事例の報告

について、地域社会における二次・三次予

防活動としてはNGOによる電話相談活動

について、そしてバーチャルコミュニティ

における一次・三次予防活動に関連しては

自殺報道の問題について、それぞれレビュ

ーワークを行った。 
 その結果、小中高等学校では、各種の機

会に自殺予防教育を実施し得るものの、実

際には自殺問題に特化した教育の実践例が

乏しいこと、及び教科書にも自殺に関する

記述は乏しいことが明らかとなった。大学

では、自殺予防と関係深いメンタルヘルス

教育が大学カリキュラムに占める位置の曖

昧さが指摘され、また事例検討から大学生

の自殺の危険因子が抽出された。地域社会

では、電話相談を中心に自殺予防活動を進

めてきた NGO が、新しい活動上の工夫と

Web 上での適切な情報提供を行っているこ

とが明らかになった、メディアと青少年の

自殺の関係については、日本での実証的研

究が乏しいことも明らかになった。 

 これらを受けて平成17年度には、図０－

１のマトリックスのうち前年度にカバーし

きれなかった部分についてそれぞれレビュ

ーワークを行い、特に注目すべき 近の自

殺予防活動については詳細な事例検討を加

え、これらを総合的に考察して、青少年の

ための自殺予防活動の今後についての示唆

を抽出することを目標とした。具体的には、

以下の小課題についての研究を行った。 
（研究１）青少年の自殺死亡率の統計的分

析に基づく“自殺予防活動の効果の検証可

能性”についての考察 
（研究２）小中学校における自殺予防に関

わる授業と教員研修についての事例検討 
（研究３）児童生徒の自殺前状態を学校で

感知するためのチェックポイントに関する

研究 
（研究４）学校における自殺発生時の緊急

支援の在り方 
（研究５）大学生に対するメンタルヘルス

教育と自殺予防教育の現状に関する調査 
（研究６）大学生の自殺予防のための教職

員向けガイドブックが備えるべき要件につ

いて 
（研究７）予備校における自殺予防活動の

実態についての事例検討 
（研究８）自治体Webサイトにおける子ど

もへの自殺予防情報提供の現状 
（研究９）新聞における自殺報道の現状と

青少年への影響の可能性について 
（研究１０）いのちの電話が管理する自殺

予防関連文献資料のデータベースの構築 
 ただし、研究１～１０はそれぞれ独立性

の高い小課題なので、それぞれの研究方法

や結果に関する考察の詳細は、C．の項で小

課題毎の結果・考察と合わせて記述した。 
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 一次予防： 
a)精神健康増進 
b)自殺に特化した予防（教育など） 

学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図０－１ 青少年の自殺予防活動の概念的マトリックス 
 
Ｂ．研究方法 
 研究１、３、４および６～１０は、いず

れも既存資料の再解析や既刊資料の分析で

ある。研究２ではこれに加え、小中学校で

の授業活動の関係者（教諭等）に対する面

接調査によって、各活動の狙いや成立背景

についての聴取りを行った。研究５では、

全国の国立大学の保健管理センター等に対

して、授業の実態等に関する質問紙調査を

行った。 
 
（倫理面への配慮） 
 研究２においては、聴取り調査において

個人情報が提供された場合にはその記録を

残さないこととしたが、実際にそのような

情報は提供されなかった。その他の小課題

については、個人に関する情報収集は行っ

ていないので、倫理面での問題は生じない

と判断した。 
 
Ｃ．小課題毎の方法および結果と考察 
 
Ｃ－１．青少年の自殺死亡率の統計的分析

に基づく“自殺予防活動の効果の検証可

能性”についての考察 
（分担者：佐伯圭一郎、影山隆之） 
 
Ｃ－１－１．目的 
 厚生労働省は“健やか親子 21”において、

「十代の自殺率が 2010 年までに減少傾向を

示すこと」を、数値目標の一つとして掲げて

いる。では、かりに一定の自殺予防対策を講

じたとして、どの程度の人口規模を観察し、

どの程度まで自殺率が低下した場合に、「減

少傾向が認められた」と言ってよいのであろ

うか？この問いは、「新たな自殺予防活動を

実施した場合の効果検証は、どのような条件

において可能か？」という問いと等価である。

そこで、今年度の本研究の開始にあたり、こ

の問いに答えるための統計的シミュレーショ

ンを行って、その結果を考察した。 
 
Ｃ－１－２．方法 
 人口 N 人の集団における自殺率の初期値

を x（人年あたり）とし、何らかの介入（自

殺予防活動）の後に自殺率が(100＊p)%だけ

低下したとする（20%低下したならばp=0.2）。
ただし単純化のために、介入前後でNは一定

とし、1 件の自殺が他の自殺を誘発する効果

の可能性は無視する。 
 上の場合の自殺減少効果を、リスク比（年

間の死亡率の比）で表すことを考える。そし

て、このリスク比の 95％信頼区間（CI）が

１を下回るならば、自殺率は有意に低下した

と考える。 
 介入後の自殺率は(1－p)x で、この値の

95%CIの上限値は次式で表される。 
 

二次予防： 
c)前自殺状態の早期発見・早期対処 
d)自殺企図前の危機介入 

三次予防： 
e)未遂者の再企図防止、連鎖自殺防止 

家庭 

× 
地域社会 

バーチャル 
コミュニティ 
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そこで、初期値xとしていくつかの例を選び、

それぞれの場合の上式の値を、Nおよびpを

パラメータとして図示する。 
 人口動態統計によれば、2000年の日本にお

ける15－19歳自殺率（男女計）は人口10万

人あたり 6.4 であったので、第一の例では

x=6.4＊10-5とおく。第二の例ではxをもう少

し大きくとり、1998年の自殺急増以降の時期

における15－24歳男性の自殺率が人口10万
あたり 15～17 程度であることから、x=17＊
10-5とおく。 

 
Ｃ－１－３．結果 
 第一の例を図１－１に示す。図の横軸はN、

縦軸は介入後の自殺率の95%CI上限値で、自殺

率の減少割合pの値ごとに5つの曲線を描いて

ある。この場合、自殺率が20%低下したとする

と（p=0.2、低下後の自殺率は人口10万人あた

り5.1)、95%CIの上限が1となるNは270万人余

となる。つまり、自殺率の低下を検出するため

には、270万人の人口における１年間の自殺率

を介入前後で比較すればよいことになる。ただ

し、単純化して考えると、2年間観察できるな

らば、人口規模は半分でよいことになる。また、

p=0.1の場合には、1,000万人以上を1年間観察

しなければ、これを有意の低下として検出でき

ないことになる。 
 第二の例を図１－２に示す。この場合、か

りに自殺率が40%低下したとすると（p=0.4、
低下後の自殺率は人口10万人あたり10.2な

ので 1990 年代前半における 15-24 歳男性の

自殺率にほぼ相当）、20 数万人の集団を 1 年

間観察することで、これを有意の低下として

検出できる。また、もし 75 万人の集団を 1
年間観察できるならば、p=0.3 弱つまり 20
数％の自殺減少を、有意の減少として検出で

きることになる。 
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図１－１ 自殺率初期値が     図１－２ 自殺率初期値が 
     10万人年あたり6.4の場合        10万人年あたり17の場合 
 
Ｃ－１－４．考察 
 第一の例では、2000 年における 15-19 歳

男女の自殺率6.4が、介入によって20%低下

したと仮定すると、これを検出するには 270
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万人を観察しなければならなかった。この人

口規模は、実は日本のこの年齢階級人口の約

2 割に相当する。これだけの規模の青少年集

団について実験的な介入と観察を行うことは、

なかなか困難であろう。人口規模を小さくす

る代わりに観察期間を延長することも一案だ

が、この間の“介入以外の社会情勢変化”に

よって結果が影響される確率は高くなる。 
 第二の例では、95%CIの上限を1より小さ

くするために必要な人口規模は、左記の例よ

りも小さくてよいことが図からわかる。これ

は、自殺率の初期値が大きいことによる。言

い換えれば、もともと自殺率が低い集団ほど、

自殺率の低下を検出するために必要な人口規

模は大きくなるし、検出力は低下率よりも人

口規模に依存する。第二の例では、15-24 歳

男性の全人口は約750万人なので、その約3%
を１年間観察すれば 40%の自殺率低下を検

出できる。この人口規模で実験的な介入を行

うことは不可能ではないかもしれない。しか

し、短期間で自殺率を4割も低下させること

は、諸外国における自殺予防活動の成功例を

見ても、かなり困難と言わざるを得ない。 
 結局、パイロットスタディとして特定の集

団に実験的介入（自殺予防活動）を行い、自

殺率の低下を検出することは、もともとの自

殺率が高くない青少年の場合、容易でないと

言える。「自殺率を低下させるというエビデン

スがある対策を実施すべきだ」[1]という意見

は正論だが、日本の青少年に関して言えば現

実的ではない。日本の青少年の自殺率は、国

際的に比較すると[2]、必ずしもトップレベル

ではないからである（図１－３、１－４）。と

くに男性の場合、日本より自殺率が高い国と

しては、社会体制変革後のロシアはともかく

も、他にオーストラリア、カナダ、ハンガリ

ー、米国などがある（これらの国で青少年の

ための自殺予防活動[1,3]が早くから活発に

検討されている事情も、理解できる）。米国の

Centers for Disease Controlが「青少年のた

めの自殺予防プログラム」[1]において“単一

の予防活動に頼るべきではない”と述べてい

ることは、上のシミュレーションの結果とも

一致するように見える。 
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図１－３ 各国の自殺者数に占める15-24歳自殺者数の割合 
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図１－４ 各国の15-24歳自殺率の経年推移 
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 では、青少年の自殺率の低下というエビ

デンスを確認することなく、青少年のため

の自殺予防活動を展開することは、どのよ

うな場合に許容されるのであろうか？ 
 一つの方法として、自殺ほど稀ではない

自殺前の事象（例えば自殺企図や希死念慮

の経験率）をアウトカムとした効果の評価

が考えられる。しかし、そのような事象を

適切に把握できるかどうかは今後の課題で

ある。例えば秋田県内の小中高等学校から

無作為抽出した児童生徒に対する質問紙調

査によれば、自殺をしたいと思ったことが

ある人の割合は小 6で 4.5%、中 2で 10.8%、

高 2 で 18.4%であった[4]（大分県教委の未

発表資料でも、子どもから「死にたい」と

言われたことがある保護者の割合は 5～
16％で、小学生、中学生、高校生としだい

に高率になっており、よく符合する）。希死

念慮と自殺企図は異なることも事実だが[3]、
このような指標による自殺予防効果の評価

手法も、今後検討されるべきである。 
 もう一つの実際的な案として、さほどコ

ストをかけなくても多数に対して実施でき

る介入、あるいは、自殺率低下以外の面で

も利益が期待できる（それによってコスト

がある程度相殺される）ような介入を試み

る、という案がある。一例として、学校に

おいて、児童生徒らの自尊感情を高めたり、

ストレス対処能力を高めたり、求助行動を

身につけさせたりする活動が挙げられる[3]。
これらを達成することは、自殺の一次予防

として有効かも知れないが、同時に、学校

教育全体の目標として考えても望ましいこ

とである（詳細はＣ－２）。このような自殺

予防対策は、自殺問題に特異的だが効果が

検証されていない予防対策よりも、優先順

位が高いと考えてよいのではないだろうか。 
 
Ｃ－１－５．文献 
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evaluative research on youth suicide programs 
theory-driven? The Canadian experience. 
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176-190, 2002. 
[2] 厚生労働省：自殺死亡統計の概況－人口動態統

計特殊報告, 2005. 
[3] Centers for Disease Control: Youth suicide 
prevetion programs: A resource guide. U.S. 
Department of Health and Human Services, 

Public Health Services, National Center for 
Injury Prevention and Control, Epidemiology 
Branch, Atlanta, 1992. 
[4] 秋田県：青少年に関する意識調査 , 2005. 
(http://www.pref.akita.jp/seikatu/bukka/isikityo
usa/hyousi.htm) 
 
 
Ｃ－２．小中学校における自殺予防に関わ

る授業についての事例検討 
（分担者：影山隆之） 
 
Ｃ－２－１．目的 
 昨年度の研究で、日本の小中高等学校で

は1990年代以降自殺予防プログラムの実践

報告がわずかながら増えてきたこと、「総

合的な学習の時間」の導入がこの傾向に弾

みとなったこと、しかし学習指導要領には

自殺予防に関する明確な位置づけがなく検

定教科書にも自殺予防については記述が乏

しいこと、などを報告した[1]。また、児童

生徒の自殺の一次予防を目指すプログラム

では、単に「いのちは大切だ」と訴えるだ

けの授業や、命について事実を伝達するだ

けの授業では不十分であり、児童生徒の感
．

情に働きかける
．．．．．．．

ことで、いのちのかけがえ

のなさを理解させ、自己肯定感を高めるこ

とができるよう教師が関わる「生き方の学

習」が重要であることを指摘した。 
 しかし他方、教師は教師向け自殺予防研

修の必要性を認めつつも、生徒向け自殺予

防プログラムの実施には躊躇する傾向が強

いことも報告されている[2]。かりにそのプ

ログラムが、特殊な環境条件や教師力を前

提とするならば、多くの学校で実践するこ

とができないのも事実である。 
 そこで今年度は、自殺の一次予防、つま

り“心のヘルスプロモーション”と、希死

念慮などの自殺前状態に至ることの予防に

資すると思われる、小中学校の授業実践に

ついて、 近の活動事例を検索し、その成

立背景や授業展開上の要点に関する検討を

行った。その目的は、多くの学校で自殺の

一次予防に資する授業実践を展開できるた

めの、必要条件を抽出することである。 
 
Ｃ－２－２．方法 
 都道府県政令指定市の教育センター等が
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Web上に公開している授業研究報告のうち

自殺の一次予防に関連すると判断されたも

の、自殺の一次予防の先進県の関係者に事

情聴取して収集した自殺予防に関係する授

業（結果的には青森・秋田の2県）、および

教科書会社である東京書籍が提供するWeb
サイトに採録されている同様の授業事例を

検索した。これらの授業について資料を読

み取り、可能な場合には担当教師等の学校

関係者にに面接や電話による聴取り調査を

行って、そのような授業を始めた経緯、授

業の要点、用いた資料類などに関する情報

を収集し、主な活動の流れを要約提示した。 
 
Ｃ－２－３．結果 
１）群馬県「ハートのコントロール図鑑づ

くり」 
 木崎[3]は小学校5年生を対象に、保健「心

の健康」の学習と学級活動の体験的な活動

を関連させて、「状況に応じて自分なりに

心をコントロールしようとする気持ちの高

まりを育てる」つまりストレス対処能力を

高める活動を行っている。その流れを表２

－１に要約する。結果として「保健学習に

学級活動の関連を図ったことで内容理解が

深められ意欲を高めることができ、日常実

践につなげるために有効であった」「ロー

ルプレイや図鑑づくりの導入で、楽しくわ

かりやすく、教科書に掲載されている内容

より多くの対処方法を知ることができた」

と報告されている。 
 
表２－１ ストレス対処能力を高める活動 
-------------------------------------------- 
1) 保健学習～心の発達、相手の気持ちの理解、

心身相関、不安や悩みには対処法があること、
についての理解 

2) 授業時アンケートの結果を朝の学活で紹介、
対処方法について学活で取り上げてゆくこと
を決める 

3) 学級活動1～「一生懸命掃除をやって一息入れ
たところで先生に“さぼっているな”と言わ
れ怒りがわいた」など4場面のシミュレーショ
ン（ロールプレイ） 

4) 学級活動2～自分に合いそうな対処方法を対
処計画カードに記入、その後の日常生活で試
す 

5) 学級活動3～うまく対処できた方法を、緊張し
た時・カッとなった時など問題状況別に色分
けしたカードに転記、班で分担して模造紙に
貼りイラストを添えて「ハートのコントロー
ル図鑑」を作成 

6) その後も日常生活の中で対処方法を使ってみ
て、カードを随時追加 

-------------------------------------------- 

２）名古屋市「はつらつと学校生活を送る

子どもの育成」 
 高瀬[4]は小学校5年生を対象に保健「心

の健康」の学習と総合的学習の時間を関連

させて、「友だちに自分のよさが受け入れ

られていると実感できることで安心して自

分のよさを発揮できる子ども」を育成する

活動を試みた。これは、心と行動の変容に

は時間がかかることから、保健学習の小単

元ごとに総合的学習を1ステップずつ関連

させて、スパイラル的に展開しようとする

計画であった。その流れを表２－２に要約

する。実践後（12月）にはほとんどの子ど

もが、心の健康に関心を持ち、自分の心の

健康のために具体的な課題を持つようにな

った、と報告されている。今後は、養護教

諭や栄養教諭を巻き込む方法や、小学校中

学年では保護者の協力を得る方法が、検討

課題とされている。 
 
表２－２ 「はつらつと学校生活を送る子

どもの育成」の活動例 
-------------------------------------------- 
1) 保健学習1～心身相関について（2時間） 
2) 総合的な学習1～「握手でおはよう」（5時間）

心が心地よくなると体によい影響があること
を実感し、常時活動へつなげる 

3) 保健学習2～心の発達について（1時間） 
4) 総合的な学習2～心の成長発見ウィーク；友だ

ちの成長を取材
．．

する活動、友だちの成長を発
表する活動」（14時間）友だちの家族やかつ
ての担任に取材してニュース形式で発表し、
互いの心の成長を実感 

5) 保健学習3～不安や悩みをどうするか（3時間）
ストレス対処法についてロールプレイで学ぶ 

6) 総合的な学習3～「レッツ・トライ」（10時間）
日常のストレスの原因、その時の心身の反応、
ストレス解消法、その方法を選んだ理由など
をカードに記入、ストレス解消法に助言を加
えて過程で実践、数週間後に振り返りと分か
ち合い 

-------------------------------------------- 

 
３）熊本県「セルフエスティームを高める

健康教育」 
 藤崎[5-7]は原山と協働して、小学校4年生

を対象に「健康な心と体を築く健康教育」

を実践し（表２－３）、これを通じて子ど

ものセルフエスティームが高まったことを

報告している。この活動の特徴はクラス担

任と養護教諭のティームティーチング(TT)
という点であり、学習内容については養護

教諭が、学習方法については担任が、専門

性を生かす工夫をしている。また、ブレイ
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ンストーミングやロールプレイを取り入れ、

子どもが自分の考えや思いを自由に表現・

主張できる場を設定したり、活動の助けと

なる学習カードやチェックカードを工夫し

ている。一連の活動の開始時に比べ終了後

では、Rosenbergの自尊感情尺度[8]で測定

したセルフエスティームが有意に上昇した

と報告されている。 
 
表２－３ 「健康な心と体を築く健康教育」

の活動例 
-------------------------------------------- 
1) 保健学習～からだの成長、二次性徴、からだ

の成長と生活習慣について（2時間） 
2) 課題発見～自分の食事・運動・睡眠について

生活調べをして分析、よい点と問題点を発見
（2時間） 

3) 情報収集～問題点の解決のために資料調べ（1
時間） 

4) 目標設定～具体的で実行できそうななプラン
を立てる（1時間） 

5) 家庭学習～上のプランを実行してみる、励ま
し合うグループを作り多義の実行状況がわか
るようにして、できていることはほめるよう
にする 

6) 評価～取り組みの姿勢をほめ、できなかった
場合はつまづきの原因を探らせて再度取り組
ませる（1時間） 

7) 行動化～一日の健康生活のスケジュール表を
作る（1時間） 

-------------------------------------------- 
 
４）滋賀県「“新しい自分の発見”の支援」 
 森上[9]は滋賀県内の小中学生の自己肯定

感について基礎調査を行い、自己肯定感の

高い子どもは約6割いるが、小学校4年生か

ら中学校3年生にかけて学年を追うごとに

減少してゆくことを見出した。また、自己

肯定感の低い子どもは、学校に行きたくな

い、イライラして頭痛・腹痛がある、他人

の視線が気になる、失敗しないかと不安、

困っても他人に話さない、などの傾向があ

ることも見出した。 
 これらの結果を踏まえて森上[9]は、小学

校5年生を対象に学級活動を通して「“新し

い自分の発見”の支援」を試みた。活動の

流れを表２－４に示す。これを通して子ど

もたちは、自己の良さに気づくと同時に、

安心して自己開示できるようになったとい

う。イメージトレーニングの資料の開発と

選択が、今後の課題とされている。これら

の活動方法は、中学校の保健室登校生徒に

も応用が試みられている。 
 

表２－４ 「“新しい自分の発見”の支援」

の活動例 
-------------------------------------------- 
1) 短学活「頭でわかろう」～ストレスとはなに

か、どんなものがあるか考える 
2) 短学活「身体でわかろう」～リラクセーショ

ンのエクササイズとふりかえり 
3) 長学活「実践しよう」～コーピングについて

の知識学習とリラクセーションを結びつける 
4) 長特活「イメージチェンジトレーニング1－自

分ってなかなかいいね」～自分の性格をふり
かえり、友だちの協力を得て、自分の良さを
ふりかえる 

5) 長特活「イメージチェンジトレーニング2－表
現をかえること」～親子の会話で嫌になる言
い方をやる気の出る言い方に変えてみる（親
子学習として実施） 

6) 長特活「イメージアップトレーニング」～変
型ハンカチ落とし、一枚の木の葉などのエク
ササイズを通して、物事をプラスのイメージ
で操れるようにする 

-------------------------------------------- 
 
５）青森県鶴田町「こころの講演会」 
 青森県鶴田町の胡桃館小学校では高学年

児童を対象に（平成16年度は5-6年生、平成

17年度は4-5年生）、自殺予防を視野に入れ

た「こころの講演会」を保健学習の授業枠

で実施している[10,11]。この授業の成立経

緯は次の通りである。 
 同町ではかねてより、青森県こころのヘ

ルスアップ事業などを通じて住民の心の健

康調査が行われ、「苦しくても人に話さな

い人が多い」など自殺リスクが高いと目さ

れる地区があること、それが小学校区と一

致していることがわかっていた。そして、

子ども時代から家族・地域ぐるみで心の健

康増進を図ることの重要性を、地域住民が

話し合っていた。その中で、小学校体育館

を会場として地区行事（心の講演会や健康

寸劇）が開かれたのを機に、小学生向けに

も「こころの講演会」を実施することが県

精神保健福祉センターから提案され、小学

校も賛同した。 
 「こころの講演会」の前半は同センター

所長（精神科医）による講演で、自分の心

について考えてみること、心を伝え合うこ

とと支え合うことの大切さ、などが語られ

た。後半は音楽療法士の指導でトーンチャ

イムを使った体験学習を行い、一人では一

つの音しか出せない楽器を媒介として、児

童らは、心を伝え合うことや響かせ合うこ

とを学んだ。 
 この講演会は同センターから特に提案と
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予算措置がなされたものではあるが、その

特徴を表２－５に要約する。 
 
表２－５ 胡桃館小「こころの講演会」の

特徴 

-------------------------------------------- 
1) 地域社会全体で自殺予防に対する盛り上がり

があって、それが学校を動かしている。 
2) 他の授業等との関連づけはないが、事後に“ほ

けんだより”で「みんななかよくすごそう」
という月間保健目標を訴え、相手の良さを認
めることや、よく話し合うことを勧めている。 

3) 保護者会資料にも最近の病気についての情報
として「心のかぜ（うつ病）」についてとり
あげ、町立病院心療内科の診療時間を紹介し
ている。 

-------------------------------------------- 
 
６）青森県南部町「こころの健康教室」 
 青森県南部町の名川中学校では全校生徒

を対象に、道徳の時間枠で「こころの健康

教室」を開催した（平成17年度）。名川町

（現在は合併して南部町）も鶴田町と同様、

地域全体として自殺予防に取り組んできた

経緯のある町である[10,11]。 
 同中学校での活動の発端は、青森県立保

健福祉大学が「こころの健康プロジェクト」

の一環として心の大切さを訴えるポストカ

ードを製作し、これを中学生に無償配布す

る機会を持ちたいと南部町社会福祉協議会

（社協）に持ちかけたことである。社協で

は生徒らの校外学習（福祉体験活動）を受

け入れるための予算を確保していたので、

これを充てて中学校で出前授業を行いポス

トカードを配布する、という計画を立てた。

講師の県精神保健福祉センター所長（精神

科医）と学校の協議の結果、家族を自殺で

亡くした生徒もいることへの配慮と、学校

行事が立て込んでいる事情を考え、自殺と

いう語は出さずに「気持ちを伝え合う」「い

のちを大切にする」の二点を強調する道徳

の授業として講堂で開催することになった。 
 講演は「自分の心は家族など多くの人と

のつながりで形成されてきた；よい大人に

たくさん出会ってよい影響を受けるといい

ね」「自分も周りの人の心に影響を与える

ことがある；元気のない人を元気づける一

言を考えてみよう（ロールプレイ）」「友

だちだって自分の心の中にいる、亡くなっ

た人さえも自分の心の中にいる、その人を

大切に」「いのちは生きる力となる大切な

もの、自分のいのちを大切にしてほしい」

「気づいていないだけで、ご両親はあなた

を心配してくれているかもしれない；私を

どう思ってるの？と、きいてみてはどうか、

両親をほめてあげてはどうか？」などとい

うメッセージであった。宿題として「いの

ちを大切にする」という感想文を書くこと

と、研究費で賄ったビーズ細工のリストバ

ンドを2つ作り、1つは自分で身につけ、も

う1つは自分の大切な人に贈ることが求め

られた。 後に、「いのちを大切にする」

運動を、この中学校から発信して、地域に、

全県に広めよう、という呼びかけがあった。

この「教室」の特徴を表２－６に要約する。 
 
表２－６ 名川中「こころの健康教室」の

特徴 
-------------------------------------------- 
1) 地域社会全体で自殺予防に対する盛り上がり

があった。 
2) 社会福祉協議会という、どの地域にも存在す

る資源を活用した。 
3) 自分の心やいのちについて考えることは中学

生にとって易しくないが、第三者的に（ある
いは生物学的に）いのちについて考えても自
殺予防にはつながりにくいと考えられるのに
対して、「自分にとっての家族・隣人」「家
族・隣人にとっての自分」というように、鷲
田[12]のいう「二人称の」いのちに焦点を当
てている。 

4) 生徒に対してメッセージを伝えるだけでなく、
生徒から地域への発信を呼びかけている。 

-------------------------------------------- 

 
７）秋田県藤里町「藤里物語II」 
 秋田県藤里町の藤里中学校では、有志生

徒によるワークショップを通じて、中学生

からの町づくり提案を「藤里物語II」とい

うリーフレットにまとめ、全戸配布して心

の健康を大切にすることを訴えた。このワ

ークショップの成立までには、次のような

経緯があった[10,13,14]。 
 自殺率が高い秋田県でも同町はとくに自

殺率が高かったことから、役場職員や住民

が平成12年にNPO「心といのちを考える

会」を発足させ、自殺予防のための学習や

活動を始めた。その活動の中で、秋田大公

衆衛生学講座の協力と、県・心の健康づく

り自殺予防事業の予算を得て、「藤里物語」

というパンフレットを製作し町民に全戸配

布した。その内容は、秋田大と共に実施し

た町民「心の健康調査」の結果を踏まえた

もので、白神山地の麓で暮らす町民の心の

健康と自殺予防のための啓発資料である。 
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 しかし、これを機に自殺が激減したわけ

ではなく、完成直前には少年の自殺もあっ

た。そこで、秋田大保健学科から、中学生

の手でパンフレットの続編を製作すること

が提案された。学校長は、自殺で家族を亡

くした生徒もいることに配慮しつつ、生徒

会関係生徒（中2）に参加を呼びかけ、保護

者の同意を得て課外活動としてワークショ

ップを開き（毎週土曜日午後に公民館で、

校長と大学教員も参加）、生徒のディスカ

ッションを通じて“中学生からの町づくり

提案”をリーフレットにまとめ、平成１5
年度末に「藤里物語II」として全戸配布し

た（県の予算を充てた）。この中で中学生

らは、少子高齢化・過疎化・悩みとストレ

ス（よって自殺が多い）が町の課題である

とした上で、“こういう町にしたい”とい

う提案を示し、世代間交流によって課題に

立ち向かうことを町民に呼びかけている。

この活動は報道でも紹介され、広く感動と

関心を呼んだ。 
 この活動の成立背景と特徴を表２－７に

要約する。 
 
表２－７ 藤里中「藤里物語II」の周辺事

情と特徴 
-------------------------------------------- 
1) 地域社会全体で自殺予防に対する盛り上がり

があった。 
2) 県ユースアクションセミナーが同町で開催さ

れた際に、身体に障がいをもちながら中学校
の教壇に立つ三戸学教諭の講演が地域住民に
感銘を与えた。 

3) 全県で、小中学校9年間を見通した「ふるさと
教育」を展開しており、白神山麓の同町では
生命への畏敬を強調すると共に、高齢者との
交流を多く行ってきた（単身高齢者との交流
会、雪かきボランティアなど）。 

4) 「みんなの登校日」を設け地域住民誰もが学
校内へ入ってきやすい機会をつくってきた。 

5) 「あいさつ運動」で周りの人との交流を大切
にする機運を生徒の間につくってきた。 

6) 町の保健行政と教育行政の両方に目配りの利
く保健師・行政職員がいて、さまざまの予算
をうまく運用してきた。 

7) 生徒の自殺予防を考えるだけでなく、中学生
から地域へ発信している。 

8) 学校保健委員会による後続企画として、助産
師会の協力による「いのちの大切さについて」
の授業を実施している。 

9) リーフレット製作に携わらなかった下級生に
も“思い”は受け継がれている[15]。 

-------------------------------------------- 
 
 リーフレットの製作自体は県の予算を使

った単発企画であったが、製作の“思い”

が製作に携わらなかった生徒にも理解され

受け継がれていることは、下級生の「この

町から、命について」という“少年の主張”

（県大会優良賞）によく表されている[15]。
この女子生徒はいのちについて、心の深い

ところで感動と感謝の念をもって受け止め、

「自分が藤里町の人々のいのちつながって

いる」と実感していることを述べている。

その結果、後に助産師会の協力によって同

中学で行われた「いのちの大切さについて」

という特別授業についても、単に生物学的

な命の話題としてではなく、実存的な意味

でのいのちと関連づけて受け止めている。 
 
８）滋賀県「ピア・サポート活動を通して

の人間関係の育成」 
 畑[16]は、生徒リーダー（例えば体育祭

実行委員）に対して基礎的なコミュニケー

ションスキルを習得するための「ピア・サ

ポート活動」を実施し、希望者にはさらに

「ピア・カウンセリング」と命名した演習

活動を実施することで、生徒のコミュニケ

ーション能力が向上し「相手を尊重する」

意識が高まったと報告している。コミュニ

ケーションにおける目標としては「相手の

立場になって考える」「相手を思いやる」

「相手を尊重する」ことを掲げた。メニュ

ーには、指示の伝え方、質問の受け止め方、

アサーショントレーニングなどのロールプ

レイなどが含まれる。 
 
Ｃ－２－４．考察 
 小学生という発達段階を考えると、自殺

の一次予防といっても、自殺そのものに焦

点を当てたプログラムを実施するのは早す

ぎるとの意見は多い。しかし、１）～４）

のような小学生の心の健康増進に関わる授

業であれば、多くの学校で実施可能である。

実際、同様のことを実践している小学校は

少なくないものと推測される。ただし、３）

のようにセルフエスティームの向上が実測

確認されたデータは貴重である。同様の活

動をきちんと実践している小学校では、同

様にセルフエスティームの向上が期待でき

るとも考えられる。 
 セルフエスティームが高まりライフスキ

ルが向上することは、将来の「生きる力」

につながり、自殺予防にも資することが期

待されるが[17]、現時点でそのエビデンス
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はない。とはいえ、これは他の多くの健康

行動にも寄与することであり、「生きる力」

の基礎になることだと考えられるので[18]、
Ｃ－１で述べたように、このような学習活

動を学校で行う価値はじゅうぶんあると認

められる。 
 小学校での心の健康増進活動の実践にあ

たって留意すべき点を、1)～4)から抽出し

て表２－８に要約する。小学生については、

学習指導要領に示された保健学習や学級活

動を、既存の時間枠の中で有機的に組み合

わせる計画が、心の健康増進に有効であり、

ひいては自殺の一次予防に資する可能性が

示唆された。ただし、自尊感情やストレス

対処スキルの変化などを指標として、その

効果を実証する試みはまだ少ないので、今

後多くの実践を期待したい。そのためには、

このような実践例をWeb上で容易にキーワ

ード検索できるシステムを、教育行政が全

国的に整備することも必要であろう。 
 
表2－8  小学生の心の健康増進活動の要点 
-------------------------------------------- 
1) 年間の見通しを立てて長時間かける 
2) 保健学習と学級活動との関連づけ 
3) 自分の心（の成長）を認識できる工夫から始

める 
4) 身体活動（“からだほぐし運動”や心理教育

エクササイズ）を活用 
5) 自尊感情・自己肯定感と、対処能力・求助行

動の変化を目指す 
6) 日常生活の中での適用・実行させ、教室でフ

ィードバック 
-------------------------------------------- 

 一方、中学校における実践例も、自殺と

いう主題を前面に出してはいない。ただし、

５）～７）はあくまで自殺予防を意識して

企画されている。この背景には北東北地方

における自殺予防についての考え方、つま

り「地域でハイリスク者のスクリーニング

をしなくても、一次予防だけで自殺は減ら

せる可能性がある」「一次予防とくに心の

健康増進に力を注ぎ、関係者が抵抗なく自

殺について話題にできる雰囲気を醸成する

ことが先決である」「自殺予防のための新

規事業を立ち上げるのでなく、既存事業の

中に自殺予防の観点を加えることが重要で

ある」という考え方がある[10]。また、自

殺に特化した一次予防活動を展開する前に、

近しい人を自殺で亡くした生徒もいる可能

性に配慮する必要もある。したがって、少

なくとも日本では、中学校においても当面、

自殺に特化した予防教育より生徒の発達段

階に適した心の健康増進活動を模索するこ

とを優先させるのはやむを得ないだろう。 
 一方、別の観点から見ると、５）～７）

は単独企画であって、他の校内活動との関

連づけは弱く、継続にも困難が予想される。

幸いこれらの町では地域全体で自殺予防に

取り組んでいるので、校内では単発企画で

あっても、自殺予防活動が尻すぼみになる

ことはないが、そのような土壌がない地域

では尻すぼみに終わってしまう危険がある。

また、７）８）は一部の生徒のみを対象と

した実践である。 
 このように、中学校で全生徒を対象とし

て持続的に心の健康増進活動を展開するこ

とは、小学校に比べ難しいようにみえる。

その 大の理由は、小学校のように一人の

担任が授業・学級活動の大半をカバーする

わけでないので、自殺予防のように単一教

科に帰することができないテーマについて、

教科間の関連づけや、生活指導・道徳教育・

特別活動などと教科学習との関連づけが、

企画しにくいことにある。さらに、中学生

という発達段階では、いのちや死について

扱う内容も、派生してくるであろう疑問や

悩みも、小学生に比べ一段と“深いレベル”

になると予想される。このため、自殺予防

についてとくに研修を受けていない中学校

教師は“荷が重い”と感じる可能性がある。

なお、小学生に比べ中学生では、“エキス

パート”としての外部講師の起用が効果的

な場合が多いが、人材・予算の両面の制約

から簡単には実現できない。こうしたこと

が、中学校における心の健康増進プログラ

ムの拡がりのブレーキとなっているように

思われる。 
 とはいえ、5)～8)の実践には、いくつか

の新しい視点や萌芽がみられるので、表2
－9に抽出する。大胆に要約すれば、学校を

地域に開くことの重要性が、まず指摘され

る。また、生物学的な意味での“命の授業”

は 近年広く行われているが、“こころやい

のちについて深く考えた生徒”は、生物学

的な命についても心の深みにおいて受け止

められる、という可能性が示された――「自

分は町の人々の命とつながっている」と女

子生徒に語らしめた[15]藤里町の活動7)は、

非常に示唆に富んでいる。これに対して、

近の大分県教委による調査（未発表）に
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よれば、家庭で「子どもと命について話し

合ったことがある」と思っている保護者は

約3割いるが、「親と命について話し合った

ことがある」と思っている子どもは数%し

かいないという。おとなは「命について語

ったつもり」でも子どもには届いていない、

というギャップが疑われる。いわゆる「命

の授業」のあり方を、あまりに単純に考え

てはならない。 
 
表２－９ 中学生の心の健康増進活動の新

しい視点 
-------------------------------------------- 
1) 地域や行政の自殺予防活動が学校を動かす 
2) 地域保健・地域福祉と学校との連携 
3) 新しい地域資源の活用～精神保健福祉センタ

ー、社協など（今後はいのちの電話研修員な
どの活用もあってよい） 

4) 校外との人的・予算的連携に関する校長の決
断 

5) 教科学習の枠外での活動（道徳、課外活動） 
6) 支え手としての中学生～生徒から生徒へ、生

徒から地域へ（例えば町づくりの一環として） 
7) こころについて、自分についての理解が深ま

ると、生物学的な「命の授業」の受け止め方
も深まる 

-------------------------------------------- 

 
 なお、校外の自殺予防専門家が発案した

実践例５）～７）を除けば、小中学校の教

諭が自発的に展開した他の実践例はいずれ

も、 初から自殺予防を意識して開始した

わけではなかった点に留意したい。後者も

自殺予防に役立つという点は重要なのだが、

他方、教師自らが自殺予防を意識すること、

あらゆる学校教育活動に自殺予防の観点を

持たせるようになることも、青少年の自殺

予防のために重要である[10,17]。 
 教師がそのような視点（意識）を持つよ

うになるための研修については、阪中の報

告[2]などを除けば、実践例がきわめて乏し

い。そこで、教員向けの自殺に関する研修

プログラムについての考察を追加する。 
 具体的なプログラム案については既に阪

中[2]が提案しているが、これに本研究者（影

山）が追加したものを、参考として表２－

１０に掲げる。自殺に関する講義の中では、

自殺と「死に至らない自傷行為」[19]の差

異についてもふれることが、実際の生徒指

導においては必要と思われる。教師自身の

ストレス対処特性[20]について取り上げた

のは、職場で上司のストレス対処特性が“抑

うつ状態が疑われる部下”への対応と関連

している[21]との報告があることから、教

師のそれが児童生徒への対応に影響する可

能性を考えてのことである。諸研修におけ

るロールプレイ演習はしばしば時間不足で

消化不良となることをを経験するが、健康

教育における活用の仕方が一面的で硬直化

しているとの批判もあるので[22]、じゅう

ぶん時間をかけて研修することが望ましい。 
 ただし、研修時間の設定や、他にどのよ

うな内容を組み合わせるかは、様々に想定

できるので、ここでは主な要素のみを列挙

した。必ずしもこの順序でプログラミング

するのがよいという提案ではない。このプ

ログラミングについては今後の課題だが、

Ｃ－４で論じる「学校で自殺発生などの事

件・事故が発生した場合の緊急対応のあり

方」についての研修と一体化して検討する

ことも、現実的な案として考えられる。た

だし、自殺は一次予防によって減らせる、

ということを棚上げして、危機介入や三次

予防だけを扱うことは適切でないだろう。 
 後に、今回の研究期間では高等学校に

おける実践例を検索することができなかっ

た。これは、米国での学校における自殺予

防プログラムの多くが高校で展開されてい

ることと比べると[17]大きな相違である。

高校生の居住範囲は小中学校区より広く、

学校と地域社会との接点も異なってくるの

で、地域における自殺予防活動との連携の

あり方もおのずと異なってくるだろう。日

本の高校の実情に即した試みを立案するこ

とは今後の課題の一つである。 
 
Ｃ－２－５．小括 
 小中学校では、発達段階・教員の意識の

現状・自殺者遺族の児童生徒がいる可能性

などを考えると、まず心の健康増進に関わ

る学校活動を推進することが先決である。

小学校においては、クラス担任が責任をも

って年間計画を立て、保健学習と学級活動

などを関連させることで、心の健康増進に

資する学習が可能になると考えられる。中

学校では教科・クラス担当の縦割りが障害

になっていることが考えられ、継続的な活

動の例は少ない。しかし、生徒が“こころ

やいのちについて深く考える機会”を経験

できた場合には、生物学的な“命について

の授業”も心の深みにおいて受け止められ

ることが示唆された。 

 77



 今後、小中学校における心の健康増進活

動を発展させるには、教科の枠にとらわれ

ないこと、地域に学校を開くこと、児童生

徒から地域や他の児童生徒への発信を重視

すること、自殺問題に関する教員研修の組

織化、学校管理者の理解と決断、などが重

要な条件と考えられる。地域と学校が一体

となって自殺問題に取り組むうちに、家庭

という生活の場でも自殺予防を考える雰囲

気が醸成されること、また学校でも自殺問

題に特化した児童生徒向けプログラムを展

開しやすい雰囲気が醸成されることが、期

待される。 
 

 
表２－１０ 教師向け自殺予防研修のプログラム案の例（[2]を追加改変） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
１．自殺予防Ｑ＆Ａ、「自殺についての誤解（英語では神話）」という命名でもよい。 
 ・クイズ形式で研修への動機付けを図る。 
２．自殺の原因、中学生のストレスとその影響、中学生の自殺・希死念慮の実態についての講義 
 ・自殺未遂と、死に至らない自傷行為の相違についても知ることが必要[19] 
３．モデル事例を示し教師対応を考える 
 ・希死念慮のある生徒の事例を提示し、グループ全員が当事者になったつもりで話し合う 
 ・その生徒の自殺危険度について話し合う 
 ・職域精神保健で活用されているロールプレイングゲーム形式の応用（参加者にショックを 
  与えるため、選択肢を誤ると生徒が自殺するように設計するのも一案）。 
４．児童生徒の自殺危険度の評価法 
５．教師自身の「落ち込みからの脱出策」についての話し合い 
 ・ブレインストーミング方式でできるだけたくさん出してみる。 
 ・互いの考えを組み合わせ自由に話し合う。 
 ・職域精神保健で使われているコーピング特性簡易尺度[20]のようなツールも活用の価値あり。 
６．傾聴と受容の体験（ロールプレイ） 
 ・短いシナリオ（状況設定）に基づき即興的に勧める。相談する役と聴き役の両方を体験する。 
 ・聴き役に（ひそかに）わざと“傾聴したくない態度”を取らせ、傾聴してもらえない経験を 
  味わう、などの変法もある。 
 ・ロールを持たないグループメンバーが双方の非言語的メッセージを含め観察する。 
  観察者→相談する役→聴き役の順に感想を話し合う（相談者はは「私は～と感じた」と 
  “私メッセージで語る”。良かった点と、こうすればもっとよくなる点を共有する。 
 ・時間が不足しやすいので、できるだけ余裕をもった計画を立てる。この経験は、生徒に対し 
  効果的なロールプレイ授業[22]をするためにも重要である。 
７．自殺の危険の高い生徒への対応 
 ・６と同様にロールプレイを行う。 
 ・どの教師も一人で抱え込んでしまわないよう注意を喚起する。 
８．学校における自殺への危機対応策 
 ・1)自殺の危険は存在するが、それほど高くない場合。2)自殺の危険が非常に高い場合、 
  3)自殺未遂が起きた場合、4)自殺（既遂）が発生した場合のそれぞれについて、考えられる 
  対応策を話し合う。 
 ・いくつかの地域で整理されている「緊急支援マニュアル」を参考にする。 
９．研修全体のふりかえり 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
備考： 研修参加者だけでなく、学校管理者が主題の重要性を認識すること。参加者が各校に帰ってから 
 校内で伝達を行い意識と知識を共有すること。校外の専門家との連携を各校で検討すること。 
 保護者向けの自殺予防プログラムも将来的には検討課題である。 
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Ｃ－３．児童生徒の自殺前状態を学校で感

知するためのﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄに関する研究 
（分担者：竹内一夫、影山隆之） 
 
Ｃ－３－１．目的 
児童、生徒、学生の自殺前状態を学校現

場において早期に発見し、早期に介入する

ことが可能であれば、わが国における青少

年の自殺率を減少させることができること

は明らかである。しかし、学校という教育

現場に、自殺前状態を正確に診断し、医療

的な対応を行うことのできる医療従事者

（精神科医、心療内科医など）は多くの場

合、常駐していない。大学においては、近

年保健管理センター部門に精神科医師が常

勤として勤務することが増えてきたため、

これらの精神科医による専門的なスクリー

ニングと面接が、学生本人の生活する大学

構内において実施され、成果を挙げること

ができるようになってきた。例えば、保健

管理センターを拠点として DSM-IV のうつ

病診断基準に基づく自記式質問紙を全学生

に実施し、スクリーニング陽性者全員に常

勤精神科医師が面接を行って介入を行うと

いった試みが可能となりつつある[1]。 
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一方、小学校、中学校、高校においては、

一般的にはこうした保健管理センターが附

属しておらず、自殺前状態について（ある

いはより広く、うつ状態について）専門医

による直接の医療的二次予防を受けること

は難しい。実際には現場の教員、特に養護

教諭がこうしたメンタルヘルス全般におけ

る予防対策に携わっているという現状を考

えると、自殺における二次予防（早期発見・

早期対処と危機介入）への入り口として、

まず、広義の自殺前状態についての「気づ

き」の感度を教員間でどのようにして高め

ておくかが重要になる。そのためには、実

務経験の乏しい養護教員であっても一定の

「気づき」が得られるような、うつ状態を

背景とした児童生徒のメンタルヘルスの異

変を速やかに感知するための簡単なチェッ

クポイントの提示が望まれている。 
自殺志願者のスクリーニングという意味

では、児童思春期のうつ状態把握のための

精度の高いセルフチェック・スケールを選

択・開発することも必要であるが、同時に

学校現場において教員が自殺の危険のある

児童生徒を早期に感知するための観察用の

チェックポイントを広く知らしめる必要も

ある。前スクリーニング段階として、早期

発見教育を教職員側に行う上で必要なこと

と考える。 
実務教育機関である学校現場を考えると、

教員、特に養護教員が、日常的に数多くの

児童生徒に対して自殺前状態の点検作業を

していくためには、可能な限り少ない項目

数で、広く浅く徴候のチェックをすること

が求められる。産業保健現場[2]や地域保健

現場[3]において、近年スケールが簡略化さ

れていく方向にあるが、学校保健現場にお

いても同様であろう。 
そのためには、現場教員が児童生徒の自

殺前状態を感知する上で 小限必要と思わ

れるチェック項目を、既存の質問紙などを

参考に整理しておくことが、まずは重要で

ある。 
本研究の目的は、学校現場において教員

等が児童生徒の自殺前状態（より広い意味

で、うつ状態）を日常生活の観察の中から

「気づく」ためのチェックポイントを紹介

することである。この場合の教員とは主と

して養護教諭を指すが、クラス担任なども

含めて、学校現場で児童生徒と関わる機会

のある人たちにとって、日常的に利用でき

るような、簡便で平易なチェックポイント

の整理を目指した。 
 

Ｃ－３－２．方法 
まず、小学校、中学校、高校において実

施されることを目的とされたメンタルヘル

ス関連の各種尺度のうち、うつ状態を把握

するために役立つと思われる項目を概観し、

共通するものを抜き出して、現場教員が日

常の生活から把握できるものかどうかを検

討した上で、取捨選択することを行うこと

にした。 
具体的には、学校現場で児童生徒のメン

タルヘルスのチェックに使用されることを

目的に作成された尺度の中で、自殺前状態

にかかわる抑うつ状態の把握を目的とした

部分を含む尺度を、成書[4,5]や学校保健研

究目録[6]、医中誌データベースなどを参考

に収集した。はじめから児童生徒を対象と

する尺度を中心に収集したが、 SDS
（ Self-Rating Depression Scale ） [7]や
CES-D （ the Center for Epidemiologic 
Studies Depression Scale,）[8]のように成

人を中心に幅広く使用されている抑うつ尺

度で、学校現場においてもしばしば使用さ

れているものを含めた。同じように成人を

中心に比較的広範に用いられる抑うつ評価

尺度に、有名な Hamilton[９]や Beck［10］
の尺度があるが、一般児童生徒に使用され

ることが少ないものは今回の検討から除外
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した。また、版権などの関係で上記の成書

やデータベース上に質問文そのものが公開

されていないものも除外した。 
これらのうつ状態に関する自覚的症状の

項目の中で共通に使用されてきたものを整

理し、現場教員が他覚的に把握できる形に

文章を変えて、１０項目程度の一覧にする

ことを目指した。 
 
Ｃ－３－３．結果 
１）学校現場で使用されてきたうつ状態の

チェック項目の通覧 
学校集団といった general population に

おいて、うつ状態を測定するための評価方

法としてさまざまな自記式質問紙が使用さ

れてきた［11］。例えば 1960 年代に作成さ

れた BDI（Beck Depression Inventory）
［10］や SDS[7]は、現在も広範に使用され

ている。疫学調査用に開発されたものとし

ては CES-D[8:]が もよく使われており、 
1980 年代以来の精神医学診断の標準化を

目指す動きに呼応して多くの調査に用いら

れるようになってきた。わが国においても，

島らの日本語訳［12］を中心に学校保健領

域でも盛んに CES-D が用いられている

［13,14］。  
  さらに 近では、診断のアルゴリズムに、

より近い形で判定を目指す「構造的な」自

記式質問紙も開発されてきた。Zimmerman
ら に よ る  IDD （ the Inventory to 
Diagnose Depression)［15］や Roberts ら

に よ る  DSD (the DSM Scale for 
Depression)［16］などがそうであり、DSM
の診断アルゴリズムとほぼ同じ判定手順が

使用されている。それぞれすでに日本語に

訳され、実際の調査に使われている［17－
19］。 
 SDS や CES-D などは，得点の採点方法

が簡単であるため（単純加算）、集団に実施

する場合、結果集計に時間や手間がかから

ず、便利である。一方、このようにして加

算された得点の多寡が、うつ状態の臨床診

断上の症候論と実際にどのように整合する

のかという点に関しては論議のあるところ

である。反対に IDD や DSD は、判定方法

が DSM 診断の過程をそのまま踏襲してい

る点で臨床診断上の症候論との整合性が比

較的保たれているが、集団に実施した際、

判定結果を求めるために一定のプログラム

を書かなければならず面倒であった。しか

し、現在は、市販の表計算ソフトや統計処

理用パッケージを用いて、こうした判定ア

ルゴリズムを簡単に実現することができる

ため、将来的にはこれらの構造的な自記式

尺度の使用される頻度が上がってくると思

われる。 
さて、今回、 近学校現場で使用されて

きた、うつ状態評価項目を含む各種尺度を

通覧し、どのような文章で表現されている

かを表３－１にまとめた。それぞれの質問

紙から、抑うつ症状に関連する質問項目を

抜き出して、DSM-IV の大うつ病エピソー

ドの９つのカテゴリーに準じて整理したも

のである。これはあくまで症状に関する質

問項目の整理の便宜のためであり、DSM の

操作的手順をそのままそっくり学校現場に

持ち込もうという意図によるものでは全く

ない。「学校現場で教員がどのような点に

目をつけて児童生徒のうつ状態に気をつけ

ればよいかというチェックポイントの選

定」という本稿の目的に沿って、多彩で多

岐にわたる抑うつ症状を整理する上で

DSM 上の分類カテゴリーが有用であると

考えたためである。 
また、表３－１は、公開されている質問

紙から著者が抑うつ症状に該当すると考え

られる質問文を抜き出し、文章表現そのも

のから著者の判断により上記９カテゴリー

に分類したものであり、必ずしも作成者（翻

訳者）の意図に沿って分類したものではな
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い。 
さらに、参考として表３－１の 後に、

成人を対象に用いられているいくつかの

「簡便な」抑うつ評価の該当項目を掲載し

た。 
表３－１を見ると、全般的に、さまざま

なカテゴリーに幅広く分布していることが

わかるが、特に「悲しい」「心が暗い」「気

分が沈む」（「いらいらする」「かっとなる」

などを含む）といった「抑うつ気分」項目

と、「疲れる」「体がだるい」といった「疲

労感」項目、「落ち着かない」「考えがまと

まらない」といった「精神運動性焦燥・制

止」項目、あるいは「自責感」項目、「集中

力の低下」項目に分類される質問文が多く、

また、「食欲・体重の変化」項目、「睡眠の

変化」項目、「そのほか（頭痛、腹痛など）」

項目に分類される質問文がこれらに加えて

しばしば散見されている。 
これらの項目はすべて児童生徒自身の自

覚症状として、主に自記式質問紙として構

成されている。こうした項目にそれぞれ対

応する、他覚的なチェックポイントを考え

ていくことが必要であると考えられた。 
２）学校保健領域におけるうつ状態チェッ

クの 近の動向 
近、日本学校保健会「児童生徒の健康

状態サーベイランス委員会」では、従来の

ライフスタイル測定に関する調査項目のほ

かにメンタルヘルスに関わる新しい項目を

取り入れてきた［20］。学校現場においては、

児童生徒に可能な限り負担をかけず、簡便

にメンタルヘルス状態のおおよその良し悪

しを判断できるような基準が求められてい

るため、既存の項目と追加したいくつかの

新しい項目を用いて簡便な独自の判断基準

を作成した（図３－１）。 
「気分の調節不全傾向」と名づけられた

この尺度の判定手順は、基本的に DSM-IV
（米国精神医学協会による精神科診断・統

計のためのマニュアル）における「大うつ

病エピソード」の診断基準に準じて構成さ

れている。本来「うつ病の子どもをスクリ

ーニングする」ということではなく、日常

生活における児童生徒の気分の不調を幅広

く拾い上げることが目的であるため、その

名称として「気分の調節不全傾向」という

造語を用いている。したがって、「学校現場

で簡便に抑うつ状態を把握するためのチェ

ックポイントを検討する」という本稿の趣

旨に合致すると考えられたため、ここに紹

介する（表３－1 にも記載済み）。 
ちなみに、この判定手順（図３－１）を

もとに陽性率を求めたところ、平成 16 年度

調査（速報値）において、小学生で 1-2％、

中学生で 5-6%、高等学校生で 7-8%が、軽

いうつ状態を背景とした気分の調節不全傾

向の疑いのあることが示唆された。小学生

では低く、中学生、高校生と高くなる傾向

が見られた。また、男子より女子の方が高

い傾向が見られた（図３－２）[21]。 
なお、この判定基準の信頼性・妥当性の

検討の詳細については、平成 17-18 年度文

部科学省研究費補助金基盤研究（C）(2)「児

童生徒の感情のコントロールに及ぼすライ

フスタイルの影響について（研究代表者 

竹内一夫）」報告書において報告される予定

である。 
１）の 後でも述べたように、これらの

項目はあくまで児童生徒自身の自覚症状に

注目したものなので、現場の教員が子ども

を観察する際には、やはりこうした項目に

それぞれ対応する、他覚的なチェックポイ

ントが必要である。 
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表３－１ 学校現場で使用されて来た うつ病・うつ状態の症状に関する測定項目    (*)は逆転項目     

  抑うつ気分 

（含・イライラ） 

興味・喜びの喪失 食欲･体重の変

化 

睡眠の変化 精神運動性の焦燥、制止 疲労感・無気力 自責感・無価値感 集中力の低下 自殺念慮 そのほか（頭痛

等） 

DSD（Roberts ら,1994）

[16,18] 

「とても悲しい気分でしたか」 

「いらいらして、きげんがわるく、ちょっ

としたことでかっとなる 

ことがありましたか」 

「かなり気分が落ち込んで、勉強や仕

事をするのがつらかったですか」 

「涙ぐんだり、泣きだしそうになることが

ありましたか」 

「人生に望みがなく、将来何もよいこと

がないような気がしま したか」 

「以前はおもしろいと感じ

たこと さえ、何もおもしろ

くなく感じることがありまし

たか」 

「何もおもしろく感じられ

ず、 うんざりとして、ただ

ぼうっと座っていることが

ありましたか」 

「食欲がなかっ

たですか」 

「いつもより食欲

がありましたか」

「とても体重が

減った」 

「とても体重が

増えた」 

「いつもより眠れ

なかったですか  

(寝付けない、目

がさえたまま、 

早く目がさめる，

など)」 

「いつもよりずっ

と長い時間寝る

ようになりました

か」 

「いつもより、話したり、動き回ることが

だいぶ少なかったですか」 

「とても落ち着かなくて、歩き回ってしま

いましたか」 

「身ぎれいにするとか、せいとんを

するとか、自分のことをきちんとす

るのが難しくなりましたか」 

「いつもより疲労を感じ、何もしな

いでぼうっと座っていることがあり

ましたか」 

「いつもより元気がなく、何かをす

るのに努力がいりましたか」 

 

「いつもより自分自身が好ましく思え

ず、過去の出来事について自分を責

めることが多かったですか」 

「何をやってもうまく行かなかったの

で、いつもより自分がだめな人間に思

えましたか」 

「自分の外見が悪いと思いましたか」 

「物事が自分にとって、まるでうまくいっ

ていないような感じがしましたか」 

「いつもより勉強や仕事に注

意を払ったり、していることに

集中したりすることが難しかっ

たですか」 

「いつもより集中したり、はっき

り すばやく考えたりすることが

できなかったですか」 

「いつもより物事を判断した

り、決めたりするのが難しいと

きがありましたか」 

「いつもより死に

ついて考えまし

たか」 

「死にたいと思い

ましたか」 

「自殺について

考えましたか」 

  

児童用メンタルヘルス・チ

ェックリスト（岡安ら、1998）

[26] 

「さびしい」 

「気もちがしずんでいる」 

／「いらいらする」 

「ふきげんで、おこりっぽい」 

      「勉強が手につかない」 「体がだるい」 

「つかれやすい」 

「体から力がわかない」 

「あまりがんばれない」 

      「ずつうがする」 

子ども版災害後ストレス反

応尺度（富永ら、2002）

[27] 

「気分がしずむ」／「いらいらしやすい」   「食欲がない」 「ねむれない（寝

つきが悪い・夜

中に目がさめ

る）」「いやな夢

やこわい夢をを

みる」 

「気持ちが動揺しやすい（落ち着かな

い）」「人と話す気にならない」 

  「自分を責める（自分のせいで悪いこと

が起こったと思う）」 

「ものごと（勉強など）に集中で

きない」 
  「頭やおなかが

痛い」 

中学生用メンタルヘルス・

チェックリスト（岡安・高

山、1999）[28] 

「悲しい」 

「心が暗い」 

「泣きたい気分だ」 

「さみしい気持ちだ」 

／「いらいらする」 

「腹立たしい気分だ」 

    「よく眠れない」   「体がだるい」 

「つかれやすい」 

  「根気がない」 

「むずかしいことを考えること

ができない」 

「ひとつのことに集中すること

ができない」 

「勉強が手につかない」 

  「頭が痛い」 

中学生用ストレス反応測

定尺度（三浦、2002）[29]

「悲しい」 

「心が暗い」 

「泣きたい気分だ」 

「さみしい気持ちだ」 

／「いらいらする」 

      「頭の回転がにぶく、考えがまとまらな

い」 

「勉強が手につかない」 

「体がだるい」   「根気がない」 

「むずかしいことを考えること

ができない」 

「ひとつのことに集中すること

ができない」 

  「頭痛がする」 

「頭が重い」 

「頭がくらくらす

る」 

中学生用ストレス反応尺

度（馬岡・甘利・中山、

2000）[30] 

「なんとなく気持ちが暗くなったり、悲し

くなったりする」／「ちょっとしたことにも

すぐ腹が立つ」「キレそうな気持ちにな

る」「気持がムシャクシャする」 

      「友だちと一緒にいるのが嫌になる」 「学校に来ると疲れてしまう」「まわ

りに人がたくさんいることで疲れて

しまう」「どうしようもなく無気力にな

って、何もやる気が起こらない」

「気がぬけて何をするのも力が入

らない」「何もやる気がおこらなくな

る」 

「自分はダメな人間だと思う」「自分に

は何もできないと思ってしまう」「自分の

ことが嫌になる」「自分には希望がない

と思う」「部活動や勉強など自分のやっ

ていることに自信がなくなる」「自分が

みんなより劣っていると思う」 

    「学校にいると頭

が痛くなってしま

う」 

大学生用ストレス自己評

価尺度（尾関・原口・津

田、1994）[31] 

「悲しい気持ちだ」 

「泣きたい気分だ」 

「さみしい気持ちだ」「心が暗い」 

「気分が落ち込む、沈む」 

／「いらいらする」 

      「行動に落ち着きがない」 

「頭の回転が鈍く、考えがまとまらな

い」 

「話や行動にまとまりがない」 

「何も手につかない」 

「話すことがいやでわずらわしく感じら

れる」 

「他人に会うのがいやでわずらわしく感

じられる」 

「体が疲れやすい」 

「体がだるい」 

「脱力感がある」 

  「根気がない」 「生きているのが

いやだ」 

「頭が重い」 

SRS-18（鈴木ら、1997) 

[32] 

「悲しい気分だ」「泣きたい気持ちだ」

「気持ちが沈んでいる」／「いらいらす

る」 

      「話や行動がまとまらない」   「いろいろなことに自信がない」 「根気がない」「何かに集中で

きない」 
「何もかもいやだ

と思う」 
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「気分の調節不全傾向」

（日本学校保健会、2004）

[20] 

「気分の落ち込みのせいで、何もする

気にならないことがある」 

／「急におこったり、泣いたり、うれしく

なったりする」 

「ちょっとしたことでかっとなる」 

  「食欲がないこと

がある」 

「よく眠れないこ

とがある」 

「落ち着かなくて、じっとしていられな

いことがある」 

「身体の『だるさ』や『疲れやすさ』

を感じることがある」 

  「集中したり、すばやく考えた

りすることができないことがあ

る」 

    

THI-JD（ジュニア版東大

式健康調査票抑うつ尺

度）（竹内・青木、1989）

[33] 

「とくに理由もなくみじめな気持ちにな

ることがありますか」 

「ゆううつなときがありますか」 

「いつもおもしろくなく、気がふさぎます

か」 

「ひとりぼっちだと感じることがあります

か」 

      「人に会いたくないときがありますか」   「近ごろ何かについて自信がなくなっ

てきましたか」 

「ほかの人とくらべて、ひけ目を感じる

ことがありますか」 

  「死にたくなるこ

とがありますか」 

「何もかもいやに

なってしまうこと

がよくあります

か」 

「とても陽気なと

きと理由もなく悲

しくなるときがあ

りますか」 

DSRSC（Birleson ら、

1987）[34] 

「楽しみにしていることがたくさんある

(*)」「泣きたいような気がする」「独りぼ

っちの気がする」「落ち込んでいてもす

ぐに元気になれる」「とても悲しい気が

する」 

「いつものように何をしても

楽しい(*)」「とても退屈な

気がする」 

「食事が楽しい

(*)」 

「とても良く眠れ

る(*)」「こわい夢

を見る」 

  「元気いっぱいだ(*)」   「やろうと思ったことがうまくで

きる(*)」 
「生きていても仕

方がないと思う」 

「おなかが痛くな

ることがある」 

SDS(Zung、1965)[７] 「気が沈んで憂うつだ」 

「泣いたり、泣きたくなる」 

「将来に希望がある」 

／「いつもより いらいらする」 

  「食欲は ふつう

だ」 

「やせてきたこと

に 気がつく」 

「夜よく眠れな

い」 

「落ち着かず、じっとしていられない」 「なんとなく疲れる」 「役に立つ、働ける人間だと思う」 

「自分が死んだほうが ほかのものは

楽に暮らせると思う」 

「たやすく 決断できる(*)」   「朝がたは、いち

ばん気分がよ

い」 

CES-D（Radloff、1977)[８] 「たとえ家族や友人が助けてくれたとし

ても、ゆううつな気分は晴れないと感じ

た」「気分が落ち込んでいると感じた」

「将来に希望があると感じた(*)」「幸せ

な気分だった(*)」「ひとりぼっちだと感

じた」「人生を楽しんだ(*)」「涙ぐむこと

があった」「悲しい気分だった」 

「普段では何でもないこと

が わずらわしかった」 

「食べたくなかっ

た。食欲がなか

った」 

「落ちつかず、眠

れなかった」 

「普段より口数が少なかった」「何かに

びくびくすることがあった」「ものごとに

手がつかないと感じた」 

「やることすべてに骨が折れると感

じた」 

「自分は、他の人と同じくらいに価値が

あると感じた(*)」「これまでの人生は失

敗だったと感じた」 

「ものごとに集中できなかっ

た」 
    

参考（成人用）K6/K10

（Kesslerら、2002）[35] 

「絶望的だと感じましたか」「ゆううつに

感じましたか」「気分が沈みこんで、何

が起こっても気が晴れないように感じま

したか」 

      「神経過敏に感じましたか」「どうしても

落ち着けないくらいに、神経過敏に感

じましたか」「そわそわ、落ち着かなく

感じましたか」「じっと座っていられない

ほど、落ち着かなく感じましたか」 

「理由もなく疲れ切ったように感じ

ましたか」「何をするのも骨折りだと

感じましたか」 

「自分は価値のない人間だと感じまし

たか」 

      

参考（成人用） 

厚生労働省「うつ対策推

進方策マニュアル」うつス

クリーニング調査票（大野

ら、2004）[３] 

  「これまで楽しんでやれた

ことが、楽しめなくなった」

「以前は楽にできていたこ

とが、今ではおっくうに感

じられる」 

（「食欲がわかな

い、または食べ

過ぎる」） 

（「眠れなくなる、

または寝すぎ

る」） 

  「わけもなく疲れたような感じがす

る」 

「自分が役に立つ人間だとは思えな

い」 

  （「死についてよ

く考える」） 

  

参考(成人用） 

二質問法（鈴木ら、2003）

[36] 

「この 1 ヶ月間、気分が沈んだり、ゆうう

つな気分になったりすることがよくあり

ましたか」 

「この 1 ヶ月間、どうしても

物事に対して興味がわか

ない、あるいは心から楽し

めない感じがよくありまし

たか」 

                

参考(成人用）プライムMD

（Brodyら,1998）[37] 

「気分が沈んだり、憂うつであったり、ま

たは、絶望的な気持ちでとても悩んで

いますか」 

「何事にも興味がないか、

楽しめないことでとても悩

んでいますか」 

  「寝つきが悪か

ったり、途中で目

が覚めたり、また

は、逆に寝すぎ

たりしています

か」 

「食欲がない、または、食べ過ぎていま

すか」 

  「自分に嫌悪感を感じますか？また

は、自分は失敗したとか自分自身や家

族をだめにしていると感じていますか」
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左の３つの項目のうち、
「しばしば感じている」あるいは

「 よくあてはまる」と回答している項目が
少なくとも１つある

・気分と関連する身体の症状について
の５項目
日ごろ感じる症状２：
　「よく眠れないことがある」
日ごろ感じる症状３：　
　「落ち着かなくて、
　じっとしていられないことがある」
日ごろ感じる症状４：　
　「集中したり、すばやく考えたりする
　ことができないことがある」
日ごろ感じる症状１２：　
　「食欲がないことがある」
日ごろ感じる症状１４：　
　「身体の『だるさ』や『疲れやすさ』を
　感じることがある」

左の５つの項目のうち、
「しばしば感じている」と回答している項目が

３つ以上ある

・気分の変化についての３項目
日ごろ感じる症状１：　
　「気分の落ち込みのせいで、
　何もする気にならないことがある」
日ごろ思うこと５：　
　「急におこったり、泣いたり、
　うれしくなったりする」
日ごろ思うこと６：　
　「ちょっとしたことでかっとなる」

陰性
（問題なし）

陽性
（気分の調節不全の

疑いあり）

YES

YES

NO

NO

左の３つの項目のうち、
「しばしば感じている」あるいは

「 よくあてはまる」と回答している項目が
少なくとも１つある

・気分と関連する身体の症状について
の５項目
日ごろ感じる症状２：
　「よく眠れないことがある」
日ごろ感じる症状３：　
　「落ち着かなくて、
　じっとしていられないことがある」
日ごろ感じる症状４：　
　「集中したり、すばやく考えたりする
　ことができないことがある」
日ごろ感じる症状１２：　
　「食欲がないことがある」
日ごろ感じる症状１４：　
　「身体の『だるさ』や『疲れやすさ』を
　感じることがある」

左の５つの項目のうち、
「しばしば感じている」と回答している項目が

３つ以上ある

・気分の変化についての３項目
日ごろ感じる症状１：　
　「気分の落ち込みのせいで、
　何もする気にならないことがある」
日ごろ思うこと５：　
　「急におこったり、泣いたり、
　うれしくなったりする」
日ごろ思うこと６：　
　「ちょっとしたことでかっとなる」

陰性
（問題なし）

陽性
（気分の調節不全の

疑いあり）

YES

YES

NO

NO

図３－１ 日本学校保健会「児童生徒の健康状態サーベイランス」で使用されている 

「気分の調節不全傾向」の評価方法 
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図３－２ 「気分の調節不全傾向」の陽性率 

（日本学校保健会「児童生徒の健康状態サーベイランス委員会」平成16年度報告書より） 
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３）現場教員が児童生徒の自殺前状態を感知す

るための簡便なチェックポイントの提言 

 前述の表３－１は、従来学校現場で用いられ

てきたうつ状態把握のための尺度の項目のうち、

共通とされる部分を整理したものであるため、

簡便なチェックポイント作成のためには、これ

らを中心にいくつかの重要な項目に絞り込む必

要がある。当然のことながら、ただ単にこれま

で使用されていた項目を並べ、共通部分を抽出

するだけでは意味がなく、選び出されるべき項

目が実際に精神症候学的な基盤を十分に満たし

ているのかを検討しておかなくてはならない。

これらの項目はいずれも元来、作成者の、うつ

状態に対する症候学的検討から導き出されてき

たものであるため、それぞれ一定の医学的基盤

を有しているが、項目を絞り込む際の優先順位

については検討すべき点がある。 
たとえば、同じように児童青年期に見られる

うつ状態の症状であっても、高橋[22]は「抑う

つ気分」「精神運動制止」「不安焦燥感」の３つ

を重要視しており、4 つ目として「自律神経症

状」を挙げている。また、傳田[23]は DSM-IV
の９つにカテゴリー化された症状群について、

「前景に見える症状だけではなく、その裏に潜

む中核症状の存在につねに注意することが子ど

ものうつ病を見逃さない重要なポイントであ

る」と述べ、個性や年齢を越えて共通に見られ

る「中核症状」として、精神症状の「興味・関

心の減退」「意欲・気力の減退」「知的活動低下」

と身体症状の「睡眠障害」「食欲障害」「身体の

だるさ」「日内変動」を挙げている。 
これらの知見を踏まえ、表３－1 から共通し

て見出される質問文の内、「抑うつ気分」「精神

運動性の焦燥・制止」「疲労感・無気力」「集中

力の低下」および「食欲・体重の変化」「睡眠の

変化」の各カテゴリーからチェックポイントと

なる項目を選定した。また、特に小学校の低学

年では「頭痛、腹痛」の形で表現されることも

多いため、「そのほか」に記載のあるこれらの項

目を追加した（「自殺念慮」項目については後述）。 

さらに、教員から児童生徒の日常生活を観察

する上のチェックポイントということを考慮し

て、選定された項目の文章を改変し、整理しな

おしたものが、「教師のための“児童生徒のうつ

状態”のチェックポイント」（表３－２）である。 
なお、非行・暴力や不登校、あるいは学業不

振といった学校生活上の行動面での二次症状が、

うつ状態の徴候だという場合もあるのだが、こ

れらについては従来から現場教員が注意を払っ

ているものと考えられるので、あえてチェック

ポイントとして掲げることはせず、添え書きに

とどめた。また、自傷行為や食行動の異常は、

必ずしも学校現場で十分に把握できるとは限ら

ないため、同様に添え書きの形で副次的に掲載

した。 
他方、自殺予防の観点から言えば、自殺念慮

（希死念慮）や自殺企図を尋ねることが、一番

の早道となるはずである。しかし、現実に学校

現場において（のみならず地域保健、産業保健

の現場においても）直接に児童生徒に質問紙等

で自殺念慮を尋ねることは難しい場合も多い。

これは再三指摘されているように、「寝た子を

起こす（自殺に関する質問をすると自殺する人

がいる？）」という誤解に由来する部分が大きく、

さらに現場関係者の「もしこうした質問をして

自殺前状態である児童生徒が発見され、有効な

介入ができなかった場合、あとで責任を追及さ

れるのでは」という防衛機制が働いている場合

もある[24]。そこで今回は、当面、現場で誰も

が日常的に使用できるチェックポイントをまと

めるという意味で、自殺念慮そのものの有無に

ついては問わなかった。その代わりに、自殺念

慮を思わせる言動のある児童生徒への注意を強

く喚起する一文を挿入した。 
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表３－２ 教師のための“児童生徒のうつ状態”のチェックポイント 

 

 以下の項目は、児童生徒がうつ病・うつ状態になったり、気分のコントロールがつかなくなった

りするときに、よく見られることがらです。 

ふだんの児童生徒の様子を観察していて、「あれ、変だな」と思ったとき、以下のことがらにあて

はまるかどうか、チェックしてみてください。 

いくつかの項目があてはまったときは、児童生徒がうつ状態になっている可能性がありますので、

場合によっては医療機関に相談してください。 

また、うつ病・うつ状態は自殺の前段階であることがあります。日ごろの注意深い観察から、児

童生徒の自殺防止をこころがけていきましょう。 

 

 最近何となく「変だな」と感じる児童生徒について、以下の点をチェックしてみてください。 

 これらのことがらが、半月以上（2週間以上）ずっと続いているときには注意が必要です。 

 

 チェック欄 

1．とても悲しそうな顔や暗い表情をしたり、憂うつそうにしたりしていませんか？ 

2．いらいらするそぶりが増えたり、ちょっとしたことでかっとなったりしていません
か？ 

3．落ち着かなくて、じっとしていられなかったり、逆にふだんより動き方や話し方がの
ろくなったりしていませんか？ 

4．集中力や根気がなくなってきたり、ぼっーとしていることが増えたりしていません
か？ 

5．食欲がなく、体重が減ってきていませんか？あるいは急によく食べるようになって
きていませんか？ 

6．元気がなく、からだの「だるさ」や「疲れやすさ」をよく口にしていませんか？あ
るいは、頭痛や腹痛をよく訴えませんか？ 

7． よく眠れていなかったり、逆に長い時間寝すぎたりしていませんか？ 

 

さらに、 

・上記の症状に伴い、現実に成績が下がっていたり、非行や不登校が見られたりしたら要注意。 

・自傷行為や食行動異常を疑わせる身体の異常（手首のきず、吐きだこなど）が見られたら要注意。 

・「死にたい」など、自殺願望を思わせる言動が見られたら特に要注意。 
 
Ｃ－３－４．まとめ 
 抑うつ症状の究極の形の一つが自殺である

と考えると、学校現場における自殺の二次予

防を推進させる一つの方法に、信頼性・妥当

性が高く、同時に安価で簡便なうつ状態の「セ

ルフチェック」型のスクリーニング尺度（ス

ケール）を広く普及させることが挙がる。こ

うしたスケールの選択あるいは開発と、その

学校現場での使用方法については、今後も十

分に検討されていくべき重要な課題であるが、

その一方で、うつ状態の疑いのある児童生徒

に対して現場の教員が気のつくべき日常生活

上の観察のポイントを教員側に周知しておく

必要があると思われる。地域保健現場では、
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こうした健康教育を一つの目的として、すで

に大野ら[3]により、うつ病・うつ状態のチェ

ックのための簡便なチェック用パンフレット

が作成されているが、学校保健現場でも同様

のツールが求められている。 
現場教員にうつ状態や自殺前状態の徴候へ

の理解を促し、「感知」レベルを高めておくこ

とが、水際で自殺を予防するための第一歩と

なると考えられるからである。 
そこで本稿では、従来学校保健現場で使用

されてきた、メンタルヘルス全般、あるいは

うつ状態に焦点を絞った各種の尺度を通覧し、

教員による児童生徒の自殺前状態感知に役立

つと考えられるチェックポイントを整理した。 
抑うつ気分や焦燥・制止症状、集中力の低

下などの精神面での項目と疲労感、食欲や睡

眠の異常、頭痛・腹痛といった身体面での項

目について文章を整備し、さらに行動面の問

題や自殺念慮についての注意点を加え、学校

現場で簡便に用いることのできるA４版一枚

のチェックポイント用紙を作成した。 
もともと、「子どもたちは抑うつ的な話し

方で話すのではなく、抑うつ的な歩き方で歩

く」[25]と言われるほど、児童思春期のうつ

状態の把握には非言語的な行動面での症状の

観察が重要視されている。主に養護教員が、

あるいはクラス担任が、「何となくふだんと

違う」と感じた児童生徒について、そのうつ

状態や自殺前状態の危険をより客観的に察知

するための資料となるだろう。 
これらのチェックポイントは、自殺前状態

の察知のみに役立つというだけでなく、児童

生徒のメンタルヘルス全体の状態への現場教

師の気づきを高めることに役立つであろう。

ひそかに悩みを抱え、相談できずに苦しんで

いる子どもたちの出している SOS に教員が

気づくためのチェックポイントとして、保健

室や職員室といった身近な場所に置かれて、

幅広く用いられることが期待される。 
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Ｃ－４．学校における自殺発生時の緊急支援

システムのあり方 

（分担者：多賀谷篤子、影山隆之） 

 

Ｃ－４－１．研究目的 

 東京都教育相談センターでは、学校におけ

る児童・生徒の事件・事故後の心のケアのた

めの緊急支援を行っている。事件・事故が起

こると学校全体が危機的状況となり、混乱が

起き、児童・生徒、保護者、教職員はその衝

撃から、様々な身体的、心理的、行動的側面

に反応（症状）が起こる。これは、急性のス

トレス反応であり、自然な反応であると考え

られている。大半の人は時間の経過と共に、

回復していくものだが、適切に対応が為され
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ないと、ＰＴＳＤ（外傷後ストレス障害）を

引き起こす場合があると言われている。特に、

事件・事故の当該者に関係が深かった人や、

元々に悩みや問題を抱えた人は、そのことを

きっかけに、問題が顕在化し、困難が生じる

場合がある。その様な二次的被害を予防し、

学校の日常性を取り戻すことが、上記の緊急

支援の目的である。 

 特に、児童・生徒の自殺が発生した場合、

身近にそのことを経験した児童・生徒の中に、

後追い自殺（群発自殺）を引き起こす可能性

が大きいことは周知の事実であり[1-5]、それ

を予防することが緊急支援の主な目的になる。

それは、自殺予防活動の視点から見ると、「青

少年の自殺予防活動の三次予防」としての意

義を持つ。「自殺で亡くなった人が一人いる

と、精神的に強いつながりが会った人が 低

５名は心に深い傷を負う」と言われるように、

自殺は決して亡くなった人だけの問題に止ま

らない[1-5]。学校においても、関係の深かっ

た児童・生徒はもちろんのこと、教職員特に、

当該児童・生徒と関係が深かった担任や部活

動の顧問、養護教諭、などへの影響はきわめ

て大きい。 
 東京都教育相談支援センターでは、主に自

殺が発生した場合を想定した緊急支援マニュ

アル「命にかかわる事故後の心のケア」を作

成した[6]。それは、自殺は、なんとしてでも

止めたい思いがあったからである。本研究で

は、このマニュアルを要約し、学校における

自殺発生時の緊急支援体制を各地域で整備る

際の要点を示すことを、目的とする。 

 

Ｃ－４－２．東京都教育相談センターの緊急

支援の概要 

 東京都教育相談センターは都立の教育相談

機関であり、東京都教育委員会の所管する事

業所である。職員構成として、指導主事、心

理職（臨床心理士）、非常勤相談員、アドバイ

ザリー専門家・学生スタッフがおり、日常業

務としては、主に都民への相談事業（電話相

談、来所相談）、学校への支援事業（児童・生

徒の問題行動に関する教職員に対してコンサ

ルテーション、学校教育相談関係の研修会，

緊急支援等）、区市町村連携事業を行っている。

センターの直属の学校は都立高等学校、都立

養護学校であるが、東京都には２３区２６市

５町１村の自治体があり、義務教育は各自治

体の教育委員会が管轄している。学校におけ

る事件・事故への緊急支援は、当該の教育委

員会及び小・中・高校の学校からの要請から

始まる。 

 東京都教育相談センター行う緊急支援は初

期対応として一週間を目処に行う。一週間を

経ると、多くの児童・生徒が回復し、学校が

日常性を取り戻して行くという実践経験から

である。その緊急支援は、１）支援要請を受

理した直後、２）支援開始後一週間以内の時

期、３）支援開始後一週間経過した時期（初

期対応終了時）、４）支援開始後数週間経過及

びそれ以降の時期 と四期に分けて活動を行

う（表４－１）。 

１）支援要請受理直後   

（１）緊急支援チームの学校への派遣 

 関係教育委員会・学校から緊急支援の要請

があった直後、センターでは早急に指導主事

と心理職から構成された緊急支援チームが、

その時点での情報を元に、事件・事故の種類、

発生日から要請日までの時間経過の中で行わ

れた学校の対応等について整理し、早急に学

校へ赴く。 
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表４－１ 各期における主な活動 
 

 ①支援要請受理直後 ②一週間以内 ③初期終了時点 ④ それ以降 

○緊急支援チームの学校への派遣 

○学校の危機対応チームと情報の 

共有化と協議（危機機状況の見立て）   の実施 
○周知に関するものの協議 
○配慮を要する児童・生徒の把握、 
○心のケアプログラムの提示と 

 スケジュールの検討 
○教職員への心理教育的助言 
○必要な人材の確保 

 ○児童・生徒への支援 
   ・心のケアのプログラム 

 
 ○ 教職員への支援 
   ・個人カウンセリング 
 
 ○保護者への支援 
   ・個人カウンセリング 

○校内全体に対する 
 状況の確認 
 ○特に配慮の必要な 
 児童・生徒の確認と

 今後の継続の必要性

○配慮の必要な教職員

 の把握と対応 
○配慮の必要な保護者

 の把握と対応 

○１．３．６ヶ月、 
１年後のフォロー 
アップ 
 
○保護者及び教職 
員への講演会、研 
修会等の協力 
 
○中・長期対応 

 
 

（２）学校の危機対応チームと情報の共有化

と協議 

 学校での危機対応チーム（概ね校長・副校

長（教頭）、主幹、当該学年主任、養護教諭、

スクールカウンセラー、教育相談担当係等、

あまり多くても機動力が発揮出来ず、少な過

ぎても共有化しにくい）から事件・事故につ

いての状況・経緯、発生後の学校の対応の経

過（教職員、児童・生徒、保護者への周知の

有無）、周知がされているとすればその時の反

応、遺族への対応の確認等を聞き、情報の共

有化と整理を行う。これは、緊急支援の段取

りを決める協議・検討会となる。 

（３）周知に関する協議 

 児童・生徒、保護者に対して、どのように

周知するかを協議する。どのような事件・事

故であっても、周知の内容について、遺族に

事前に確認をとっておく必要がある。自殺の

場合、遺族の方は自殺を伏せて欲しいとの意

向が強く、これはもっとも尊重されるべきこ

とである。また、死の詳細や具体的方法につ

いては、言及を避ける。周知の仕方について、

児童・生徒に対しては、全校集会、学年集会、

各学級での周知があるが、児童・生徒の反応

（泣き崩れる者、気分が悪くなる者等）を想

定して、即応出来る態勢をとっておく。保護

者に対しては通知文の内容・配布の仕方、及

び緊急保護者会の開催についてその内容や進

め方を検討しておく。 

（４）配慮を要する児童・生徒の把握 

 児童・生徒が事件・事故を知った後の、児

童・生徒の反応についてである、特に自殺の

場合は、後追い自殺の危険性をはらんでいる。

高橋[3]は「当該の児童・生徒と関係が少ない

児童・生徒でも、知った次の日から休み始め

たり、悩みを抱えていたり、家族などの近親

者に死を経験したりしている場合には、配慮

が必要である。このような“サポートを必要

とする児童・生徒”として、自分自身に対し

て元々自殺希求の高い児童・生徒、心の病を

抱えている生徒、これまでに自殺を図ったこ

とがある生徒、事故の知らせを受け、激しく

動揺をきたした生徒、自殺が起きたことに責

任があると思われている生徒などがあげられ

る」と述べている。 

 そのためにも、児童・生徒の把握は早急に

必要とされる。以下の児童・生徒の状況の把

握をする。 
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ア）関係が深かった児童・生徒：当該児童・

生徒と関係が深く も衝撃を受けやすい者。 

イ）元々悩みを抱えている児童・生徒：リス

トカット等や不登校で養護教諭やスクールカ

ウンセラーや相談に来ており、衝撃を受けや

すい者。 

ウ）反応が激しく出ている児童・生徒；周知

後、すでに体調不良を訴え、教室にいられな

い状況の者など。 

（５）「心のケアのプログラム」の提示とスケ

ジュールの検討 

 上記の情報及び学校の危機状況の見立てを

元に、児童・生徒の「心のケアのプログラ ム」

を提示し、検討を図り、その実施について協

議する。決定した内容にともなって、スケジ

ュールをたてる。 

（６）全教職員への心理教育的助言 

 事件・事故後には、児童・生徒に身体面、

感情面、認知面、行動面に様々な反応が出る

こと、それは保護者、教職員にも同様な反応

は見られること。それは正常な反応であり、

大半は回復してくるが、その回復過程に個人

差があること等を説明する。 

 児童・生徒に対して「心のケアのプログラ

ム」を実施についての説明を行う。 

 うわさや、流言をふせぐ意味でも、児童・

生徒や保護者からの質問には、一致した答え

方が必要であることなどの助言をする。 

 この会の中で、教職員の不安を十分受け止

め、希望者には、カウンセリング的対応が出

来ることを伝える。 

（７）必要な人材の確保 

 児童・生徒の「心のケアのプログラム」を

実施するために必要な人材を、確保する。 

 事件・事故の影響度を予測して（学校の規

模つまり児童・生徒数や学級数にもよるが）、

必要な人材として、心理職（臨床心理士）が

「心のケアのプログラム」の中の、「心と身体

の健康調査」の結果確認作業、「特に配慮を要

する児童・生徒のカウンセリング」及び「教

職員のカウンセリング」「保護者のカウンセ

リング」を行うするための人数を算出し、確

保する。 

 

２）支援開始一週間以内 

（１）児童・生徒への「心のケアのプログラ

ム」の実施 

 「心のケアのプログラム」は、図４－１の

流れに沿って、Ａ～Ｄの順に実施する。Ａ～

Ｃは主に教職員が行う。Ｃ「全員の個人面接」

に関しては当該児童・生徒の担任や関係が深

かった教職員の動揺が激しい場合は、他の教

職員が代わって行うか、心理職が行う場合も

ある。Ａ～Ｃから、「特に配慮を要する児童・

生徒」を抽出し、心理職によるカウンセリン

グを行う。その結果、ケアの方針を立て、必

要があれば、相談機関、医療機関に繋げる。 

 しかし、事件・事故が発生した時期が、長

期の休暇中、入試期間中などにより、事件・

事故の一斉周知がなされない状況の時、また

自殺が発生し、関係が深かった児童・生徒に

反応が激しく出ている場合には、Ａから直接

Ｄを行うことがある。 

（２）教職員への支援 

 当該の児童・生徒の担任や部活の顧問等関

係が深かった教職員に対して、或いは希  

望する教職員に対して心理職がカウンセリン

グを行う。 

（３）保護者への支援 

 希望する保護者に対して、心理職がカウン

セリングを行う。カウンセリングを行ってい

る中で、学校への疑問や不信感などが語られ

る場合、それを丁寧に受け止め、保護者の了

解の元に、学校の課題として取り上げ、学校

と保護者を繋げる。 
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Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
 

  児童・生徒 
の状況の把握 

  心と身体 
の健康調査 

  全員 
 個人面接 

  特に配慮が必要 
 な児童・生徒の 
 カウンセリング 

 
 
 
 
実施者  主に教職員   心理職 

 

Ａ）児童・生徒の状況把握と整理：前掲の「配慮を要する児童・生徒」（関係の深かった者、元々悩

みや症状をもっている者、激しい反応が出ている者）の状況把握と整理をする。 

Ｂ）「心と身体の健康調査」：各児童・生徒に健康調査を実施する。その調査結果を心理職が検査集

計する。「はい」の多さだけでなく、自由記述覧の内容、筆圧を考慮に入れる。そのことを個人面接

を行う面接者に伝える。 

Ｃ）全員の個人面接：「心と身体の健康調査」を下に、当該学年の全員の児童・生徒に教職員による

１０分程度の面接を行う。目的は、多くの児童・生徒の衝撃をやわらげ、教職員との絆を強めると

共に、特に配慮が必要な児童・生徒を抽出するためである。 

Ｄ）特に配慮を要する児童・生徒への個人カウンセリング：心理職によるカウンセリングを行う。 

 

図４－１ 「心のケアのプログラム」の基本的な流れ 

 
 
 
３）支援開始一週間後（初期終了時点） （２）特に配慮の必要な児童・生徒の確認 

 センターの緊急支援は、概ね一週間で終了

する。終了にあたって、以下の事項を確認す

る必要がある。 

 特に配慮の必要な児童・生徒に対して、カ

ウンセリングが継続的に必要か否かの判断を

する。必要な場合、学校内のスクールカウン

セラーへの引継か、地域の相談機関或いは、

医療機関等への紹介・連携を行う。学校が日

頃、連携している相談機関、保健所、医療機

関以外に、必要な場合を想定し、広域に渡っ

ても、各機関の情報を学校に伝えると共に、

各機関に繋ぐ役割をする。 

（１）児童・生徒全体の状況の確認  

 緊急支援を終えるに当たって全児童・生徒

の様子を全教職員で把握する。特に、当該ク

ラスの担任、スクールカウンセラー、養護教

諭、当該部活動の顧問等は、授業の参加状況

や子どもの人間関係の変化、、部活動への参加

状況、保健室の利用の仕方の変化を把握し、

共通理解を図る。児童・生徒の中には、事故

直後から、一週間くらいのまでの間、目立っ

た反応がないように見えても、新たに様々な

症状を示す場合があるので、注意深く観察す

ることが必要であることを伝える。 

（３）配慮を要する教職員の確認 

 教職員の中には、自責の念や無力感が続き、

みずからの生き方自体も揺さぶられてしまう

人もいる。このような場合、本人の意向に添

いながら、外部の相談機関の紹介を する必

要になってくる。
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４）それ以降のフォローアップ  特に、自殺という事態では、各人にもたらさ

れる衝撃が激しく、「自殺に至るサインがなかっ

たのか、？」「教職員はなぜ止められなかったの

か？」等、保護者からの原因追及や、学校批判

の声があがる。どのような原因や経緯の自殺で

あれ、教職員自身の自責の念は著しい。また、

学校の危機的状況はマスコミの関与、警察の関

与によってさらに拡大する。特に「いじめが絡

んでいるのではないか？」との疑念がある場合

などは、学校の混乱度が大きくなりやすい。そ

こで、緊急支援を行う側は、その様な事態を見

立て、二次的被害が起こらないように配慮する

必要がある。 

（１）１ヶ月、３ヶ月、６ヶ月後の児童・生徒、

教職員の状況把握 

 緊急支援の初期対応終了後、１ヶ月、３ヶ月、

６ヶ月後に、学校の様子、児童・生徒・保護者・

教職員の様子を確認する。その状況によって、

（例えば、後追い自殺の兆候が見られるなど）

学校から要請があれば、中・長期プログラムを

組むことになる。 

（２）教職員・保護者対象の研修会の実施の協

力 

 学校から要請があれば、自殺予防の観点から、

「子どものサインの見つけ方、かかわり方」「児

童・生徒の理解と対応」等の研修会を行う。 ２）緊急支援はあくまで、学校の危機状況に対

しての後方支援である  

Ｃ－４－３．緊急支援の課題  危機対応の主体はあくまで学校である。児

童・生徒への支援として「心のケアプログラム」

を提示するが、これを選択し、取り組む主体は

学校である。緊急支援に入る側の必要感と、学

校側の受け入れ感との間の差を受け止めつつ、

ある時は積極的にプログラムを勧め、ある時は

学校状況に合わせるという柔軟性が緊急支援者

には求められる。緊急支援者側に危惧が残るな

らば、継続して学校状況をとらえ、中・長期の

支援を視野に入れていくことが必要である。特

に、自殺が起こる場合の緊急支援では、後追い

の自殺の危険性を訴えると共に、いかに学校側

の不安を受け止め、に安心感が与えられるかと

いう点である。が も重要である。 

 ここでは、東京都教育相談センターが自殺発

生時の緊急支援を行った実践から、特に重要と

考えられる点を記す（表４－２）。 

 

表４－２ 学校への緊急支援システムの要点 

----------------------------------------------- 

・主体は学校、緊急支援はあくまで後方支援 

・児童生徒と教職員の絆を深める 

・自殺以外の学校危機にも共通のシステム 

・学校の危機状況の見立てを迅速に 

・稀にしか発動されないのでマニュアル・様式を整備 

・緊急支援側と学校の双方に日頃の研修が重要 

・必要性を社会に啓発する 

----------------------------------------------- 

 

１）学校の危機状況を見立てる。 
３）児童・生徒と教職員の絆を深めることが、

学校の安定と自殺予防につながる 
 事件・事故が起こったことにより、児童・生

徒、保護者、教職員の各個人は、その衝撃から

精神的混乱に陥り、身体面・心理面、行動面に

急性のストレス反応がおきる。この状態では、

学校や地域で、うわさや流言が飛び交い、情報

の混乱が起こり、本来可能であったの問題解決

システムが機能不全を起こしてしまう。このよ

うに、個人の精神的混乱と、学校という組織全

体の機能的混乱が重層的に生じる事態が、学校

の危機状況である。 

 自殺という衝撃的な事故に、児童・生徒・保

護者、教職員が情緒的混乱を起こす中で、緊急

支援者側は早期に教職員のケアを行う必要があ

る。この支援を受けつつ、教職員が児童・生徒

の状況把握のために、全員面接を行うことによ

り、いままで気づかなかった児童・生徒の様子

を知り、児童・生徒との絆を作ることになる。

そのことが、学校全体の安定につながり、かつ

子どもの悩みや困難な状況のサインを見つけだ
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し、後追い自殺の兆候に気づくなどの予防につ

ながる。校外からの緊急支援者である心理職ら

は、特に配慮を要する児童・生徒にはカウンセ

リングを中心としたケアを行っていくものの、

緊急支援の中心的な意義は“教職員の力を回復

させ、教職員と児童・生徒の絆を深められるよ

うに支援すること”である。 

 

Ｃ－４－４．緊急支援の動向と今後の在り方 

 学校で自殺が発生した場合のその後の対応に

ついては、早くから橋本[8]らがその要点を整理

して論じてきた。これを、学校内における問題

に限定することなく、“災害、事件・事故後の校

外からの緊急支援”という形でシステム化する

試みが、近年ようやく始まってきたということ

になる。このような取り組みは他県でも相次い

でいるので、 後に、そのいくつかと東京都の

システムとの比較を試みる。 

 福岡県の場合は、文部科学省のスクールカウ

ンセラー事業のスクールカウンセラー推薦母体

である福岡県臨床心理士会が「学校緊急支援活

動」を組織的事業として位置づけ、福岡県教育

委員会義務教育課管轄の６教育事務所と２つの

政令都市の市教育委員会とからの要請依頼・連

携により、活動を行っている[7]。緊急支援活動

のシステマティックな体系が整っており、日本

の中では、先導的な活動を行っている県である。  

 山口県の場合は、行政（県）が中心的に関わ

って、システムを整備している。精神保健福祉

センターが司令部機能を担い、教育委員会とは

独立した外部チームで、様々な職種から募集を

し、医師、臨床心理士、精神保健福祉士、保健

師、看護師等の多職種チームからなる。専門職

ボランテアでＣＲＴ（クライシス・レスポンス・

チーム）を立ち上げ、精神保健福祉センターが

関与し、県が「学校メンタルサポート事業」と

して事業化した構造である。 

 東京都の場合には、日常的に学校への支援を

行っている教育相談機関が、都及び各自治体に

存在し、東京都教育相談センターが区市町村立

教育相談機関との連携事業を長年行っているこ

とが素地になって、展開している。 

 また、 近では、各自治体独自に 緊急支援を

行っている区市町村もでてきている。こうした

地域未着型の緊急支援では、職員が日頃から学

校と連携しており、その後の継続的観察がし易

いところに、特徴があるように思われる。 
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Ｃ－５．大学におけるメンタルヘルス教育と自殺

防止教育の現状 
（分担者：早川東作、中野良吾、元永拓郎、佐

久間祐子、影山隆之） 
 
Ｃ－５－１．目的 
全国大学メンタルヘルス研究会精神保健教育

班では平成 16 年度に、国立大学保健施設にお

ける正課授業の開設状況と大学精神保健教育活

動の現況を把握するための質問紙調査を実施し

た[1]。そこで、この調査と共同実施する形で、

各大学で行われている自殺予防教育について現

状を把握するための調査を行った。 
 
Ｃ－５－２．対象と方法 
 全国の国立大学法人 87 校の保健施設（保健

管理センター等）に質問紙を郵送し、ファック
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スで回収した。調査期間は2005年11月2日～

14 日である。 終的には 62 施設（回収率

71.3％）から回答を得たが、ここでは期間内に

回答を得られた 60 施設についての集計結果を

報告する。 
 調査内容は以下の通りである。 
１）大学名、施設名、大学の規模（学生数） 
２）正課授業を主催する「開設権」の有無 
３）施設教員の精神保健教育担当の有無 
４）授業の対象学年・学部、および自殺予防に

関する内容の有無、具体的なテーマ、内容 
５）学生対象に正課外の自殺予防関連セミナー

等を実施したか、具体的なテーマ、内容 
６）教職員対象に学生の自殺予防関連セミナー

等を実施したか、具体的なテーマ、内容 
７）意見・今後の予定など（法人化の影響など） 
本報告ではこのうち４）～７）を中心に扱う。 
 
Ｃ－５－３．結果 
 大学の規模は、大規模校（6,000 人以上）30
校、中小規模校（6,000人未満）30校であった。 
正課授業として精神保健関連の授業を行ってい

る大学は 43 校（72%）、行っていないのは 17
校（28%）であった。大学の規模別でみると、

大規模校では授業あり77%、中小規模校では授

業あり 67%であった。対象学年は 1 年生（52
校、86%）が も多かった（図4）。全学部を対

象としている大学は68%であり、大規模校では

87%、中小規模校では44%であった。 
 次に、自殺予防教育の実施状況についてみる。

正課授業で精神保健教育を実施した 43 校のう

ち、自殺予防についても扱った大学は 23 校

（54%）であり、大規模校では67%、中小規模

校では 37%であった（図５－１）。正課授業で

自殺予防教育を行ったと回答した施設のうち、

その内容について記載のあった 21 施設の回答

を表５－１に要約する。 
 正課外に、学生対象のセミナー等で自殺予防

について扱った大学は 15 校（25%）であり、

大規模校では20%、中小規模校では30%であっ

た（図５－２）。正課授業であると否とを問わず、

何らかの自殺予防教育を実施した大学は、60校

（43%）であった。正課外で自殺予防教育を行

ったと回答した施設のうち、その内容について

記載のあった 15 施設の回答を表５－２に要約

する。 
 

36.8

68.2

53.7

57.9

27.3

41.5

5.3

4.5

4.9

0% 50% 100%

6000人未満

6000人以上

全体

はい いいえ わからない
 

        図５－１ 正課授業で自殺予防を扱った大学の割合 
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表５－１ 正課授業における自殺予防教育の内容 
----------------------------------------------------------------------------------------- 
「メンタルヘルス概論」（信州大）うつ病、死にたいと相談された時の対応 

自殺の現状、危険因子（茨城大） 

精神科医による心の病気の対処法（岡山大） 

文化とこころの病（和歌山大）、 

「精神保健学」（埼玉大） 

悩んでいる友人の専門機関へのつなぎ方（広島大） 

「精神保健Ⅰ」（福島大）自殺全般、学生の自殺予防 

各病態における自殺について（鹿児島大） 

「衛生・公衆衛生学」の一部として（鳴門教育大） 

自殺の心理、群発自殺等（岩手大） 

自傷行為・自殺企図についての対応（新潟大） 

「心の健康」（長崎大） 

学生時代の心理的問題への対処（熊本大） 

自我同一性、青年期混乱で生きる意欲を失うことがある（福井大） 

「臨床精神医学入門」（愛媛大） 

自殺の一次、二次、三次予防（北大）北大の自殺統計 

希死念慮を抱く人への対応、うつ病、抑うつ状態について（農工大、東工大）、 

抑うつ、うつ病の中で少し自殺に触れた（香川大） 

生老病死（山口大） 

自殺者数の推移、その原因について考えさせる（豊橋技術科学大）、 

学生のメンタルヘルス（佐賀大） 

自殺予防（保健科学論、京都教育大） 

----------------------------------------------------------------------------------------- 
 

30.0

20.0

25.0

60.0

70.0

65.0

10.0

10.0

10.0
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6000人以上

全体

はい いいえ わからない
 

   図５－２ 正課授業外で学生対象の自殺予防教育を実施した大学の割合 
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表５－２ 正課授業外における自殺予防教育の内容 
--------------------------------------------------------------------------------------------------- 
キャンパスライフと心の健康（新入生健康ガイダンス、千葉大） 

うつと付き合うために（鳴門教育大） 

心の健康セミナー（新潟大） 

保健管理センターガイダンス（静岡大） 

体育会リーダーズセミナー講演（大分大） 

クラブ幹部向けリーダーズトレーニングセミナー（滋賀大） 

心の健康講演会（北大） 

新入生オリエンテーション（鹿屋体育大） 

今改めて自殺を考える（特別講演、但し15年度、豊橋技術科学大） 

基礎ゼミでの特別講演（農工大） 

キャンパスでの自殺予防対策について（保健管理センター健康講座、愛知教育大） 

映画を活用した心の健康セミナー（山形大） 

学生のメンタルヘルスについて（奈良女子大） 

フレッシュマンセミナー、自殺予防のホームページ（佐賀大） 

新入生向けメンタルヘルス講演（滋賀大） 

--------------------------------------------------------------------------------------------------- 

41.9

11.8

20.0

46.7

33.3

53.5

82.4

73.3

50.0

61.7

4.7

5.9

6.7

3.3

5.0

0% 50% 100%

授業あり

授業なし

6000人未満

6000人以上

全体

はい いいえ わからない
 

 
図５－３ 教職員対象に学生の自殺予防のためのセミナー等を実施した大学の割合 
     （大学規模別、精神保健の正課授業の有無別） 
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表５－３ 教職員対象の自殺予防セミナー等の内容 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
青少年の自殺の特徴とその予防－大学生の自殺事例の分析を通して－（メンタルヘルス講演会、信州大） 

教職員のメンタルヘルス講演会（茨城大） 

メンタルヘルス準備委員会（岡山大） 

学生相談研修会（千葉大） 

初任者研修ほか（筑波大） 

大学生のメンタルヘルスと授業への取り組み方（工学部ＦＤ、埼玉大） 

学生支援研修会（福岡教育大） 

メンタルヘルスシンポジウム、チューター勉強会、学生生活担当教職員研修会（広島大） 

スタッフデベロップメント（保健管理センター主催、新潟大） 

学生相談の現状（教育向けＦＤ研修会、福井大） 

三重大学メンタルヘルスセミナー（三重大） 

うつ病への気づきと対処－早期発見・早期対処、自殺の防止－（長崎大学メンタルヘルス講演会、長崎大） 

｢心の健康」講演会（北海道大） 

学生相談のための研修会（東京農工大） 

教職員のメンタルヘルス（山口大） 

メンタルヘルスに関する講演会（鹿屋体育大） 

キャンパスでの自殺予防対策について（保健管理センター健康講座、愛知教育大） 

教職員のためのメンタルヘルス講演で学生の話題、自殺予防書を出版（佐賀大） 

公開講座（京都教育大）。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
表５－４ 精神保健教育に関する意見と今後の予定 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
メンタルヘルス対応要請の増加により精神保健教育は一層必要となり極めて重要。精神保健授業が増加の予定。 

教養教育における位置づけの再検討、基礎教育としての重要性。 

学生が自殺した学部でpostventionとして教授会及び保護者会で講演した。 

自殺を主要テーマにすることは扱いが難しい（1校）。 

精神科産業医としての義務。産業精神保健としての展開。 

保健施設と教育臨床部門が統合された。正課授業としてメンタルヘルス講義を大学から要請された。 

カリキュラムの硬直化で教育しにくい、という意見も。 

日々の相談業務多忙につき学生教育に手がまわらない。 

研修システムの改変により精神医学講座の協力を得にくくなった（医学部のある大学）。 

心理士の常勤化を要請。 

今後の内容～新入生対象のメンタルヘルス講演会の実施、ミニレクチャー等による学生との交流、 

      サイコエデュケーションプログラム、死のとらえかた、など。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 学生の自殺予防に関して教職員対象の講演・

研修会等を実施した大学は 20 校（33%）であ

り、大規模校では 47%、中小規模校では 20%
であった。またこれを精神保健関連の正課授業

の有無別でみると、授業ありの大学では、42%、

授業なしの大学では12%であった（図５－３）。

この種の研修を実施したと回答した施設のうち、

その内容について記載のあった 19 施設の回答

を表５－３に要約する。いわゆる Faculty 
Development (FD)の一環として実施している

ところが多いことが示唆される。 

 回答施設から寄せられた精神保健教育に関す

る自由意見のうち、自殺予防に関連するものを。

表５－４に紹介する。 
 
Ｃ－５－４．考察 
 何らかの形で学生への自殺予防教育を行って

いる大学は 4 割を超えることが確かめられた。

ただし、「わからない」という回答の中にも間接

的な予防教育が含まれている可能性はあるし、

医学・看護学等の専門教育は除外しての回答で

あるので、この数字は過小評価になっている可
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能性がある。大学保健施設による自殺予防教育

は、予想以上に活発に実施されていたと言える。 
 このうち正課授業として自殺予防教育を実施

していたのは大規模大学に多く（図５－１）、中

小規模大学ではむしろ正課授業外に実施してい

るところが多かった（図５－２）ということは

興味深い。この背景として、大規模大学では中

小規模大学に比べ正課授業において精神保健関

連授業を実施しているところが多く[1]、その中

で自殺予防についても扱っていることが考えら

れる。これに対して中小規模大学では、学生数

が少なく、正課授業外の機会を機動的に持つこ

とが比較的容易なのかもしれない。 
 正課外教育の内容や機会を見ると（表５－２）、

新入生ガイダンスの機会を活用したり、クラブ

幹部などをピアサポート資源として活用したり

と、各大学独自の自殺予防教育が行われている

ことは興味深い。正課授業の中に自殺予防を位

置づけることが難しい（表５－４）という意見

に対する、一つの答えということができよう。 
 しかし他方、増大する相談ニーズと安全衛生

管理との兼ね合いに苦慮する施設も認められた。

これは各保健施設が抱く共通の悩みと思われる。

有効な精神保健教育、自殺予防教育を実施して

いくためには、精神科産業医、学生相談カウン

セラー、環境・安全衛生担当医の良き連携と、

大学管理者による精神保健担当者への活動支援

が一層求められるところである。特に、保健管

理施設や学生相談室が孤軍奮闘するのでなく、

FD などの機会（表５－３）を通じて教職員全

体が学生の自殺予防（同時に教職員自身の自殺

予防）のため一丸となることが望ましい。しか

し、保健施設による正課教育としての精神保健

の授業がない大学や、中小規模大学では、教職

員向けの自殺予防研修の機会が少ないことも示

唆された（図５－３）。 

 学生向けの自殺予防教育にしても教職員向け

の研修にしても、その学内における位置づけ方

や、実際の進め方などに関するノウハウが、大

学間で共有されて発展することが、今後ますま

す必要である。かつて国立大学保健管理施設協

議会が教職員向けの大学メンタルヘルスガイド

ブックをまとめたように[2]、大学間の協働作業

が一層展開することを期待したい。 

 

Ｃ－５－５．まとめ 
 1)国立大学の保健施設の 4 割以上が、何らか

の形で学生の自殺予防のための教育を実施して

いた。 
 2)これらの自殺予防教育を、大規模大学では

正課授業の中で、小規模大学では正課授業外で

扱っている場合が多かった。正課外で扱う場合

には、新入生ガイダンスとして実施、ピアサポ

ート資源の開発、など大学毎の工夫がなされて

いた。 
 3)学生の自殺予防のための教職員向け研修を

FDなどとして行っている大学は1/3であった。

保健施設が精神保健の正課授業を実施していな

い大学や、中小規模大学では、教職員向けの研

修が普及していない傾向がみられた。 
 4)大学ごとの工夫を相互に共有する機会が広

がることが望まれる。 
 
Ｃ－５－６．文献 
[1] 早川東作、中野良吾、元永拓郎、佐久間祐子：法人

化後の保健施設等における教育活動の現況（精神保健教

育研究班報告 第６報）. 第27回全国大学メンタルヘル

ス研究会報告書（印刷中）. 
[2] 国立大学保健管理施設協議会学生のメンタルヘルス

に関する特別委員会（編）：大学におけるメンタルヘル

ス～教職員のためのガイドブック,1992. 
 
Ｃ－６．大学における自殺予防のための大学教

職員向けガイドブックが備えるべき要件や留意

点 
（分担者：佐藤純、影山隆之） 
 
Ｃ－６－１．目的 
大学における自殺予防において重要な役割を

担うのが、保健管理センターや学生相談室の活
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動である。各大学に設置された保健管理センタ

ーや学生相談室は、学生の自殺の問題に長く取

り組み、その予防のための活動を続けている。

それらの予防・啓発活動は多様であり、入学時

のスクリーニング（例えば、UPI）、心理教育活

動、グループ活動など多岐にわたる。そして近

年、特に学生相談室が中心となり、大学教職員

向けに学生対応のためのガイドブック（様々な

呼称があるが、本研究では総称して「学生対応

ガイドブック」と呼ぶ）を発行する動きが、複

数の大学でみられている。 
その背景には、大学全入時代を目前に控え、

ますます多様な学生が増加する中で、大学に適

応できない学生や、精神的に不安定な学生に対

して、どのように関わるべき方か戸惑う教職員

の側のニーズがある。その一方で、学生相談室

の側には、自殺予防を含めた学生支援のために

は、保健管理センターや学生相談室の医師・カ

ウンセラーによる精神医学的または心理学的ケ

アだけではなく、一般教職員による学生との日

常的な関わりや働きかけが重要であることにつ

いて、広く理解と協力を求めたいというニーズ

がある。こうした両者のニーズに基づいて作成

された学生対応ガイドブックは、いったいどの

ような特徴を有しているのであろうか。 
本研究では、各大学が発行している学生対応

ガイドブックの構成要素を調べ、特に自殺予防

という観点からガイドブックが備えるべき要件

について考察することを目的とした。 
 
Ｃ－６－２．研究方法 
 東京工業大学、筑波大学、追手門学院大学、

甲南大学、亜細亜大学、千葉大学の６校におい

て発行された学内教職員向け学生対応ガイドブ

ック[1-6]のレビューを行った。 
 
Ｃ－６－３．結果 
１）学生対応ガイドブックの構成要素 
（１）ガイドブックのサイズ 
 ガイドブックのサイズは、A5 版の大きさが

４冊、A4版が2冊であった。2003年以降に発

行された4冊は全てA5版であった。 
（２）頁数 
 平均では 65 頁(10～88 頁)であった。筑波大

学の「筑波大学ガイダンス・マニュアル（自殺

予防のために）」[6]（10頁）を除き、他のガイ

ドブックは50頁から90頁の範囲にあった。筑

波大学のガイドブックの頁数が少ないのは、自

殺予防に特化された内容で、必要 低限に情報

が絞られているためである。 
（３）内容 
a)自殺への実際的対応について 
 自殺をほのめかす学生への対応、または自殺

が起きてしまった際の対処について、より具体

的にその行動が示されているガイドブックは 5
冊であった。 
例えば、筑波大学のガイドブック[6]において

は、「死にたいという学生がいたら、どうしたら

よいですか」、「自殺しようとしている学生を見

つけた場合は、どうしたらよいですか」、「自殺

未遂者にはどのように接したらよいですか」、

「自殺者が出た時は、どのようにしたらよいで

すか」、というような自殺に関係する場面でどの

ように対応したらよいかを、具体的かつ簡潔に

紹介していた。 後の章では、自殺を防ぐため

に日常気をつけるべきこととして、クラス担任

が長期欠席・成績不振学生、復学した学生・留

年生、孤立傾向の学生、クラス代表学生と面談

することなど、教員の立場ごとの予防活動が挙

げられていた。筑波大学では、これらのテーマ

と関連深いスチューデント・アパシーについて

も、教職員向けの対応マニュアル[7]を作成して

いる。 
千葉大学のガイドブック[2]においては、第3

章「教職員の立場からの学生へのかかわり方」

の中で「自殺への対応」という一節が設けられ、

そこでいくつかの項目が示され、定期的に自殺

の危険性のある学生をスクリーニングし、該当

する学生がいた場合には連絡を取り、連絡が取

れない時には家族などから近況を聞き、必要で
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あればカウンセラーや専門医に紹介するよう家

族に勧めることなどが具体的に示されていた。

「死にたいと言う学生がいたら」という項では、

「学生自身の言葉に耳を傾ける」、「学生とつな

がりのある人を探す」、「援助機関の紹介」等の

具体的な行動とその意味が解説されていた。さ

らに、不幸にして自殺が起きてしまった場合に

ついても、それが生じた場所とで分けて（学内

か学外か）具体的な連絡手順が示されていた。 
 さらに、甲南大学のガイドブック[3]において

は、教職員のアンケートで提出された疑問に答

える形で、自殺をほのめかす電話を受けた場合

という、より実際的な場面を想定した対応方法

について説明されていた。 
b)学生への関わり方について 
 自殺や事件などのトラブルに関わった学生に

対する場合だけでない、一般学生との日常的な

関わり方について解説していたガイドブックは

5 冊であった。各ガイドブックにおいて も分

量が多い内容であった。 
 具体的には、学生に接する際の基本的心構え、

具体的な関わり方、専門家への紹介の方法につ

いて解説がなされていた。例えば、亜細亜大学

のガイドブック[1]では基本的な姿勢として、

「相手を尊重する」「相手の立場に立って分か

ろうとする」「『相手との信頼関係』を築く」「情

報に惑わされない」「表面だけで判断しない」

「『わからない感じ』に注目する」「話を『聴く』」

「『質問』より『確認』する」「ひとりで抱え込

まない」「秘密を守る」などが挙げられていた。

具体的な関わり方として、千葉大学のガイドブ

ック[2]では、クラス顧問、指導教員、事務職員

と3つの立場に分けて、それぞれの立場におけ

る関わり方を紹介している他、ハラスメントや

不登校の際の関わり方についても解説されてい

た。また、気になる学生がいた場合の関わり方

として、東京工業大学のガイドブック[5]におい

ては、教職員が医師やカウンセラーを勧める際

のポイントが具体的に解説されていた。「具体

的なひとこと」として、「しんどい時には、力に

なってくれる人に頼ってよいと思うよ」などの

セリフも状況に分けて例示されていた。 
c)自学の状況または特徴について 
 各大学の学生の実態や学生相談の利用件数や

相談内容などについて、統計データを用いて説

明していたガイドブックは3冊であった。 
 その中でも、東京工業大学のガイドブック[5]
においては、学生相談の利用状況とともに、自

学の自殺者の特徴をまとめた貴重なデータを示

し、その傾向と対策を提案していた。 
d)現代の大学生について 
 現代の大学生気質について心理学的または社

会学的な視点から紹介していたガイドブックは

3冊であった。 
 東京工業大学のガイドブック[5]においては、

現代の若者について、「のび太症候群」と「ソフ

ト欠乏症」、「超のび太症候群」と「空虚な自己」、

「自己確認型非行」といった著者が考案した概

念を用い、一般の教職員が読んでも理解しやす

い形で現代の青年像について解説がなされてい

た。一方、千葉大学のガイドブック[2]において

は、学生生活サイクル[8]を踏まえた大学生活の

それぞれの段階における発達課題と、その際に

表れることの多い問題と対処について紹介され

ていた。  
e)精神医学的知識の簡単な紹介 
 大学生が罹患することが比較的多い精神疾患

について、簡単に解説してあったガイドブック

は3冊であった。 
 そこで解説されていた精神疾患は、うつ病、

統合失調症、対人恐怖症、強迫神経症、摂食障

害、パニック障害、解離性障害、薬物依存、発

達障害、性同一性障害、等であった。 
f)学生相談室の紹介 
 教職員が学生相談室の活動を理解できるよう、

その活動内容や実践状況を紹介していたガイド

ブックは5冊であった。 
 紹介されている内容は、学生相談室の活動内

容、利用方法、カウンセリングについての説明、

電話番号、場所、開室時間、等であった。 
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g)各種相談機関連絡先 
 学内の各相談窓口（セクハラ相談、キャリア

相談、留学相談などを含む）や、学外の医療機

関、いのちの電話、警察、消費者センターなど

の電話番号、URL 等を紹介していたガイドブ

ックは5冊であった。 
 その中でも、千葉大学のガイドブック[2]にお

いては、ほとんどの連絡先に URL が記載され

ていた。また、甲南大学のガイドブック[3]には、

外国語対応医療機関が記載されていた。 
h)学内連携図 
 学内の他の部局と連携の有様を図に示してい

たガイドブックは、4冊であった。 
 その中でも、追手門学院大学のガイドブック

[4]においては、「心理的緊急ケアシステム」と

いう緊急時の連携関係を図を用いて示し、その

流れと利用の仕方について詳しい説明が書かれ

ていた。 
 
Ｃ－６－４．考察 
１）ガイドブックのサイズと頁数 
 本研究で取り上げたガイドブックにおいては、

新しく発行された4冊全てがA5版のサイズで、

100 頁以内の量であったことから、情報量をあ

る程度抑えて内容をコンパクトにまとめ、一般

教職員が日常的に手に取りやすいように工夫さ

れていたと考えられる。 
２）ガイドブックの内容について 
（１）自殺への実際的対応について 
 学生の自殺問題に関して具体的にその対応が

示されていたガイドブックは 5 冊であったが、

より一般的な形での自殺をほのめかす学生に対

する関わり方の説明を含めると、今回取り上げ

た全てのガイドブックにおいて自殺の問題への

対応について触れられていた。 
 しかしながら、対応方法の説明の内容や具体

度には大学によって差が見られた。大きく自殺

への対応といっても自殺の問題には様々な局面

があり、大学ごとの違いは自殺問題のどの局面

を想定しているかによって生じたのではないか

と考えられる。自殺に関する問題の対応を以下

のように分類した。 
 
a)自殺の危険因子を有する学生への対応（スク

リーニング） 
b)自殺念慮のある学生への対応 
c)自殺しようとしている学生への対応（危機介

入） 
d)自殺を発見した場合の対応（救命、連絡） 
e)自殺が生じた後の関係者への対応 
 
 上記の局面はいずれも重要であるが、一般教

職員が可能な日常的な自殺予防活動を考えるな

らば、a)とb)についての情報提供を十分に行う

必要があるが、a)のスクリーニングに関する記

述は相対的に少ない傾向にあるように思われる。

また、e)についてもPTSDや群発自殺への対処

として非常に重要なものとなるが、これについ

ても記述は少ない傾向がある。これらの問題に

ついて も解説が多かったのが、千葉大学のガ

イドブック[2]であり参考になる。 
（２）学生への関わり方について 
 ほとんどのガイドブックにおいて も頁を多

く割かれていたのが、学生への関わり方に関す

る内容であった。どのガイドブックにおいても

「学生を尊重し、話をよく聴くこと」が基本的

な関わり方の姿勢として示されていたが、これ

は一般の教職員が日常的に行うことができる自

殺予防活動であるといえよう。1)の自殺への対

応との関連で考えるならば、ここで示された関

わり方は、日常的にスクリーニングを行ってい

るのと同様の機能があると考えることもできる。

自殺という選択肢が学生の中に浮上するほど緊

迫した状況になる前に、一般の教職員が関われ

ることが も望ましい自殺予防活動であると思

われる。 
（３）自学の状況または特徴について 
 半数のガイドブックにおいて、自学の学生の

実態や学生相談の利用状況などについて紹介が

なされていた。これらの情報を提供することは、
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一般教職員の意識を高める上で有効であると考

えられる。大学によって学生の気質が異なれば、

そこで生じる問題も変わり、教職員の対応方法

も変わってくるであろう。したがって、自学の

学生を教育・支援していくためには、彼らがど

のような意識を持って学生生活を送っているか

について理解しておくことが必要である。自学

の学生の抱えやすい心理的問題を知ることが、

有効な学生支援を行うためには必要であり、効

果的な自殺予防活動につながることが期待でき

る。 
（４）現代の大学生について 
 半数のガイドブックにおいて、一般的な大学

生の心性について心理学的または社会学的な紹

介がなされていた。教職員が対応している現代

の大学生についての理解をより深めることで、

学生支援の質を高めることが期待できる点は、

3)と同様である。現代の大学生に共通する価値

観や対人関係のあり方、あるいは彼らが置かれ

た社会的状況について理解することが、より質

の高い学生支援の下地になると考えられる。 
（５）精神医学的知識の簡単な紹介 
 半数のガイドブックにおいて、大学生が抱え

やすい主な精神疾患についての簡単な解説が記

載されており、こうした知識を一般の教職員の

方が知っておくことで早期発見、早期治療に結

びつく可能性が高まるであろう。しかしながら、

限られた紙面の中での簡潔な説明であるため、

誤った理解を生む危険性もあり、表現上の注意

が必要である。また、教職員が学生に精神疾患

の可能性を見出した際には、専門機関への勧め

方も慎重に行う必要があるため、東京工業大学

のガイドブック[5]のように、医師やカウンセラ

ーへの紹介についても解説がある方がよいと考

えられる。 
（６）相談機関に関する紹介と説明 
 ほとんどのガイドブックでは、学生相談室や

その他の学内相談機関、学外相談機関について

の紹介を行っていた。これらのガイドブックは、

一般の教職員と、学生相談室や保健管理センタ

ーを含めた各種相談機関とを繋ぐ役割を担って

いると考えられる。学生の問題、特に自殺に関

連する問題については、教職員、相談室、学生

課等、複数の立場、部局間の連携が大変重要で

ある。ガイドブックへの学内連携図の記載は、

それぞれの関係の理解を助け、連携を促進する

ものであろう。また、図の記載によって連携の

重要性を示すことで、教職員が学生の問題をひ

とりで抱えこんでしまう危険性を回避する機能

もあるように思われる。 
 
Ｃ－６－５．まとめ 
 本研究では、近年発行された教職員向け学生

対応ガイドブックをレビューし、その構成要素

について検討を行った。6 冊という少ないサン

プルではあったが、全てのガイドブックに共通

する要素と、それぞれの大学で異なる要素とが

あることが示された（表６－１）。 
 ほぼ全てのガイドブックに共通していたのは、

「自殺への実際的対応について」「学生への関

わり方について」「学生相談室の紹介」「各種相

談機関連絡先」等に関する内容の記載であった。

これらは、いずれも教職員からの質問やニーズ

が高い事項であり、学生対応ハンドブックにお

ける必須の内容であると言えるであろう。一方、

「自学の状況または特徴について」「現代の大

学生について」等については、記載されていな

いガイドブックもあった。「自学の状況または

特徴について」「現代の大学生について」につい

ては、大規模大学で記載されていることが多か

ったことから、学生数や学部数が多い大学であ

ると、自分の大学全体の状況や一般的な大学生

像を掴みにくいという状況があるのかもしれな

い。他方、小規模大学の場合、学生と教職員の

距離が近く、あらためて大学生の状況について

解説をすることが不要であるという側面や、そ

の大学に固有の学生気質が想定されるような場

合には、一般的な“現代大学生気質”を掲載す

ることがためらわれる、という側面もあるのか

もしれない。 
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 上記のように、ガイドブックの作成に際して

自学の状況にあわせて記載する情報を取捨選択

することは重要であると思われる。それぞれの

大学で必要とされている情報や、学内外で得ら

れる援助資源は異なるからである。自殺問題へ

の対応について考えるならば、ある大学で有効

な対応システムが、別の大学で有効に機能する

とは限らないであろう。このようなガイドブッ

クを作成することは、学内の緊急対応システム

や学外相談機関との連携について再検討する好

機でもある。それぞれの大学において求められ

ていることは何かを念頭においた、「○○大学

の」教職員向け学生対応ガイドブックであるこ

とが重要であると考えられる。そのためには甲

南大学のようにアンケートを基に作成すること

も有効であるように思われる[3]。 
 
表６－１ 自殺予防のための学生対応 
     ガイドブックが備えるべき要件 
------------------------------------------------- 

☆多くの大学で共通に備えるべき内容 

・ハイリスク学生への実際的対応 

・自殺発生時の実際的対応 

・一般学生との日常の関わり方 

・学生相談体制の紹介 

・学内外の各種相談機関等の連絡先一覧 

☆大学毎に検討すべき内容 

・自学の状況や特徴 

・現代大学生の気質 

☆作成後の留意点 

・配布時の教職員研修 

・教職員のコンサルテーション活動 

・継続的な改訂とアンケート調査 

------------------------------------------------- 

 
 また、本研究から明らかにならなかったこと

として、こうしたガイドブックの配布・活用の

方法も、留意すべき重要な点であると考えられ

る。教職員に対して一斉に機械的に配布される

だけでは有効に機能しないであろう。ガイドブ

ックの発行は、冊子の完成にとどまらず、一般

教職員によってそれが十分に活用されることで、

はじめてその目的が達成されたと言える。した

がって、ガイドブック完成後に、その活用を促

進するための活動をすることこそが も重要な

のではないかと思われる。そこで、ガイドブッ

ク活用に関する活動案を３点ほど述べてみたい。 
 第一に、ガイドブック配布時にその内容と活

用に関する講習を行うといった活動が考えられ

る。これは、 もシンプルな形での活用促進と

言える。ガイドブックを利用して一般の教職員

に学生対応の基本を学んでもらい、学生への関

わりの質を向上してもらうことは、近年各大学

で重視されて盛んに行われるようになってきて

いる FD（Faculty Development）の一環と捉

えることもできる。学生との関わりは、何か問

題が起こった時だけではなく、普段の授業や研

究指導、ガイダンス、事務手続き、など様々な

状況で生じることであり、その質を向上させる

ことは大学の教育力全体を向上させるのではな

いかと期待できる。 
 第二に、ガイドブックを活用している教職員

へのコンサルテーションを行う活動が考えられ

る。ガイドブックはあくまで学生対応のエッセ

ンスを抽出したものであり、それだけに頼るこ

とはできないし、その内容も絶対ではない。そ

れだけに、学生対応ガイドブックの内容だけで

は物足りないと感じたり、現実的にガイドブッ

クの内容だけでは対処しきれない状況におかれ

ていたりする教職員が出てくると思われる。そ

こで、コンサルテーションの機会を設けること

により、そうした教職員に対するサポートにな

ったり、問題意識を高めたりするのではないか

と考えられる。 
 第三に、学生対応ガイドブックの改訂と教職

員アンケートの実施が考えられる。本研究で取

り上げているようなガイドブックを作成すると、

教職員から何らかの反応が返ってくることが期

待できる。より具体的な対応に関する質問であ

ったり、そのガイドブックでは触れられていな

い問題であったりと様々であろうが、それらを
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受けて（必ずしもそれに回答するという意味で

はない）改訂を重ねていくことが、ガイドブッ

クをより活用してもらえるようにするためには

重要である。さらに積極的な方法としては、教

職員に対して学生対応に関するアンケートを実

施するという方法も考えられる。アンケートは、

ガイドブック作成前にも実施することができる。

いずれにしても、各大学における問題意識を拾

い上げ続けることによって、その大学独自の学

生対応ガイドブックに近づいていくのではない

かと考えられる。 
学生への対応はそれだけで労力のかかるもの

である。それが自殺のリスクが高い学生となれ

ば、関係する教職員に対するサポートが必要と

なってくる。これらガイドブックの目的は、教

職員に学生の対応を丸抱えさせることではなく、

学生を支援する教職員を援助することにある。

考察においても述べたが、学生対応ガイドブッ

クは、日頃学生に対応している教職員と学内（ま

たは学外）の各種相談機関とを繋ぐ役割を担う

ものであり、その繋がりを維持していくことが、

学生の自殺予防活動にも繋がるものと考えられ

る。 
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Ｃ－７．予備校における自殺予防活動の実態

についての事例検討 
（分担者：元永拓郎、影山隆之） 
 
Ｃ－７－１．目的 
 大手の大学受験予備校の一部では、学生のた

めに包括的なメンタルヘルスサービスを提供し

ている。これには大学におけるメンタルヘルス

システムと共通する要素ももちろん含まれてい

るが、システムの成立背景や整備過程には大学

と異なる点もある。したがって、その中で行わ

れている自殺予防活動について、大学に関する

考察とは別途の検討をしておくことは、本研究

課題のために有意義と考えられる。そこで、報

告者らがこれまで関わってきた一大手予備校の

メンタルヘルスサービスについて活動事例検討

を行い、そこでの自殺予防活動について考察し

て、青少年のための自殺予防活動の整備に資す

る留意点を検索することとした。 
 
Ｃ－７－２．事例検討 
 都内にある大学受験大手Ａ予備校は、1986
年よりメンタルヘルスサービスを展開している

[1]。そのサービスは、表７－１に示すように多

岐にわたっている。 
 
表７－１ Ａ予備校のメンタルヘルスサービス 
------------------------------------------------------------------ 
 １）個別カウンセリング 
 ２）心身健康チェックリストの実施 
 ３）学校職員（教務）とのミーティング・コンサルテ

ーション 
 ４）学生・保護者向け講演会 
 ５）寮生向け講演会 
６）緊急対応 

 ７）外部医療機関との連携 
------------------------------------------------------------------ 
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 このように、Ａ予備校でのメンタルヘルスサ

ービスは、単にカウンセリング室を予備校内に

開設したというにとどまらず、予備校職員と専

門家スタッフであるカウンセラー（精神科医や

臨床心理士でもある精神衛生士）が密に連携し

ながら、学校が主体となった包括的なメンタル

ヘルスサービスを構築したところに、その特徴

がある[2]。 
 これらの活動を展開する中で、自殺予防をど

のように意識し、どのような活動上の工夫を行

ったかについて、システムの成立過程に即しつ

つ、10の観点から整理した。 
１）自殺予防に関する基本的姿勢－包括的サー

ビスの展開－ 
 Ａ予備校における自殺予防に関する基本的姿

勢は、自殺予防のみを目的とした活動を単体で

行うのではなく、幅広い学生を対象としたメン

タルヘルスサービスを展開する中で、自殺予防

も重要な目標とするという姿勢である。 
 予備校という場は、基本的には大学合格を目

標として、多くのカリキュラムやサービスが整

備されている。そのような中で、自殺予防とい

う観点からのサービスは、根付きにくい。「寝た

子を起こすのではないか」「変に意識させるの

ではないか」といった現場職員からの危惧の念

も当初はあった。 
 しかし一方で、自殺されては大学合格もあり

えないわけだし、予備校のイメージ低下も避け

られない。そのような状況の中で、学校側とメ

ンタルヘルスの専門家との間で一致をみた方針

は、「大学受験生に広くみられ、受験勉強の支障

となる“情緒問題”への取り組みを活動の中心

にすえ、全在籍受験生を対象とするサービスを

展開する－その中に自殺予防の活動も織り込ん

でゆく。」というものであった。 
 そして、大学受験生に広くみられる情緒問題、

心身の疲労によって生じる集中困難を、仮に「受

験生症候群」と名づけ、その対応のためにカウ

ンセリング室の整備とそれ以外の種々の活動と

を展開することとした。そして、それらの活動

の中で、自殺予防の視点を常に意識していくと

いう形になった。 
２）全学生把握のための自記式チェックリスト 
 全学生を対象とするという活動方針の下、心

身の健康状態をチェックする自記式チェックリ

ストを、４月の前期開講時と９月の後期開講時

に実施することとなった。このチェックリスト

はＪＳＱと呼ばれ、身体面 13 項目、勉学面 6
項目、対人面9項目、情緒面12項目の、40項

目からなる。基本的には、受験生によくみられ

る訴えを整理して、簡単に記入できるものであ

る。ただし、年度によって柔軟に、若干の項目

の入れ替えを行っている。 
 このチェックリストの情緒面に、「死にたく

なることがある」の項目が含めてある。この項

目を加えるにあたって当初は、「刺激が強いの

ではずして欲しい」という意見が学校側から出

た。そのため、 初に実施した時はこの項目を

削除して実施した。しかし2年目からは、この

チェックリストの使用がスムーズにいき、また

有用であったという実績から、希死念慮に関す

る項目を入れるようになった。 
 このチェックリストは簡便なものであるが、

実施に関して一つの工夫をした。それは、この

チェックリストの使用目的を、「大学に合格す

るために予備校が指導する上で、貴重な参考資

料とする」としたことである。そのために、こ

のチェックリストでは、健康面を把握する項目

だけでなく、受験に対する意識、志望校、現在

の心境などを記入項目も設定されている。学生

はこれを予備校の担任に提出する。 
 予備校において各学生は、個々の受験教科に

関する指導を教科講師から受けると同時に、進

路選択や日常生活については主に担任から助言

指導を受ける。そこで、担任は各学生のチェッ

クリストを熟読して状況を把握した上で、学生

に有益な指導やサービスを提供するという体制

が作られた。 
 ちなみに「死にたくなることがある」という

項目のチェック率は、例年1.0％から2.0％前後

 107



である。この項目と、「よく吐くことがある」

「発作がおきることがある」「体臭が気になる」

「人から嫌がらせを受けている」を合わせた 5
項目を、担当者らは“要注意項目”と考えてい

る。そして、チェックした学生の健康面や心身

の状態について、担任が 1～2 週間以内に面談

を行うことにしている。また、他の項目にチェ

ックが多い学生や、自由記載に“気になる内容”

を書いていた学生なども、同様に面談の対象と

なる。 

 かつ、このようなリスク検討を、他の担任や

校舎長（校舎の責任者）も同席するミーティン

グにおいて行うことに意義がある（校舎長は、

学生の自殺や事故のリスク管理に関する、予備

校側の責任者である）。担任や校舎長にとってこ

の 64 回のミーティングは、学生指導全般につ

いてのみならず、自殺予防などのリスク管理に

ついても、事例を通して学ぶことのできる、研

修の機会となっている。 
 このミーティングはまた、個別事例に関する

検討だけでなく、メンタルヘルスシステム全体

の改善について話し合う場でもある。そして

も重要なことだが、このミーティングを通して、

学校職員とカウンセラーたちの相互理解と信頼

が培われている。 

 このように、新学期開始直後で学生の日常状

況が把握できていない段階においても、精神健

康に関するリスクの高い集団に対して、効率的

にアプローチできる体制が作られた。 
３）担任とカウンセラーとのミーティング 
 上記２）の面談の結果も踏まえ、各校舎の担

任集団と担当カウンセラーが定期的にミーティ

ングを開き、心配な学生に関する情報共有と対

応の検討を行っている。2005年度の場合、Ａ予

備校の14校舎において、前期2回、後期2回、

計64回のミーティングが実施された。 

４）自殺リスクに対する現場の楽観的姿勢への

対応 
 このミーティングの中では、希死念慮をチェ

ックした学生に担任が面談したところ、「あれ

は間違いでつけました」「友だちが冗談でつけ

たんです」「死にたくなることは誰でもあるん

ではないですか」などと言われた、という報告

がされることもある。その結果、「希死念慮をチ

ェックした学生がいても、心配ないから大丈夫

な場合が多い」という意見が、学校職員の間で

共有されそうになる場合がある。 

 このミーティングにおいて各担任は、チェッ

クリストで“要注意項目”にチェックした学生、

その他のチェックの多い学生、自由記載や日ご

ろの様子で心配な学生をピックアップして、リ

ストとして提出する。この際に担任は、「心配な

ので担任が相談したい」、「情報共有のためにリ

ストアップ」等という分類を付して、学生の状

況を示す。 

 このような場合にカウンセラーは、この種の

チェックを決して楽観してはならないことと、

「死にたくなることがある」の項目にチェック

したくなった心理的背景について、慎重に観察

を続けることを、強調するようにしている。 
 このようにしてカウンセラーは情報を担任と

共有するが、このミーティングでは、詳しい具

体的なアドバイスをするにはまだ学生の情報が

少なく、検討できる時間も短い。よって、この

ミーティングにおいては、 低限のリスク管理

のための話し合いをすることが主眼となる。つ

まり、自殺や何らかの事故に関するリスクの検

討と、そのリスクをより正確に判断するためは

どのような追加情報を収集する必があるか、保

護者に連絡する必要があるのか、などの検討が

重要となる。 

 日常において多くの学生と接する担任の意識

として、「死」や「自傷」といった重いテーマか

らなるべく距離をおきたいという願望が生まれ

るのは当然かもしれない。「大丈夫だろうか？」

という不安の中で学生指導を行うのは重荷だか

らである。しかし、重荷だからこそ、情報を共

有し、 悪な事態を回避するための方策を検討

することが求められる。できるだけ早い段階に

おいて、このような検討に校舎長とカウンセラ
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ーを巻き込むことが、自殺予防へのもっとも重

要な道の一つであると考えている。 
５）カウンセリング室を利用しやすくする工夫 
 学生自身が困った時に、カウンセリングを受

けようと思えるか、カウンセリング室を「利用

しやすい」と感じるかどうかは、自殺予防の観

点からも重要である。カウンセリング室が利用

しやすいことは重要であるが、その一方で、相

談の枠組みが曖昧で、いつでも自由に来談でき

るといった相談構造であるならば、逆に質の高

いサービスを提供できなくなる可能性もある。 
 このバランスをとるためには、予約時間や受

付方法などの相談構造はしっかりしたものを作

りながら、担任からの呼びかけを通して、カウ

ンセリング室のイメージを利用しやすいものに

してゆく、というアプローチが重要となる。 
 そこでＡ予備校では、カウンセリング室を利

用しやすくなるようにという意図から、その名

称を「生活カウンセリング室」とし、メンタル

ヘルスのみならず、受験生活の支障となる幅広

い問題に対応するという位置づけにしてきた。

もちろん、身体的問題については医務室や近隣

のクリニックと、勉強方法など学習問題に関し

ては予備校担任や講師と、密接に連携すること

になる。 
 さらに、カウンセリング室のイメージをよい

ものにするためには、「カウンセラーとはどん

な人たちか」「カウンセリングはどのような雰

囲気で進むのか」「カウンセリングを受けた人

はどのくらいいるのか」「カウンセリングでは

どんな相談をしてよいのか」「予約はどのよう

にするのか」「カウンセリング室はどこにある

のか」といった情報を、わかりやすくまた穏や

かな語り口で説明することも重要である。 
 また、緊急の相談がある場合は、「担任が話を

きく」ということも伝えておくことも重要であ

る（カウンセラーは非常勤である）。これまでに

は、学生が自殺未遂をしたことを担任に打ち明

けたことから、学校が中心となって緊急の対応

をしたケースもあった。これについては、９）

緊急対応の項で詳しく述べる。 
６）学生及び保護者対象の講演会等の実施 
 カウンセラーの存在や雰囲気を伝える機会と

して、学生や保護者を対象とした講演会は重要

である。講演の内容は、「夏を乗り切るメンタル

ヘルス対策」「受験直前期の心の健康について」

といった一般受験生や保護者対象のものにして

いる。これらの活動を積み重ねることで、深刻

な悩みを有した学生や保護者が相談につながっ

た、という事例も経験してきた。 
 保護者との関係で言えば、本人が希望してい

る進路に対し、親は強く反対して学費を出さな

い、といった場合に、本人が絶望して希死念慮

を抱いたケースもときどきみられた。進路をめ

ぐっての親子葛藤は、希死念慮の背景として要

注意であり、担任によるフォローアップが必須

となる。 
 このような問題も含め、親子のコミュニケー

ションに関して、保護者対象の講演会でふれる

ようにしている。 
７）リスクの高い集団への関与 
 予備校においては、自殺のハイリスク集団と

して、学生寮の在籍生（寮生）が挙げられる。

寮生は、一人暮らしをする（または許される）

ほど親から自立しておらず、また寮内の人間関

係がストレスになる場合もあって、自殺リスク

や精神的健康を害するリスクが、自宅生や一人

暮らし生よりも高いのだと考えられる。Ａ予備

校でも、寮生へのサポートをどう強めるかが数

年来の懸案となっている。 
 そこで一つの対策として、学生寮においても

カウンセラーの講演会を実施している。学生寮

をカウンセラーが訪問する、という案内だけで、

寮生はカウンセラーの顔と名前を覚えてくれる。

また、寮長とカウンセラーが懇談することで、

心配な学生を把握する一助ともなる。 
 より好ましい形としては、寮長とカウンセラ

ーとが継続して連絡を取りあう体制が必要であ

る。Ａ予備校には寮担当職員がいるので、その

職員が寮長と継続的に連絡をとり、必要に応じ
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てカウンセラーに連絡をとる、という流れを考

えている。しかし実際のところ、校内での学生

サポートは基本的に担任が中心となって行って

いるので、寮担当職員と担任との連携をどう作

っていくかが課題となっている。 
８）リスクの高い時期への対応 
 予備校生の自殺や事故のリスクが高まる時期

として、経験的には、夏休み期間（7～8月）と

受験期（1～3月）を挙げることができる。いず

れの時期も通常の授業がないため、規則的な生

活リズムを作りにくくなる。しかも、担任と学

生とが毎日顔を合わせるなくなる時期なので、

学生の欠席を担任が把握できない。 
 しかも夏休み期間は、夏期講習の時期となり、

自分一人で勉強する時間が増える。場合によっ

ては、一日中誰とも話さず自室に閉じこもって

いる、ということもありえる。また、前期の学

習成果が模擬試験の成績として返却され、この

成績が悪い場合には精神的にダメージを受ける。

このような事情で、緊急対応が必要となる事例

が発生しやすい時期になっている、という印象

である。 
 一方、春の受験期も、通常授業は終了してい

おり、学生が孤立しやすい時期である。また、

受験の結果が次々に明らかになり、不合格が続

けば絶望しやすい時期である。親の反対を押し

返せずに不本意な大学受験を余儀なくされて、

その葛藤から自殺を考える学生もいる。そこで、

12～1 月にかけて行われる、受験校を 終決定

するための進路相談が、きわめて重要となる。

この機会に、受験生本人と保護者・担任の三者

面談が実施され、本人と保護者の調整が試みら

れることは多い。 
 なお、 近の傾向として、大学に合格してい

るにもかかわらず死を考える学生がいることも、

強調しておきたい。大学合格によって、それま

で潜伏していた親子間葛藤が再燃したり、人生

のむなしさといった根本的な問題に直面したり、

新しい大学生活に対する不安が昂じたりする、

という事情が関係していることが推測されるが、

この問題についてはさらに検討が必要と思われ

る。 
９）緊急対応 
 自傷他害のある状態に対して、Ａ予備校では

心の「緊急対応」体制を整備している。これは、

通常のカウンセリングや学生指導の枠内では対

応できないような、学生の精神的不調や自傷他

害など事故につながりかねない事態に対して、

早急かつ組織的に行う対応である。このような

「緊急対応」では、校舎長が中心となって当該

学生への支援を行い、カウンセラーは校舎長へ

の助言の役割を担う。 
 緊急対応の手順は、a)本人の保護、b)連絡（校

舎内へ、カウンセラーへ、保護者へ）、c)保護者

と連携した対応、である。これらの手順は「緊

急対応マニュアル」として整理され、毎年その

体制についての確認が行われている。 
a)本人の保護 
 たとえば、「これから電車に飛び込むのでお

別れのあいさつにきました」と言った学生を、

そのまま帰すわけにはゆかない。学生本人の意

思にまかせていては事故が避けられないといっ

た事態となった場合に、安全確保のために保護

するのが、第一の段階である。本人の保護に際

しては、当該学生を把握したならば、複数の職

員が関わって、別室に保護し、気持ちを落ち着

かせ、水分や栄養等の補給をし、事情をよく聴

くことがポイントである。 
b)連絡 
 これは緊急対応の事態において も重要であ

る。これは情報共有によるリスク共有といった

観点からみると理解しやすい。つまり、本人の

リスクを把握した職員が、そのリスク情報を校

舎内で十分に共有する。特に、校舎長にはリス

ク情報を十分に伝え、校舎長が陣頭指揮をとっ

て対応することが重要である。その流れの中で、

学校職員はカウンセラーに情報を伝え、カウン

セラーは電話で情報を把握しながら校舎長への

助言を行う。特に、保護者への連絡方法やその

後の対応、外部医療機関受診の必要性やその方
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法などが、助言として求められる。 
 保護者への連絡は、保護されている本人にと

って、 も避けたいことである場合が多い。自

殺未遂をしたケースでも、保護者への連絡だけ

はしないでほしいと懇願する場合がある。しか

し、その瞬間には「自殺しない」と語っても、

その気持ちが維持されるかどうかは、しばしば

疑問である。本人の安全確保のために、保護者

への連絡を 優先すべき場合が多い。 
ここで、本人が未成年の場合は、保護者への

連絡は法律的にも必要とされるが、本人が成人

している場合は、どう考えればよいであろうか。

保護者は予備校入学時に、入学する学生の保証

人となっている。また、学校は在籍している学

生について、安全配慮義務を負っている。この

ような観点から、本人の安全が脅かされている

場合は、その状態を速やかに家族に通告するこ

とが必要だと考えられる。 
c)保護者との連携 
 ここでの要点は、自殺または事故に関するリ

スクの共有と、医療機関受診などの「本人処遇」

に関する話し合いである。保護者がリスクを理

解し、本人をねぎらい守る気持ちを固め、その

ことを学生自身も認識できるならば、とりあえ

ずリスクを回避できる。 
しかし、保護者の目を盗んで逃げ出し行方不

明となり、自殺未遂するといったことが起きる

場合もある。したがって当分は、保護者が本人

から目を離さないでいることが重要である。も

っとも、保護者が精神疾患を有していたり、経

済的問題で余裕がなかったりする場合で、保護

者から本人への有効な情緒的介入が行われない

場合もある。また、緊急対応後の数日間はよか

ったが、また保護者と学生が衝突して精神的危

機を迎える、といったことも生じる。これらの

ことを勘案しつつ、医療的介入を重視しなけれ

ばならない場合もある。 
 医療機関受診は、本人が情緒上の危機を迎え

ている場合、非常に強力な介入となる。とくに

本人の情緒的危機が明確な精神疾患による場合

は、自傷他害のリスクも考慮しながら、入院も

視野に入れての医療的介入が行われる。入院の

必要性を判断するのは医師（精神保健指定医）

であるが、学校職員やカウンセラーは、必要に

応じて保護者と連絡をとり、これらの医療的介

入に関する保護者の気持ちを確認し、側面から

の支援を行う。保護者や本人は入院に対して拒

否的である場合が多く、それは精神科への偏見

からきている場合もある。そこで、精神科医療

について正しい説明を尽くし、たとえ入院する

ことになっても予備校は受験へのサポートを一

貫して行うことを保証する必要がある。保護者

や本人が、現段階で も好ましい対応は何かを、

判断できるよう、側面的な支援を心がける。 
 入院とならない場合であっても、入院を念頭

に置きながら外来での医療的介入を進めること

は、リスク回避に関して有効である。そもそも

学生が保護者同伴で受診すること自体が、学生

本人の心理に非常な大きな影響を及ぼす。保護

者が自分のために心配して行動を起こしてくれ

ることは、子どもにとってよい印象を与える機

会となりえる。その機会を 大限に生かせるよ

う、学校側がお膳立てをするのが、緊急対応の

重要な機能の一つである。たとえ本人の情緒的

危機が明確な精神疾患によらない場合でも、医

療機関への保護者同伴受診は、リスク回避のた

めに大きな効果を発揮する。 
 ところで、緊急対応後に入院となっても、比

較的短期間で退院し、予備校の授業をいつの間

にか受けていたということがある。退院後のフ

ォローアップ体制をどのように作るかが重要と

なる。そのためには、退院後の学校復帰に際し

て、本人・保護者と学校側の三者が話し合いの

場をもち、心配な事態をどう回避するか話し合

うとともに、心配な事態が生じた時の保護者の

協力を取り付けることが重要である。また、カ

ウンセラーが本人や保護者の承諾のもと、主治

医と連絡をとり、主治医の治療方針に沿って学

校でも対応できる態勢を整えるよう、調整する

場合もある。 
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１０）カウンセリングの中での自殺予防介入 
 A予備校のカウンセリングでは、学生の来談

時にも、自記式のチェックリスト（ＪＳＱ）に

記入してもらっている。この場合の「死にたく

なることがある」のチェック率は10～20%であ

る。希死念慮に対する心理療法上の対応にはさ

まざまあるが、ここでは学校サービスのひとつ

であるカウンセリングという視点から考える。 
 カウンセリングにおいて来談者の自殺リスク

を把握した場合、a)カウンセリング内で対応可

能、b)学校サービス内で対応可能、c)保護者へ

の連絡が必要、のどのレベルの事例かという見

立てが必要となる。この見立ては、精神医学的

観点や臨床心理学的観点から、慎重かつ迅速に

検討する必要がある。ここで実際には、b,c)の
対応が必要にもかかわらず、a)で対応しようと

することが起こりやすい。c)の介入は本人や学

校に対する影響が大きいため、これを選択する

には慎重さが求めらるが、b)の対応には日ごろ

からの臨床姿勢が関係する。日常から、できる

だけ担任を巻き込んで、学校サービス全体とし

て対応するよう心がけておくことが必要である。 
 b)の場合、カウンセラーは「担任ともこの話

を共有したい」「君（来談者）から担任に話をし

ておいてもらえるか？」「死にたい気持ちが高

まったら担任に話をすることはできるか？」

「大事な話なので担任をここに呼んで一緒に話

をしよう」という形で、担任と情報を共有して

と一体となったサポートができる道を模索する。

来談者によっては、このような担任との連携に

難色を示すが、その場合には、何を心配して難

色を示すかを話し合うことが重要である。この

ようにして、校内でのリスク共有を進めること

が、本人のリスク回避のために重要なプロセス

となる。 
 ただし、学校全体で本人をサポートする体制

を模索する努力をしても、なお自殺リスクが回

避されない場合はあるだろう。その場合、保護

者への連絡や、保護者の来校を促すといった、

c)の対応が必要となる。この対応は、校舎長に

じゅうぶんな状況報告を行った上で、学校が主

体となって行うべきである。カウンセラーが保

護者への連絡を行うと、両者の関係が学校を巻

き込むことなく作られてしまうので、校内のカ

ウンセリング室としては不自然な形になってし

まう。学校職員が「カウンセラーが何か動いて

いるようだが、自分たちには知らされていない」

という不満を抱いてしまうと、それが新たなリ

スクを生じさせかねない。 
 このような c)の対応を、組織的にかつ迅速に

行う場合には、上述の９）緊急対応となる。つ

まり、カウンセリング来談時にカウンセラーが

危機を把握し、そこから学校が主体となって緊

急対応が行われる場合もある。また、緊急対応

までは必要ないが、何らかのリスクはあるとい

う場合には、担任にカウンセリング室に来ても

らって本人と共に話し合うとか、本人に知らせ

た上で担任に協力を要請して、その場で保護者

に電話をかけ状況を報告するとか、保護者に連

絡した上で担任や他職員が本人を自宅まで送る、

などといった対応が考慮される場合もある。い

ずれの場合にも、保護者にリスクを理解しても

らうことが重要となる。 
 
Ｃ－７－３．まとめ 
 以上、Ａ予備校で行われているメンタルヘル

スサービスを、自殺予防という観点から整理し

た。その特徴を表７－２に要約する。いずれも

単体で自殺予防効果を発揮する対策ではなく、

包括的メンタルヘルスサービスの展開の中にお

いて効果を発揮するものと考えられる。これら

の要素は、予備校以外の学校におけるメンタル

ヘルスシステムを構築する場合にも考慮すべき、

重要なものとして位置づけられよう。 
 
Ｃ－７－４．文献 
[1] 元永拓郎：学校メンタルヘルスのシステム作り．駿

台予備学校編ｹ 
大学受験生の悩みとそのサポート, pp10-15，1996． 
[2] 元永拓郎ほか：学校メンタルヘルスサービスの活動
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 評価の試み－大学受験予備校からの報告－．こころの健

康，17:33-47, 2002. 
 
表７－２ Ａ予備校のメンタルヘルスシステムを自殺予防の観点からみた特徴 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
自殺の一次予防～三次予防を包括的にシステム化 
予防教育と関係づくりを兼ねた学生・職員向け講演会 
全学生の希死念慮や自覚症状について情報収集 
学校が主体的に学生と関わり専門家スタッフが支援 
定例ミーティングで学校職員と専門家スタッフが事例・システム検討 
カウンセリング室を利用しやすくするための学校職員による啓発 
自殺リスクが高い集団・時期を特定して対策 
緊急対応のマニュアル化と反復確認 
保護者との連絡・連携を重視 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
Ｃ－８．自治体 Web サイトにおける子どもへ

の自殺予防情報提供の現状 
（分担者：佐伯圭一郎、藤野奈緒、影山隆之） 
 
Ｃ－８－１．目的 
 自殺予防のための Web サイトに期待される

役割としては、希死念慮者への働きかけ、周囲

の人々への支援、支援組織等への情報提供、自

殺予防について語れる環境づくり、などがある. 
その内容・構成・運用方法には課題もあるが、

自殺者遺族の立場で作成しているサイトを中心

に、自殺予防関連の Web サイトは増加しつつ

あるとも報告されている[1-3]。 
 こうした Web サイトの役割は、インターネ

ットに親和性が高いと思われる青少年の自殺予

防でも、そのまま当てはまる。しかし、自殺予

防関連Webサイトに関するこれまでの検討は、

必ずしも青少年の自殺予防に特化したものでは

なかった。 
 子どもの自殺予防を考える時、子どもの発達

段階やニーズによっては必ずしも、“自殺”とい

うキーワードを使う必要がないので、子どもの

自殺予防に役立つ Web サイトについて考える

ならば、従来のように“自殺”というキーワー

ドでヒットした Web サイトのみを検討してい

たのでは不十分の可能性がある。また、Webサ

イトには、青少年とくに子どもをユーザーとし

て想定して作られたものがある。そのようなサ

イトに自殺予防関連情報がアップロードされて

いれば、子どもの自殺予防のためにとくに有益

となる可能性もある。 
 そこで本研究では、キーワードを“自殺”に

限定せず“いのち”等にまで拡げて、自殺予防

に関連する可能性がある Web サイトの現状を

検討した。そして、行政機関が開設している

Webサイトの範囲で、ユーザーとして子どもを

想定しているものを調べ、自殺予防や精神保健

全般に関連した情報の量や内容を調査した。 
 
Ｃ－８－２．方法 
１）概要 
 保健所を設置することが定められている自治

体の Web サイトを調査対象とした。地域保健

法において保健所を設置することが定められて

いる都道府県、政令指定都市、中核市、その他

政令で定める市、特別区に該当する自治体は

127 であり（以下これらを総称して自治体とい

う）、それらのすべてに公式のWebサイトが開

設されている。 
２）キッズページの確認 
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 自治体Webサイトのトップページから、「キ

ッズページ」「こどもページ」など、子ども向け

の表示をしたリンクを探し、存在の有無をチェ

ックした。なお、Webサイトのトップページか

らリンクしていない子ども向けのページ（例え

ば自治体の各組織・機関が個別に作成している

もの）は対象外とした。ただし、４）のドメイ

ン全体での検索においては、調査の対象となる。 
３）キッズページの内容 
 キッズページが存在する場合、“いのち”や

“自殺”、“なやみ相談”などの記述がキッズペ

ージ内に含まれているかを調べた。また、キッ

ズページの利用者として、小学生以外の、中学

生もしくは高校生を対象とする健康情報の提供

がなされているかもチェックした。さらに、参

考として、表８－１に示すその他の主要な子ど

もの健康問題に関する記述の状況と比較した。 
なお、同一自治体の組織・機関が作成し、キ

ッズページから直接リンクしており、構成上は

一体化している子ども向けのページは、ドメイ

ン表記上では別サイトであってもキッズページ

に含めて評価した。 
 

表８－１ 子どもの健康問題に関する題目 
大項目 小項目 

・ 大麻・覚せい剤・シンナーの知識 
薬物乱用防止 

・ 薬物を使った場合の影響（中毒・依存） 
・ 喫煙の有害性、習慣化 

喫煙 
・ 喫煙することでおこる疾患（肺がん） 
・ 飲酒の体への影響 

飲酒 
・ アルコール中毒 
・ エイズの概念 

エイズ教育 
・ エイズの感染経路、予防法 
・ 性感染症の知識 

性教育 
・ 性感染症の感染経路、予防法 
・ 食中毒の発生時期、症状 

感染症対策（食中毒） 
・ 食中毒の予防 
・ インフルエンザの流行時期、症状 

感染症対策（インフルエンザ） 
・ インフルエンザの予防 
・ 結核の知識、現状 

感染症対策（結核） 
・ 結核の症状 
・ 食育の必要性 

食育の推進 
・ 栄養や食事のとり方・食品の品質、安全性についての知識 

 
４）ドメイン全体の検索 
(1)系統的検索 
 キッズページだけでなく、自治体のドメイン

全体の検索も試みた。トップメニューから分野

別・組織別のメニューを利用し、保健所および

保健福祉部などの名称の担当部署、教育委員会、

精神保健関連のセンターや自治体立の病院など

のページを順次閲覧した。“命”や“自殺”に関

する情報提供の存在を探し、存在した場合は記

載内容により、青少年を対象として提供してい

るかどうかを判断した。 
(2)検索エンジンによる検索 
ドメイン内で公開されているページをもれな

くチェックするため、検索エンジンを利用した

検索を行った。検索エンジン Google の検索オ

プションを利用し、「いのち、命、じさつ、自殺」

のいずれかのキーワードを含むページを、それ

ぞれの自治体ドメイン内で検索した。なお、複

数のサーバを利用している自治体サイトも多い

ことから、ドメインの指定は、例えば北海道 
http://www.pref.hokkaido.jp な ら ば  .pref. 
hokkaido.jp と、サーバ名を除いて指定した。

そして、ヒットしたページの一覧をチェックし、

該当するページの存在を確認した。 
 
５）調査期間 
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 調査期間は 2006 年１月下旬～２月上旬であ

る。なお、キッズページ内のその他の健康問題

に関する記載状況の調査のみ2005年10月下旬

～11月下旬にかけて行った。 
 
Ｃ－８－３．結果 
１）キッズページの開設状況 
 全 127 自治体の 51.2%にあたる 65 の自治体

がキッズページを開設していた（図８－１）。自

治体種別にみると、都道府県は83％でキッズペ

ージを開設していた。 
２）キッズページの内容 
 自治体サイトのキッズページは、基本的には

歴史・文化の解説や組織の紹介のみのサイトが

大部分である。自治体の各部署の提供する子ど

も向けページへの入り口としてリンク集的な構

成を持つものもあるが、自治体から一本化した

子ども向けの情報提供窓口として整備されてい

るものは非常に少ない。 
 65の自治体のキッズページのうち、表８－１

に示した健康情報で記載があったものは、食育

の推進が 6 サイト、インフルエンザ･食中毒･

結核･薬物乱用防止が 2 サイト、エイズ教育･

喫煙が 1 サイトで、飲酒･性教育に関しては 1
つもなかった。 
 いのちや自殺に関する直接の記述はまったく

みられなかった。ただ、自殺予防に関連するも

のとして、なやみ相談の紹介、窓口の案内がみ

られるのみである。キッズページ内でこれらの

ページが存在した自治体 12 サイトを、表８－

２に示す。 
 キッズページ内でのこれら相談窓口の紹介は、

船橋市は中高生対象のもののみであり、杉並区

では小学生向けと中高生向けが別々の内容で用

意されていた。他に、１種のページで基本的に

は小学生を対象としていると判断された。 
なお、自治体のトップページから直接キッズ

ページ経由でリンクしていないものの、難しい

漢字の利用を避ける・ふりがなを振るなど、子

ども向けに作成されたページを用意しているも

のとして、茨城県  http://www.edu.pref.ibaraki.jp/ 

kodomo/HotLine.htm、栃木県http://www.pref.tochigi.jp/ 

minaminasu-kyouiku/telsoudann_syoucyuu.html などが

検索された。 
 
図８－１ 自治体の種別にみたキッズページ開設率 
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表８－２ キッズページ内のなやみなどの相談案内の設置 
宮城県 http://www.pref.miyagi.jp/t-kodomo/110ban.html

埼玉県 http://www.pref.saitama.lg.jp/kodomo/hiroba/nayami.htm

福井県 http://www.pref.fukui.jp/kids/sukoyaka.html

長野県 http://www.pref.nagano.jp/kyouiku/kodomos/childline/index.htm

滋賀県 http://www.pref.shiga.jp/edu/content/20_kids/soudan.html

仙台市 http://www.city.sendai.jp/kyouiku/kids/soudan/index.html

川崎市 http://www.city.kawasaki.jp/25/25zinken/home/kidspage/komaru/soudan/soudan.htm

北九州市 http://www.city.kitakyushu.jp/~k2306010/24hourtelsoudan.htm

船橋市 http://www.city.funabashi.chiba.jp/jidokatei/kodomo/index1.htm

熊本市 http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/Content/web/kids/soudan/index.html

宮崎市 http://www.mcnet.ed.jp/kodomo-center/nayami/nayami.htm

杉並区 http://www2.city.suginami.tokyo.jp/kids/guide/guide.asp?n1=20&n2=10&n3=20  
 
 
３）自治体ドメイン全体の検索 
 各自治体のドメイン内で“いのち”、“命”、

“じさつ”、“自殺”のいずれかを含むページを

検索した。東京都、大阪府、横浜市、京都市は、

約１万ページ以上がヒットしたため、検索エン

ジンで表示されるリストの先頭、約 1000 ペー

ジについてのみチェックしている。また、佐賀

県はホームページ内容がデータベースで管理さ

れており、検索エンジンではヒットしないため、

サイト内での検索機能を利用した。 
 先の４自治体を除けば、各ドメインで平均

400ページほどのページがヒットした。ただし、

その過半数は“命”を含む他の単語、別の文脈

で出現したものであった。また、単なる議事録、

書誌情報等を除外して概観すると 
a)“いのち”を含むものとしては、環境教育、

人権教育、動物愛護、防災、交通安全などのコ

ンテンツ 
b)“自殺”を含むものとしては、人口動態統計

資料、健康日本21、健やか親子２１の計画など 
がほとんどであった。 
 系統的な検索の結果ともあわせてみたが、子

ども（小、中高生）を対象とした“いのち”や

自殺に関するページは見つからなかった。 
なお、自殺予防に関するページとして、表８

－３のようなページが検索されたが、いずれも

とくに子どもを対象としたものではなかった。 
 

 
表８－３ 自殺予防のページ 

北海道 http://www.pref.hokkaido.jp/hfukusi/hf-sshfc/jisatuyobokoho.html
秋田県 http://www.pref.akita.jp/eisei/seikatu/jisatuyobou-rief.html
東京都 http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/chusou/kokoro/jisatu.html
大阪府 http://www.iph.pref.osaka.jp/kokoro/info/jisatsu/
島根県 http://www.pref.shimane.jp/section/syougai/jisatsu/zisatu_yobo/zisatu_yobo.htm
高知県 http://www.med.net-kochi.gr.jp/utsu/index.html  

 
Ｃ－８－４．考察 
 自治体が開設しているキッズページは、子

どものユーザーに読みやすく、有害サイトフ

ィルターで遮断されることもないので、子ど

もにとって使いやすい情報源となる。いわゆ

る“調べ学習”などのために実際にアクセス

する機会も多いと考えられる。この種のペー

ジに、子どもの心の健康に資する情報をアッ

プロードしておくことは、教育的に有益のは

ずである。しかし実際には、“自殺”のみなら

ず、“いのち”や心の健康に関する内容も、自

治体のキッズページにはほとんど含まれてい

ないことが判明した。 
 また、一連の検索作業を通じてうかがえた
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[3] 橋本康男、竹島正：自殺予防のためのホームペー

ジ（Web サイト）上での情報提供に関する指針の検

討. 今田寛睦編：厚生労働科学研究費補助金 こころ

の健康科学研究事業「自殺と防止対策の実態に関する

研究」、pp.235-257、 2004. 

のは、自治体のキッズページの多くが広報室

のような部局の責任で作成されており、保健

行政部局や教育行政部局の寄与は少ないらし

いということである。地方行政の中でも教育

行政は比較的独立性が高い、という事実もそ

の背景に関与していると思われる。 
[4] 竹島正、三宅由子、佐名手三恵、長沼佐代子：都

道府県政令市の教育委員会に対する自殺予防対策実

施状況調査. 今田寛睦編：厚生労働科学研究費補助金 
こころの健康科学研究事業「自殺と防止対策の実態に

関する研究」、pp.139-160、 2004. 

 ところで、青少年の自殺予防について考え

たときに学校教育の役割は重要だが、学校に

おける自殺予防の取り組みはまだ充実してい

るとは言えない[4-6]。「行政担当者のための

自殺予防マニュアル」[7]においても、精神保

健行政担当者と教育関係機関との連携の重要

性は指摘されているが、教育関係機関の動き

の具体化は今後の課題である。したがって、

保健行政部局と教育行政部局が連携・協働し

て、子ども向け Web サイトに自殺予防や精

神保健に関する情報を提供することは、、学校

教職員にとっても「児童生徒の自殺予防や心

の健康についての情報や教材を得る場」とし

て有用となる可能性がある。 

[5] 影山隆之：小中学校の児童生徒を対象とした自殺

防止プログラムおよび授業についての日本の現状. 
上田茂編：厚生労働科学研究費補助金 こころの健康

科学研究事業「自殺の実態に基づく予防対策の推進に

関する研究」、pp.90-102、 2005. 
[6] 総務省行政評価局：自殺予防対策に関する有識者

意識調査結果報告書、 2005. 
[7] 山下俊幸：教育関係機関との連携. 今田寛睦編：

行政担当者のための自殺予防マニュアル－「自殺と自

殺と防止対策の実態に関する研究」をもとに、 
pp.25-28、 2004. 
[8] Peacock J: Teen Suicide. Capstone Press, USA, 

2000. （上田勢子訳：自殺. 大月書店, 東京, 2004.）  具体的なコンテンツの例としては、小学校

の保健教科書の「心の健康」のページや、教

科書に準拠して作られている資料集・サブノ

ート類の関連単元ページが、一つの参考にな

るだろう。また、海外のテキスト[8]や、チャ

イルドラインなどの NPO が子ども向けに開

設している Web サイトも、参考になる。自

治体の関連部局が独自にコンテンツを作るよ

りも、こうした既存の活動の中で培われた知

恵を活用するほうが効果的だと考えられる。 

 
 
Ｃ－９．新聞における自殺報道の現状と青少

年への影響の可能性について 
（分担者：坂本真士、影山隆之） 
 
Ｃ－９－１．目的 
１）はじめに 
  本研究の目的は、自殺の報道のされ方につ

いて、日本における代表的な全国紙（朝日、

毎日、読売各紙）を例にとって検討すること

である。本研究では、いわゆる「ネット自殺」

（インターネットのサイトを通じて知り合っ

た他人同士が同じ場所で一緒に自殺を図る自

殺）以降をとりあげ、自殺の新聞における報

道のされ方について詳細に検討した。 

 
Ｃ－８－５．文献 
[1] 佐名手三恵、竹島正：一般市民がアクセスできる

自殺関連情報の実態に関する研究、 堺宣道編：厚生

科学研究費補助金 障害保健福祉総合研究事業「自殺

と防止対策の実態に関する研究」、pp.101-106、 2002. 
[2] 佐名手三恵、竹島正：Webサイトにおける自殺に

関する情報提供の実態に関する研究、 今田寛睦編：

厚生労働科学研究費補助金 こころの健康科学研究事

業「自殺と防止対策の実態に関する研究」、pp.211-227、 
2003. 

２）昨年のレビューワークからの問題点 
  昨年度の報告書で、報道が自殺行動に及ぼ

す影響について検討した国内外の先行研究を
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レビューし、いくつかの問題点と今後の課題

について論じ[1]、その中でメディアの影響を

検討する研究が必要であることに言及した。

それによると、海外においては多くの研究が

行われ、Stack[2]のメタ分析に見られるよう

に全体的に見れば自殺報道によって自殺行動

が模倣される模倣効果の存在が指摘されてい

るが、日本においては自殺報道が自殺行動に

およぼす影響について実証的に検討したもの

[3-9]は少なく、また結果は必ずしも一貫して

いなかった。 
 このように日本における自殺報道の影響に

関する実証的研究は少ないが、自殺予防に向

けての方策を考える際には、さらに別の観点

からの検討が必要となる。すなわち、上記の

ような自殺報道と自殺件数との時間的前後関

係を検討する量的な研究だけでなく、報道の

内容について分析した研究も必要となる。な

ぜならば、報道の内容を分析することで、日

本における自殺報道の特性が見いだされるか

らである。現在、日本でも積極的に自殺予防

対策がとられつつあるが、これまでのところ

日本の自殺予防対策は、他国に比べて遅れて

いると評価されている[10]。この指摘は、自

殺の報道のされ方についても当てはまる。オ

ーストリア、オーストラリアやアメリカなど

では、自殺の報道のあり方に関してガイドラ

インが作成されている。一方、日本では、1986
年にアイドル歌手が自殺した後に若者による

自殺が相次ぎ、その翌年、日本自殺予防学会

が自殺報道に関する要望書を出した経緯があ

るものの[11]、ネット自殺など昨今の自殺報

道にも現れているように、マスメディアの報

道のあり方には問題があると思われる

[12-14]。自殺予防対策が進みつつある現在、

自殺報道のあり方を見直すために報道の内容

分析が必要であろう。 
３）社会的構築主義からの必要性 
  また、報道の内容を分析することは、社会

科学において近年めざましく発展している社

会的構成主義の立場からも重要な意味をもつ

[15]。社会的構成主義とは、「われわれに現前

する現実は、すべて、何らかの集合体（人間

と事物の総体）によって構成されたものであ

るとするメタ理論」[16]のことである。この

考えによると、人々がもつ、現実の意味や経

験を形作るのに、言語は大きな役割を果たし

ている。そして、マスメディアは、人々の会

話や人々が使う言葉に影響を与えることで、

この過程に大きな役割を果たしていると考え

られる。つまり、社会的構成主義の考え方に

基づけば、自殺という社会的現実も、人々の

自殺に対する言説によってもたらされ、さら

にその言説の形成にマスメディアからの情報

が影響を与えているということになる。そこ

で、本研究では、自殺の新聞報道をとりあげ

てその内容分析を行い、日本における自殺の

報道のあり方を記述する。 
３）内容分析と先行研究 
 自殺報道の内容分析についての日本での先

行研究は少ない。幸田ら[14]は、テレビ３局

の時間帯の異なる３つのニュース番組を１年

間録画し、その内容を分析した。分析内容は

以下の点について行われた。(1)自殺報道の有

無、(2)報道時間、(3)自殺手段の詳細な説明、

(4)『自殺』の字幕、(5)自殺現場の映像、(6)
実名報道の有無、(7)単純な因果関係の説明、

(8)自殺の美化、(9)自殺の予防手段・具体的な

対処法の提示、(10)精神疾患との関連・その

対処法の存在。その結果、自殺現場の映像は

65.5％に認められたこと、実名報道は40.0％
であったこと、単純化した原因を提示するこ

とも半数近くで見られ（46.2％）、いじめ自殺、

リストラ自殺・借金苦で自殺、という内容が

多かったこと、葬式の場面や嘆き悲しみ故人

を惜しむ家族や友人の映像など、自殺の美化

とも受け止められる報道は 35.9％に達した

こと、予防手段や具体的な対処法の提示は

4.1％であったこと、精神疾患との関連や治療

法は全195件中１件しかなかったことなどが
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報告された。また、堀口・赤松[12]は、2003
年2月11日から04年12月31日までの全国

５紙（朝日、日本経済、毎日、産経、読売）

を対象に、ネット自殺が新聞においてどのよ

うに報道されたかを調べた。その結果、自殺

サイトや自殺方法、自殺の原因が記述される

ことが多いことがわかった。日本の報道と他

国（米国、ドイツ、ハンガリー、フィンラン

ド、オーストリア）の報道を比較した研究[17]
では、自殺率の高いハンガリーは他国に比べ、

自殺に対しより受容的で、自殺を模倣しやす

いような報道の仕方であった。日本の報道に

ついては、集団に対する強い所属意識や愛着

の影響（無理心中など）、自殺の伝統的な手段

を報じる傾向があり、精神疾患や異常性の観

点から報道することが少なかった。 

Ｃ－９－２．対象と方法 
  新聞記事の検索に際しては情報検索サービ

ス「日経テレコン 21」(http://telecom21. 
nikkei.co.jp/nt21/service/)を利用した。検索

語を「自殺」とし、検索語が見出し、本文、

キーワード、分類語のいずれかに含まれてい

る記事を抽出した（同義語展開、シソーラス

展開、とも「あり」で設定）。検索の対象とし

た期間は以下の通りである。 
Ⅰ期：02年8月11日～03年2月10日 
Ⅱ期：03年2月11日～03年8月10日 
Ⅲ期：03年8月11日～04年2月10日 
Ⅳ期：04年8月11日～05年2月10日。 
Ⅰ、Ⅱ期は 初のネット自殺の報道（03年2
月 11 日）がある前後の各半年間であり、ネ

ット自殺前後で報道の件数に差があるかどう

かを見るためである。なお自殺件数には季節

による変動があることを考慮し、Ⅲ、Ⅳ期は

Ⅰ期と時期を合わせて、ネット自殺後の報道

件数の変化を調べた。 

  マスメディアの事件報道が、現実に起きて

いる事件の数を反映しているわけではないこ

とは、山本[18]の研究からわかる。山本[18]
は、新聞報道の内容と、実際の事件・事故（交

通事故、火事、自殺、殺人）の件数との比較

を行った（1998年の下半期を対象とした）。

その結果、自殺は実際の死亡数に比べて、新

聞で報道された文字数は少ないこと、逆に殺

人は実際の死亡数に比べると報道された文字

数が多いことがわかった。当事者の年齢層別

に見ると、自殺については10代、 20代は報

道されやすく、30代や60代以上では報道さ

れにくいことがわかった。おそらく 10～20
代の自殺はニュースバリューがあるために実

際よりも報道される量が多くなったと考えら

れる。 

 新聞紙ごとのⅠ～Ⅳ期における上記の手続

きによる記事数は表９－１の通りである。こ

の中には、たとえばエッセーやフィクション

（映画、劇など）などを紹介した記事の中に

「自殺」「心中」などの文字が入っているなど、

自殺報道ではない記事も含まれている。そこ

で、記事の見出しから判断して明らかに自殺

報道ではない記事を除外した。２名の評定者

が独立に判断し、「明らかに自殺報道ではな

い」と合意できた記事のみ除外した。なお、

新聞記事の評定者は、心理学の研究者または

心理学専攻の学生であり、判断について十分

な訓練を受けた。   このように、マスメディアによる自殺報道

は、現実に偏向をかけて伝えられていること

が示唆される。本研究では、日本を代表する

全国紙である朝日新聞、毎日新聞、読売新聞

（朝夕刊とも）の自殺報道の内容を分析する

ことにより、新聞による報道の特性を記述し、

問題点を明らかにすることを目的とする。 

  見出しから判断して自殺報道と判断された

ものについて、記事本文をすべて入手した。

入手した本文を読み、国内で起きた自殺（未

遂を除く）の報道のされ方を検討するため、

以下のものについては、詳細な評価から除外

した。すなわち、(1)自殺未遂、(2)自殺者の身

元が判明したことのみを報じた記事（手段、 
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動機など一切の言及なし）、(3)自殺と判断で

きないもの（例：「事故と自殺の両面から捜査」

「自殺の可能性もある」などの記載）、(4)外
国で起きた自殺、(5)その他（例：自殺に見せ

かけた殺人事件など）である。新聞紙ごとの

Ⅰ～Ⅳ期において 終的に分析対象となった

記事数は表９－１の通りである。 
 分析対象となった記事に対して、表９－２

に示す評価基準にそって詳細に評価した。評

価基準の作成に際しては、オーストラリア

（”Reporting Suicide and Mental Illness: A 
resource for media professionals” Dr. Pirkis
より入手）、ＷＨＯ(http://www.who.int/ 

mental_health/media/en/426.pdf より入手)、
アメリカ（http://www.afsp.org/education/ 
newrecommendations.htmより入手）などに

よる自殺報道のガイドライン、および、日本

の自殺報道の内容分析的研究[12-14）を参考

にした。入手した新聞記事は、評価基準をも

とに２名の評定者によって独立に評価し、そ

の後、意見のすりあわせを行った。なお、一

つの事件が複数の記事によって報じられてい

ることもあるため、記事数が実際の自殺件数

を反映しているわけではないことに注意を要

する。 

 

自殺
記事数

分析対象
記事数

自殺
記事数

分析対象
記事数

自殺
記事数

分析対象
記事数

自殺
記事数

分析対象
記事数

朝日新聞 905 166 1236 263 1111 200 934 146 310.7 (283.9)

毎日新聞 1002 185 1402 313 1269 235 1079 241 302.3 (229.5)

読売新聞 1067 246 1371 364 1261 296 1098 276 281.7 (213.5)

合計 2974 597 4009 940 3641 731 3111 663

04/8/11--05/2/10
分析対象記事に
おける文字数の

平均（SD ）

表９－１　分析対象時期およびその期間における、３紙の自殺記事数と分析対象となった記事数と記事の平均文字数

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

02/8/11--03/2/10 03/2/11--03/8/10 03/8/11--04/2/10

 
 
Ｃ－９－３．結果と考察 ２）掲載箇所および文字数 
１） 概略  この期間中に１面に掲載された自殺報道の

記事は、朝日０件、毎日５件、読売７件であ

り、新聞各社によって開きがあった。また、

記事の文字数の平均を見ると（表１）、各社と

も300文字前後となっていたが標準偏差の値

も大きいことから、詳細に報道されたケース

と簡単に報道されたケースとで文字数が大き

く異なることが考えられる。実際、ネット自

殺の新聞報道を分析した堀口・赤松[12]では、

３紙のネット自殺記事の平均文字数は500文
字前後であったし、我々のデータでも同様の

結果が得られた（朝日 496.9字、毎日 508.5
字、読売 477.5 字）。したがって、ネット自

殺のような特異なケースではニュースバリュ

ーがあると判断されたため文字数が増えたと

考えられる。 

  データ分析の対象となった期間中の、自殺

記事数および分析の対象となった記事の件数

を表９－１に示した。ネット自殺の発生を機

に、自殺記事数および分析の対象となった記

事数が大幅に増加していることがわかる。し

かし、厚生労働省の人口動態統計から月別の

自殺率を調べてみると（表９－３）、Ⅱ期にお

いては他の期間に比べて自殺率が総じて上昇

していることから、表１にある記事数の増加

は、自殺件数の増加を反映しているのか、「ネ

ット自殺」を報道したための増加なのかはわ

からない。なお、ネット自殺後の報道の傾向

を報告するため、以降では期間ごとに詳細な

検討は行わず、Ⅱ～Ⅳ期のデータをまとめて

報告する。 
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新聞の種類 朝日，毎日，読売

掲載箇所の詳細
１　一面，　２　社会面，　３　第二社会面，　４　全国版その他箇所
５　地方版，　８ 不明

写真 有無

文字数

「自殺」の有無

「心中」の有無

「集団自殺（心中）」，「ネット自殺（心中）」の有無

自殺方法への言及の有無(例：飛び降り，練炭など)

性別の記載 有無

年齢の記載 具体的な年齢あるいは幅を持たせた年齢（例：30代）の記載の有無

職業記載
０：職業記載無し，１：現職記載あり，２：元職記載のみ
（自殺死亡者が複数の場合，１人でも記載があれば「有」と判断）

人数 死亡者数（無理心中による死亡者も含む）

実名報道
０　なし
１　あり
２　実名ではないが，容易に同定可能（例：○○さんの妻）

影響度

０　無名
１　一部の人たち（地方，企業など）に影響力が強い人物
２　全国レベルで影響力が強い人物
８　判断がつかない

手段記載の
有無

０　無
１　手段だけを簡単に報道
２　手段の具体的内容を報道
首つり

ガス

薬物

溺死

飛び降り

飛び込み

焼死

刃物

銃器

その他（内容を記載）
自殺の動機と見られるも

のの記載
有無（あった場合は内容を記載）

援助サービスへの言及 有無（あった場合は内容を記載）
その他特記事項 何か，注意すべきことがあれば記載しておく

見出しに含まれている文
字

記載された手段

表９－２　新聞記事評価基準の概略

 
 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2002 22.3 23.8 24.9 23.9 25.1 23.2 25.7 24.3 25.0 23.4 23.4 20.3
2003 23.6 23.4 28.2 29.9 29.0 27.6 26.1 25.2 24.3 23.4 23.5 21.3
2004 22.6 23.1 27.3 27.0 25.8 24.5 24.0 21.7 23.5 22.9 23.6 21.7

表９－３　調査対象となった期間中における，月別の自殺率（対10万人）の変化

注：数値は厚生労働省の人口動態調査に基づく。
ちなみに，Ⅰ期～Ⅳ期の自殺率の平均はそれぞれ23.3，27.4，23.4，22.7であった。  
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３）見出し 
 ３紙ごとに、見出しの内容を検討した。「自

殺」の文字が見出しに含まれている記事は３紙

合計で分析対象記事数の約半数である 50.8％

に達した（表４）。一方、「ネット自殺（心中）」

「集団自殺（心中）」が見出しに含まれているも

のは、３紙合計で5.7%であった。また、自殺の

方法に言及した記事は、全体の53.9％であった。 
 

記事数 ％ 記事数 ％ 記事数 ％ 記事数 ％

609 100.0 789 100.0 936 100.0 2334 100.0

「自殺」 312 51.2 454 57.5 420 44.9 1186 50.8

「ネット自殺」等 28 4.6 64 8.1 42 4.5 134 5.7

方法への言及 254 41.7 455 57.7 550 58.8 1259 53.9

分析対象記事数

見出し
の記載

表９－４　見出しの分析結果

朝日 毎日 読売 計

 
 
５）記事中における自殺の方法の記載 
 記事中に自殺の方法が書かれているか、書か

れていた場合、具体性があるかどうかを判断し

た。その結果、方法に言及した記事は３紙合計

で全体の９割を超えていた（表５）。また、単に

手段の種類（例：首つり、一酸化炭素中毒）だ

けでなく、手段の具体的な記載の有無について

調べたところ、具体的な記載があったのは３紙

合わせると３割を超えていた。 
 

計 ％ 計 ％

朝日 (n =609) 543 89.2 183 30.0

毎日 (n =789) 735 93.2 260 33.0

読売 (n =936) 882 94.2 324 34.6

計 (n =2334) 2160 92.5 767 32.9

方法の記載あり 具体的記述有り

表９－５　方法の記載について

 
 
 記事で報じられた自殺の手段を分類したのが

表６である。2、160の記事で自殺の方法につい

ての記載があったが、ひとつの記事で複数の自

殺についてその方法を報じているものもあった

ので、手段についてはのべ 2、170 がカウント

された。手段別に見ると、 も多く報じられて

いたのは飛び込み（29.3%）であり、続いて縊

首（19.3%）、ガス（16.1%）であった。報道さ

れていた手段の割合を、厚生労働省の平成 16
年度人口動態統計による手段の割合（平成 15
年中の自殺）と比較して見ると、実際は縊首に

よる自殺が66.4%を占めるが、報道では大幅に

割合が減っている。逆に、飛び込みは実際の割

合では2.1%であったのに対し、報道された割合

では３割近くに達していた。飛び込みによる自

殺の場合、交通機関の運休・遅れなど、社会的

な影響が大きいため、報道されやすかったので

あろう。また、焼死、刃物、小火器などによる

自殺は、実際はその数が低く、「その他」として

一括され5.8%しか占めなかったが、報道された

件数では18.2％を占めた。焼死・刃物・小火器

といった手段による自殺は、件数自体が少なく

目立ちやすい。さらに、手段そのものを見ても

インパクトが強いと思われる。そのために報道

されやすかったものと考えられる。マスメディ

アの報道がニュースバリューの高いものに偏る

傾向は山本[18]で指摘されたが、本研究もこの

指摘に沿った形の結果となった。 
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焼死 刃物 小火器その他

朝日 (n =609) 117 84 9 32 62 127 46 28 32 10

毎日 (n =789) 142 146 9 38 72 209 42 27 43 8

読売 (n =936) 159 120 9 62 79 299 78 33 34 14

計 (n =2334) 418 350 27 132 213 635 166 88 109 32

％ 19.3 16.1 1.2 6.1 9.8 29.3 7.7 4.1 5.0 1.4

H15統計 (%) 66.4 13.3 3.0 2.3 7.1 2.1

その他

表９－６　報道された自殺の手段の件数および，人口動態調査（H15統計）との比較

5.8

縊首 ガス 薬物 溺死
飛び
降り

飛び
込み

 
 
  さて、上に述べたように、自殺の手段に

ついては９割以上の自殺記事において報じ

られており、３割以上ではある程度具体的

に記載されていた。自殺報道の悪影響の一

つとして、自殺方法を模倣することが指摘

されており、ＷＨＯによる自殺報道のガイ

ドラインなどにおいても自殺の方法につい

て詳しく報道しないことが挙げられている。

しかしながら、上記で述べたように、本研

究では３割以上の自殺記事で具体的な方法

が記されていた。同様のことは，日本の自

殺の新聞報道を海外のそれと比較した研究

[17]においても指摘がなされており、この

傾向は日本の自殺の新聞報道のあり方とし

て比較的一貫している特徴であると考えら

れる。調べた自殺記事の９割以上が手段を

記載しており、ほぼ当たり前のように自殺

の方法について各紙とも報じているが、い

ったいなぜ、自殺方法の記載が必要なので

あろうか。報道した場合のデメリットもあ

ることを考え、報道のあり方を見直すこと

も検討すべきであろう。 
５）自殺の原因・動機について 
 次に、記事本文中で自殺の原因や動機と

思われるものが記載されているかどうかを

調べた。その結果、３紙合わせて 24.8％
（2,334 記事中 579 記事）において動機や

原因と見なせる記載が含まれていた。新聞

紙間で大差は見られなかった。 
 自殺行動をとるには、様々な背景がある

と思われる。確かに、警察庁の自殺統計で

は自殺者の原因・動機について記載されて

いるが、あくまでも周囲の人の話をもとに

まとめたものであり、表面的なものかもし

れない。むしろ、上野 [19]が指摘している

ように、自殺の原因・動機は別のところに

あり、複数の原因・動機が複雑に絡み合っ

た結果、 終的に自殺という行動をとった

と考える方が、実態に近いと思われる。し

かし、ほとんどの自殺の新聞報道では、単

一の原因・動機を述べており、原因を単純

化して報じている。自殺原因の単純化につ

いては幸田他[14]、O'Carroll [20]、Frey et 
al.[21]よっても指摘されており、日本のみ

ならず、自殺の新聞報道の特徴であると考

えられる。 
 ここで、自殺の原因や動機が報道される

理由を社会心理学的な視点から考えてみた

い。社会心理学では、帰属過程（attribution 
process）に関する研究が盛んに行われてい

る。帰属過程とは、「人が、身の回りに生じ

るさまざまな事象や自他の行動に対して、

その原因を推論する過程（原因の帰属）」と

「さらにそれを通して、自己や他者、ある

いは環境内の事物のもつ固有の属性、特性

を推論する過程（属性の帰属、または特性

の推測）」のことである[16]。つまり、「帰

属とは、社会的事象や行動の意味を解釈す

る過程」である[16]。逆に言えば、社会的

事象や行動の意味を解釈し理解するために、

人々は事象や自他の行動に対して、その原

因を推測するのである。自殺記事において

原因・動機が報道されることにも同様のこ

とが言えるだろう。つまり、読者に、自殺

という事象を「解釈」し、「理解」させるこ

とを目的として報道されるのであろう。も

しそうだとしたら、社会的インパクトの大

きい少数の自殺を除けば、読者が報道され

た自殺について「簡単に理解」できるよう

にするため、また、紙幅の制限からも、原

因・動機が単純化して述べられることは当

然のことかもしれない。 
 上記では、自殺の原因・動機が記事で述

べられることが多いこと、原因・動機を報

道しようとすると、ほとんどの場合、その

記載は単純化したものにならざるを得ない
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ことを述べてきた。以降、このような報道

の問題点について述べる。 
 第一の問題点は、原因・動機を単純化す

ることで自殺者が自殺した「実際の原因・

動機」を伝えていない可能性があるという

点である。「実際の原因・動機」は、本来は

遺書がなければ第三者にはわからないはず

であり、あとは周囲の人による解釈に頼る

ことになる。ところが、人々の原因帰属の

仕方には誤りがあることが知られている。

たとえば、基本的帰属のエラーがあること、

すなわち「他者の行動に対する帰属におい

て、行為者の性格、態度などの内的決定因

を重視しすぎ、内的帰属をし過ぎる傾向」

[16]が知られている。他にも、知覚的に目

立つ刺激によって帰属判断が左右されたり、

自分に都合のよいように帰属判断がゆがめ

られたりすることが考えられる。このよう

に、他者による帰属判断はゆがんでいる可

能性があるため、自殺の原因・動機の記載

も「実際の原因・動機」と異なる可能性が

ある。 
 二点目に指摘すべきは、原因・動機を単

純化して報道することで、本来自殺が複雑

な問題であり、多様な社会的要因によって

もたらされたにも関わらず、自殺に対する

一面的な見方を人々に植えつけてしまう危

険性である。すなわち、自殺の重要な危険

因子のひとつで、かつ予防の可能性のある

精神疾患（とりわけうつ病）[22、23]につ

いての言及が欠けている点である。「○○

を苦に自殺」というような記載が散見され

るが、どれだけの人が「○○を苦に自殺」

することを「理性的に判断」したのだろう

か。自殺の代表的な危険因子であるうつの

特徴として、否定的な認知のゆがみが指摘

されているが[24]、「○○を苦に自殺」した

人は○○がストレッサーとなってうつを発

症し、その結果、現状や将来を実際以上に

悲観的だと思いこみ、自殺を選んでしまっ

たのかもしれない。もしそうだとしたら、

「○○を苦に」という表現は正確ではなく、

「○○を原因としてうつを発症し、その結

果、事態を悲観的に思いこんだ結果」とい

うのがより正確な表現だろう。たとえ自殺

者の遺書から原因や動機が伝えられたとし

ても，それはあくまで「実際の（すなわち

主観的な）」原因・動機であり、たとえばう

つ病のように、自殺に至らしめた原因は他

にもあるかもしれない。単純化した報道に

よって、自殺という現象に対する一般の人

の正確な理解が妨げられる危険性が指摘で

きよう。 
 三点目は、自殺に対する単純化した理由

を報道し、受け手に自殺を「理解」させよ

うとすることで、結果的にその自殺を合理

化してしまう可能性があることである。た

とえば、心中を報じた記事の中で「同署は、

現場に残された遺書などから、男性が病気

の妻の看護疲れから妻を殺害したとみて調

べている」というような記載が散見される。

心中の背景情報を提供する目的で書かれた

記載だろうが、読者が「そういった事情な

らば心中するのももっともだ」と理解ある

いは共感したとすれば、それは「自殺の合

理化」である。すなわち、「そういう困った

状況にあっては、自殺を選ぶのも当然かも

しれない」という「身の処し方としての自

殺」の意識を人々に植えつける危険性があ

る。日本では古来、武士の切腹に見られる

ように「身の処し方としての自殺」が広く

受け入れられてきたように思う。そのよう

な下地がある文化において、自殺のもっと

もらしい原因・動機を報道し続けることは、

「身の処し方としての自殺」という考えを

さらに強化させるものである。困窮した状

況にあっても、公的機関からのサポートも

含めて様々な社会的サポートがあれば、自

殺をしなくてすむ可能性は十分あるし、そ

のような態勢を整えることが自殺予防に通

じるのである。以下に述べるように、今回

の分析記事の中には援助サービスについて

の記載はほとんどなかった。そのような情

報の提供なくして、自殺の合理化になりか

ねない記事を書くことの危険性をマスメデ

ィア各位は十分認識していただきたい。 
 
Ｃ－９－４．まとめ 
 自殺予防を考える際に重要なことは「自

殺は防げるものだ」あるいは「防ぐべきも

のだ」とする考えをもつことである。「自殺

は個人的な問題であり自殺を選択すること

も自由であり妨げるべきものではない」と

いう考え方もあるかもしれない。しかし、

前述したように、自殺を選択するという意

思決定が理性的に行われた、と考えるのは

間違っている。むしろ、精神疾患になり状

況を否定的にゆがめて解釈した結果、絶望
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的に考え自殺を選んだと考える方が妥当で

あろう。したがって、自殺の原因・動機を

記載し、「そのような状況におかれたら、そ

う行動してしまうのも仕方がないこと」の

ような理解を促すのではなく、「そのよう

な状況におかれても、そう行動しなくてす

む」ような援助サービスに関する情報を提

供することが、自殺予防に向けて必要であ

る。 
 しかしながら、分析対象となった記事の

中で援助サービスについて記載されている

ものは１件もなかった。生活上困ったこと

があっても相談できるところがあること、

聞いてくれる人がいること、「生活上困っ

た」と感じたとしてもうつ病にためにネガ

ティブにゆがめて解釈した可能性について

言及することなどの自殺予防的なメッセー

ジは、今回分析した記事の中には認められ

なかった。確かに新聞記事の中には、自殺

予防特集が組まれることがあるが、あくま

でも特集という「特別な記事」であり、社

会面に散見されるのは、自殺の手段、動機、

背景要因などが書かれた自殺記事である。

自殺の手段は場合によっては詳細に紹介さ

れ模倣を招きかねないし、動機や背景要因

については単純化され自殺を合理化する可

能性がある。確かに、「腹切文化」と言われ

るように、わが国では自殺を「してはなら

ないこと」と考える風潮は他国と比べて希

薄かもしれない。だからといって、無頓着

な記事を書いてよいというわけではなく、

むしろより一層、自殺予防のために努めて

自殺抑制的な記事を作ることが求められる。

報道のあり方についても考え直し、報道機

関に要請を求めていく必要があるだろう。 
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Ｃ－１１．まとめと補足 
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1) 統計的シミュレーションにより、青少年

向け自殺予防プログラムの有効性の検

証は容易でないことが示唆された。しか

し、有効性の検証が不完全でも、低コス

トで自殺予防以外の利益が期待できる
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きである。小学校では保健学習と学級活

動等とを関連づけた年間計画を立てる

ことの有効性が示唆された。中学校で同

様の活動を展開するには困難を伴うこ

とも指摘した。留意点として、教科の枠

にとらわれず学校を地域に開くことや、
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Ｃ－１０．いのちの電話が管理する自殺予

防関連文献資料のデータベースの構築 
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教員や学校管理者の意識変容の重要性

を指摘した。 
3) 子どもの精神健康を評価する質問紙尺

度を通覧し、教員の観察によって子ども

の自殺前状態を感知するためのチェッ

クポイントを提案した。 
4) 学校での自殺発生時における学校への

緊急支援システムを整備するにあたっ

ての要件と留意点を整理した。あくまで

学校を主体に、児童生徒と教職員の絆を

深める支援を中心に、自殺以外の学校危

機にも共通のシステムとして考えるべ

きであり、発動時のフローチャートや様

式の整備と日頃の研修が重要であるこ

とを指摘した。 
5) 国立大学の保健施設の4割が学生への

自殺予防教育を実施していた。大規模校

では正課授業で、小規模校では課外の新

入生ガイダンス等で実施していること

が多かった。教職員向け研修は1/3で実

施していたが、小規模校では未実施が多

かった。 
6) 大学生の自殺予防のための教職員向け

ガイドブックに共通する内容は、自殺発

生時の実際的対応、学生一般への関わり

方、学生相談室の紹介、学内外相談機関

連絡先等であった。配布するだけでなく、

教職員研修を行い、ユーザにコンサルテ

ーションやアンケートを実施すること

がの重要性を指摘した。 
7) 大学受験予備校における包括的メンタ

ルヘルスサービスの事例を検討し、他の

学校でも参考となる活動要素を抽出し

た。メンタルヘルス専門スタッフと一般

教職員の、役割分担とコミュニケーショ

ンが重要である。 
8) 自治体の公式Webサイトに設けられて

いるキッズページには、自殺予防や心の

健康に関する記事がきわめて乏しいこ

とが明らかになった。 
9) 青少年に影響が大きいとされる自殺報

道の実態を主要新聞について分析し、自

殺の原因・動機を安易に単純化して報じ

ている傾向を確認した。自殺は予防でき

るという観点と、援助サービスを視野に

入れる姿勢が、自殺予防のために必要で

あることを指摘した。 
10) いのちの電話が管理してきた膨大な自

殺関連文献の目録を作り、閲覧に供する

準備を進めた。 
 後に、２年間の研究が及ばなかった点

について、補足的に考察する。 
 図０－１のマトリックスのうち、家庭に

おける自殺予防については、本研究で直接

扱ってこなかった。しかし、地域社会や学

校という場を介さずに、直接家庭に働きか

けて自殺予防を推進しようとすることは、

現実的でないだろう。むしろ、地域ぐるみ

で自殺予防を考える中で、そこに学校も巻

き込むことによって、児童生徒の保護者も

自殺予防活動に巻き込むことが可能になる

ので、結果的に家庭
．．．．．．

という場で
．．．．．

も
．
自殺予防
．．．．

が実践されることになる
．．．．．．．．．．．

と考えられる。 
 本研究では小中高等学校や予備校・大学

における自殺予防について検討してきたが、

上記の学校に属していない青少年の自殺予

防については今後の検討課題である。上記

の学校に属している間に心の健康増進（健

康な発達）を促すことを前提として、上記

以外の学校の生徒学生については各地域の

教育行政・保健行政から「各学校利用可能

なメンタルヘルスサービス」（出張授業な

ど）を提供するのも一案である（無償であ

る必要はない）。就労している青少年につ

いては、職域・地域精神保健の枠組みでカ

バーすることが基本である。ただし、職域

精神保健における自殺予防活動のための知

見は蓄積が進んできたものの、それが実際

にカバーしているのは主として大規模事業

場の正職員なので、それ以外の労働者の問

題が今後の課題である。 
 若い女性が妊娠・出産というライフイベ

ントに直面しつつある場合には、妊娠期・

出産後の精神疾患（産後うつ病等）に関す

る予防という枠組みの中でも、支援するこ

とが可能である。この主題は児童虐待（ネ

グレクト等）と関連するし、ひいては児の

将来における精神健康・自殺予防にもつな

がるので、重要である。産後うつ病等に関

しては、妊娠中からの一次予防的支援が重

要であり[1]、早期発見のための質問紙ツー

ル(EPDS)も利用可能になっている[2]。シス

テム整備の課題となっているのは、産科外

来・助産院等と地域保健（必要な場合には

小児科・精神科も）との連携である。大分

県でも平成17年度から「産後うつスクリー

ニングシステム推進検討会」を設置してき
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たが、検討を要する課題として、児に注目

したペリネイタルビジットとの兼ね合い、

産前産後の里帰りと地域保健の枠組みとの

関係づけ、4カ月訪問以前の段階でハイリス

ク事例を発見する機会の確立（新生児訪問

は実施率が低い）、姑等の家族の影響を受

けず保健師面接を行う場の確保、EPDSを
機械的に適用することの諸問題（スクリー

ニングできない高リスク事例も一部に存在

する）、など多くのことが指摘されている。 
 ただし、周産期精神障害のことを離れて

考えても、例えば未婚妊娠、若年出産など、

従来から支援ニーズが高いと考えられてき

た母子事例があり、母子保健活動の中でさ

まざまな支援が行われてきた。この活動の

中に“母親のメンタルヘルス”という視点

を加えたケースワークを実施するだけでも、

母親にとっては大きな支援となり、自殺予

防にも資するところがある。ここでも、既

存の活動に自殺予防という視点を加えるこ

とが、第一に重要である。地域保健師のア

セスメント能力と調整能力に、期待が高ま

っているとも言える。 
 本研究で浮き彫りになったさまざまな知

見と課題が、青少年の生活の場に関わる人

と、行政・教育・福祉・医療等の関係者に

共有され、その人々が（そして青少年自身

が）青少年の自殺のリスクファクターその

ものを低減する役割を果たせることと、青

少年の自殺予防のためのゲートキーパーと

しての機能を発揮できることのために、役

立てられることを期待する。 
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  『今、死のうと考えているあなたへ』 
 新風舎 ２００６ 
 
133 鶴見 済 （Turumi.wataru) 
 『完全自殺マニュアル』 
 大田出版 1993 
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134 上田 茂（Ueda Shigeru） 
 『自殺の実態にもとづく予防対策の推進に関する研究』平成１６年度 総括・分担研究報告書       
 国立精神・神経センター精神保健研究所 ２００５ 
 
135 "上原 鉄之丞  (Uehara,Tetsunosuke)  平野かよ子" 
 『地域における自殺防止対策自殺防止支援に関する研究』 
 国立公衆衛生院  2002 
 
136 上畑 鉄之丞(Uehata Tetsunosuke) 平野 かよ子 
 『地域における自殺防止対策と自殺防止支援に関する研究』 
 国立公衆衛生院 ２００２ 
 
137 牛島定信他（Ushijima Sadanobu） 
 『精神療法』特集：自傷をめぐる精神療法 Vol.３１（３） 
 金剛出版 2005 
 
138 若一 光司 （Wakaichi.Koji) 
 『二十世紀の自殺者たち』 
 徳間書店 1992 
 
139 "ウェザロール ウイリアム（Wetherall, William）" 
  『日本自殺関連文献目録』 
 日本自殺予防学会 １９８７ 
 
140 山名 正太郎 （Yamana.Syotaro） 
 『世界自殺考』 
 雪華舎 1974 
 
141 山名 正太郎 （Yamana.Syotaro） 
 『青春の自殺』 
 大陸書房 1975 
 
142 弓山達也他(Yumiyama Tatsuya) 
 『自殺』（若者と仏教 Vol.４） 
 財団法人 全国青少年教化協議会 2001 
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２）危機介入 電話相談 ドラッグ 麻薬       
1 "アッカーマン、ダイアン(Ackerman, Diane)  二階堂行彦訳"      
 『いのちの電話』絶望の淵で見た希望の光      
 清流出版 ２００４      
 
2 "アグレア,D.C (Aguilera,D.C) メズイック,J.M  "  小松源助 荒川義子 訳 
 『危機療法の理論と実際』 医療・看護・福祉のために      
 川島書房 1978      
 
3 朝日新聞社      
 『実践！ 心のケア』 被災者・被害者の心の傷を癒す      
 朝日新聞社 1995      
 
4 "ベイカル, D.A (Bakal ,D.A)"   岡堂哲雄 監訳  
 『病気と痛みの心理学』       
 新曜社 1983      
 
5 "ボーレン,R (Bohren ,R)"    加藤常昭 訳 
 『天水桶の深みにて』 こころ病む者と共に生きて     
 日本基督教団出版 1998     
 
6 "ボウルビィ,J (Bowlby,J)"   黒田実郎 岡田洋子 吉田恒子 訳 
 『母子関係の理論』 Ⅱ 分離不安     
 岩崎学術出版 1977     
 
7 キリスト教カウンセリングセンタ-（Christian.Counseling.Center)     
 『よい相談相手になるために』 クリスチャン・カウンセラー入門     
 キリスト新聞社 2002     
 
8 "デラリ-,G.E.(Delury ,G.E)"   渡会和子 訳 
 『大切な人が自殺を望んだら』     
 翔泳社 1998     
 
9 江見 太郎 （Emi.Taro)      
 『いのちの電話』 死に急ぐ人々のために      
 桃園書房 1980      
 
10 布施 豊正 （Fuse.Toyomasa)      
 『心の危機と民族文化療法』      
 中公新書 1992      
 
11 布施 豊正 （Fuse.Toyomasa)      
 『日本人からジャパニ－ズに』      
 (株）アイワ－ド 2003      
 
12 "グリ-ンバ-ガ-,D (Greenberger,D) Padesky,C.A"  大野 裕 監訳 岩坂 彰 訳 
 『うつと不安の認知療法練習帳』      
 創元社 2001      
 
13 "ハンブリ- ,C.G(Hambly.C.G.)"   西垣二一 訳 
 『電話カウンセリング』 支える心をめざして     
 ??????     
 
14 波多野 二三彦 （Hatano.Fumihiko）     
 『出会いと共感』     
 波多野二三彦 1987     
 
15 樋口 和彦  監修 （Higuchi.Kazuhiko）  斉藤友紀雄  平田真貴子 責任編集     
 『ひとりで悩まずに・・・いのちの電話』     
 ほんの森出版  2001     
 
16 飯塚 銀治  (Iiduka.Ginji)  中沢 次郎      
 『カウンセリング』 自己の探求と開発     
 芸林書房 1976     
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17 伊地智 均  （Ijichi.Hitoshi) 監修 
 『危機を読む』 モンテ－ニュ－からバルトまで 
 白水社 1994 
 
18 稲村 博 （Inamura.Hiroshi) 
 『心の絆療法』 
 誠信書房 1981 
 
19 稲村 博 （Inamura.Hiroshi) 
 『日本人の海外不適応』 
 日本放送出版 1980 
 
20 稲村 博 （Inamura.Hiroshi) 
 『機械親和性対人困難症』 メカ漬けの子どもは対人困難症になる！ 
 弘文堂 1986 
 
21 稲村 博  (Inamura.Hiroshi)   林 義子  斉藤 友紀雄 編著 
 『眠らぬダイヤル いのちの電話』 
 新曜社 1983 
 
22 社会福祉法人 いのちの電話 （Inochi-no-Denwa) 
 『電話による援助活動』 いのちの電話の理論と実際 
 学事出版 1986 
 
23 社会福祉法人 いのちの電話(Inochi-no-Denwa) 
 『いのちの共振れ』 いのちの電話二十年史 
 社会福祉法人いのちの電話 1991 
 
24 石井 完一朗（Ishii.Kanichiro）  斉藤友紀雄 
 『いのちの電話』 現代のエスプリ №222 
 至文堂 1986 
 
25 "レスタ- ,D (Lester,D) ブロコップ,G.W."   多田治夫 田中富士夫 訳 
 『電話カウンセリングの技法と実際』 電話相談活動と危機介入     
 川島書房 1982     
 
26 社会福祉法人 奈良いのちの電話協会 （Ｎａｒａ－Inochi－no-Denwa）     
 藤掛永良 （Fujikake.Nagayoshi） 今井靖親 監修者     
 『実践 電話カウンセリング』      
 朱鷺書房 1999     
 
27 小泉 映二 （Koizumi.Eiji）      
 『続登校拒否』 治療の再検討     
 学事出版 1980     
 
28 近藤 卓 （Kondo.Taku）     
 『いのちを学ぶ・いのちを教える』     
 
 大修館書店 2002 
 
29 倉本 英彦 （Kuramoto.Hidehiko）  斉藤友紀雄 
 『思春期挫折とその克服』 現代エスプリ №388 
 至文堂 1999 
 
30 草柳 和之 （Kusayanagi.Kazuyuki) 
 『DV 加害男性への心理臨床の試み』 脱暴力プログラムの新展開 
 新水社 2004 
 
31 増野 肇 （Masino.Hajime) 
 『森田式カウンセリングの実際 』 心の危機に対処する生活の知恵 
 白揚社 1988 
 
32 社会福祉法人 奈良いのちの電話協会 編 （Nara-Ｉnochiｉ-ｎｏ-Denwa） 
 『ただいま話し中』 
 朝日カルチャ－センタ－ 1985 
 
33 社会福祉法人 日本いのちの電話 （Nihon-Inochi-no-Denwa) 
 『いのちの電話』 電話相談の理論と実際 
 学事出版  1979 
 
34 社会福祉法人 新潟いのちの電話  (Niigata-Inochi-no-Denwa)  
 『聴』 
 社会福祉法人 いのちの電話 2005 
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35 中村 正 （Nakamura.Tadashi） 
 『ドメスティック・バイオレンスと家族の病理』 
 作品社 2001 
 
36 中野 独人 （Nakano.Hitori) 
 『電車男』 
 新潮社 2004 
 
37 中山 文夫 （Nakayama.Fumio) 
 『間合』 
 共同精版印刷  2005 
 
38 新村 豊 （Niimura.Yutaka） 
 『いのちの電話カウンセリング』 
 ＹＭＣＡ出版 1982 
 
39 大原 健士郎 （Ohara.Kenshiro） 
 『挫折の心理学』 
 ＰＨＰ研究所 1981 
 
40 大野 裕 （Ono.Yutaka) 
 『こころが晴れるノ－ト』 うつと不安の認知療法自習帳 
 創元社 2003     
 
41 大野 裕 （Ono.Yutaka）     
 『「うつ」を治す』     
 ＰＨＰ新書 2000     
 
42 大須賀 発蔵 (Osuga.Hatsuzo)     
 『いのち分けあいしもの』 東洋の心を生きる     
 柏樹社 1987     
 
43 "パラド,H.J(Parad,H.J)  Parad,L.G"   河野貴代美 訳 
 『心的外傷の危機介入』 短期療法による実践     
 金剛出版   2003     
 
44 斉藤 友紀雄 （Saito.Yukio)     
 『今、こころを考える』     
 日本キリスト教団出版 2002     
 
45 斉藤 友紀雄 （Saito.Yukio）     
 『危機カウンセリング』 現代のエスプリ №351     
 至文堂 1996     
 
46 斉藤 友紀雄 （Saito.Yukio)  林 義子     
 『電話相談と危機介入』     
 聖文舎 1981     
 
47 佐藤 誠  （Sato.Makoto)   高塚 雄介  福山 清蔵     
 『電話相談の実際』     
 双文社 2000     
 
48 "シュ－ラ－,D (Schuyler,D)"   高橋祥友 訳 
 『シュ－ラ－の認知療法入門』     
 金剛出版   1991      
 
49 "シュナイドマン,E.S(Shneidman,E.S) Faberow,N.L"  大原健士郎  清水 信 訳 
 『孤独な魂の叫び』      
 誠信書房  1969      
 
50 鈴木 映二  ( Suzuki.Eiji)      
 『セロトニンと神経細胞・脳・薬物』      
 星和書店 2000      
 
51 高橋 祥友 （Takahashi.Yoshitomo)      
 『老年期のうつ病』      
 日本評論社 1998      
 
52 高橋 祥友 （Takahashi.Yoshitomo)      
 『仕事一途人間の「中年こころ病」 』      
 講談社 2001 
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53 田村 毅 （Tamura.Takeshi) 
 『癒しのメ－リングリスト 』 不器用なボクらの「生き直しの物語」 
 講談社 2005 
 
54 社会福祉法人東京多摩いのちの電話 編（TokyoTama-Inochi-no-Denwa） 
 『心の危機をとらえる２０講』 あなたの心、乾いていませんか 
 学陽書房 1994 
 
55 上島 国利 （Uejima.Kunitoshi） 監修・編集  牛島定信 etc 
 『精神障害の臨床』 日本医師会雑誌特別号１３１－１２ 
 日本医師会 2004 
 
56 植村 圭子 （Uemura.Keiko） 
 『こころパタパタ－ン』 
 カロス出版 1994     
 
57 上島 国利 （Uesjima.Kunitoshi)     
 『今日のうつ病治療』     
 金剛出版 1990     
 
58 "ウｵ-カ-,A.A (Walker,A.A.) "   大島静子 訳 
 『いのちの電話物語』     
 聖文舎 1972     
 
59 山本 和郎  （Yamamoto.Kazuo)     
 『コミュニティ心理学』 地域臨床の理論と実践     
 東京大学出版会 1986     
 
60 山崎 美貴子  （Yamazaki.Mikiko）  斉藤友紀雄     
 『コミュニティと民間相談活動』 現代のエスプリ №310     
 至文堂 1993 
 
61 社会福祉法人 横浜いのちの電話調査研究部  (Yokohama-Inochi-no-Denwa)  
 『電話相談の基礎と実際』  長谷川浩一 編集  
 川島書店 1990 横浜いのちの電話１０周年記念出版 
 
62 吉見 俊哉 （Yoshimi.Syunya） 若林 幹夫 etc  
 『メディアとしての電話』 
 弘文堂 1992 
 
３）グリ－フ カウンセリング      
1 "コリック, E (Collick,E)"   "コリック,E  (Collick,E)" 
 『こころの旅路』 死別の悲しみをこえて     
 新水社 1997     
 
2 "デ-ケン,A (Deeken ,A) "   重兼芳子 編 
 『伴侶に先立たれた時』     
 春秋社 1988     
 
3 "デ-ケン,A (Deeken ,A) "   柳田邦男 編 
 『<突然の死>とグリ-フケア』     
 春秋社 1997     
 
 
4 藤腹 明子 （Fujihara.Akiko)     
 『仏教と看護』 ウパスタ－ナ－傍らに立つ     
 三輪書店 2000     
 
5 "グロルマン,E.A (Grollman ,E.A)"   日野原重明 監訳  松田敬一 訳  
 『愛する人を亡くした時』 Ｅ・キュブラ-ロス序説     
 春秋社 1986      
 
6 羽場 由美子（Haba.Yumiko)  ? 福永  真野良子  川名庸子     
 『暗い海の記録』 大韓機撃墜事件 4 人の母の会     
 黒船出版 1984     
 
7 "ハ-ヴェイ,J.H (Harvey,J.H)"   安藤清志 訳 
 『悲しみに言葉を』 喪失とトラウマの心理学     
 誠信書房 2002     
 
8 "ヒントン,J(Hinton,J)"    秋山さと子   定方 昭夫 訳 
 『死とのであい』     
 三共科学選書 1979     
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9 平山 正実 （Hirayama.Masami） 監修 
 『自ら逝ったあなた、遺された私』 家族の自死と向きあう 
 朝日新聞社 2004 
 
10 平山 正実 （Hirayama.Masami）  斉藤友紀雄  
 『悲しみへの援助』 グリ－フ・ワ－ク 現代のエスプリ№248 
 至文堂 1988 
 
11 菅野 国夫 （Kanno.Kunio)   紀野一義 編 
 『悲しみの光背』 菅野国夫詩集 
 弥生書房  1975 
 
12 河合 千恵子 編 （Kawai.Chieko） 
 『夫・妻の死から立ち直るためのヒント集』 
 三省堂 1996 
 
13 菊田 まりこ （Kikuta.Mariko）     
 『いつでも会える』     
 Ｇａｋｋｅｎ  1998       
 
14 小林 司 （Kobayashｉ.Tsukasa）  徳田良仁     
 『人間の心と性科学 Ｉ 』     
 星和書店 1977     
 
15 "マクナブ,F(Macnab,F)"   福原真知子 訳者代表 
 『喪失の悲しみを超えて』 新しい旅立ちへのサイコセラピー     
 川島書店 1994     
 
16 松井 豊 編 （Matui.Yutaka)     
 『悲嘆の心理』     
 サイエンス社 1997     
 
17 "ミッチャ-リッヒ,A＆Ｍ（Mitscherlich,A＆Ｍ）"  林峻一郎  馬場謙一 訳 
 『喪われた悲哀』 ファシズムの精神構造      
 河出書房新社 1984      
 
18 森 省二 （mori.Seiji）      
 『子どもの対象喪失』 その悲しみの世界      
 創元社 1990      
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19 武藤 清栄 （Muto.Kiyoe）  斉藤友紀雄      
 『メールカウンセリング』 現代のエスプリ №418      
 至文堂 2002      
 
20 "オ-ツ,W.E  (Oates,W.E)"   戸川 隆 訳  
 『死別と離婚の牧会とカウンセリング』      
 聖文舎 1977      
 
21 小此木 啓吾 （Okonogi.Keigo)     
 『対象喪失』 悲しむということ     
 中公新書  1979     
 
22 大段 智亮 （Oodan.Tomoaki）     
 『看護のなかの人間』     
 川島書店 1972     
 
23 "パ-クス,C.M (Parkes,C.M)  Weiss,R,S."   池辺明子 訳 
 『死別からの恢復』 遺された人の心理学     
 図書出版社 1987     
 
24 "リッチマン,J(Richman,J)"   高橋祥友 訳 
 『自殺と家族』     
 金剛出版 1993     
 
25 斉藤 友紀雄 (Saito.Yukio)     
 『人生の旅立ち』 悲しみを越えて     
 日本基督教団 1985     
 
26 白井 幸子 (Shirai.Sachiko)     
 『医療の現場における：こんな時のカウンセリング』     
 
 医学書院 1993     
 
27 "シッツア-,G.L（Sittser,G.L)"   朝倉秀之 訳 
 『愛する人を失うとき』 暗闇からの生還     
 教文館 2002     
 
28 "シュト-ダッシャ-, C (Staudacher,C)"   大原健士郎 監修 福本麻子 訳 
 『悲しみを超えて』 愛する人の死から立ち直るために     
 創元社 2000     
 
29 若林 一美 （Wakabayashi.Kazumi）     
 『亡き子へ』 死別の悲しみを超えて綴るいのちへの証言     
 岩波書店 2001     
 
30 若林 一美 （Wakabayashi.Kazumi）     
 『死別の悲しみを越えて』     
 岩波書店 1994     
 
31 "ウォ-デン,J.W (Worden,J.W)"   鳴澤 實 監訳 大学専任カウンセラ-会 訳 
 『グリ-フカウンセリング』 悲しみを癒すためのハンドブック     
 川島書店  1993     
 
32 山折 哲雄 （Yamaori.Tetsuo)     
 『悲しみの精神史』      
 PHP  2002      
 
４）死生学      
1 "バッキンガム,R.W (Buckingham,R.W)"   松下祥子 訳  日野原重明 監修 
 『ぼく、ガンだったの？』 死にゆく子どものケア     
 春秋社 1989     
 
2 "バックンマン , R （Buckman,R)"    上竹正躬 訳 
 『死にゆく人と何を話すか』     
 メヂカルフレンド社 1990     
 
3 "デ-ケン,A （Deeken,A)"   アルフォンス・デ-ケン 編集 
 『死を看取る』 <叢書>死への準備教育 第１巻     
 メヂカルフレンド社 1986     
 
4 "デ-ケン,Ａ (Deeken,A)"   アルフォンス・デ-ケン 編集 
 『死を考える』 《叢書》 死への準備教育 第２巻     
 メヂカルフレンド社 1986     
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5 "デ-ケン,Ａ (Deeken,A)"   アルフォンス・デ-ケン 編集 
 『死を教える』 《叢書》 死への準備教育 第３巻     
 メヂカルフレンド社 1986     
 
6 "デ-ケン,A (Deeken,A) "   梅原優毅 編著 
 『死への準備教育のための 120 冊』     
 安妻書房 1993      
 
7 "デ-ケン,A (Deeken,A) "   平山正美 編著 
 『身近な死の経験に学ぶ』     
 春秋社 1986     
 
8 アルフォンス・デ－ケン  (Deeken.Alfons)     
 『ユ－モアは老いと死の妙薬』 （死生学のすすめ）     
 講談社 1995     
 
9 "フルトン,R.（Fulton,R)"   斉藤 武   若林一美 訳 
 『デス・エデュ-ケ-ション』 死生観へ挑戦     
 現代出版 1984     
 
10 "ゲ-ス,A (Goes,A)"    西村雅樹 訳 
 『泉のほとりのハガル』     
 日本基督教団 1986     
 
11 "ゴ-ラ-,G (Gorer,G)"    宇都宮輝夫 訳 
 『死と悲しみの社会学』     
 ヨルダン社 1986     
 
12 樋口 和彦  （Higuchi.Kazuhiko）  平山正実      
 『生と死の教育』 デス・エデュケ－ションのすすめ     
 創元社 1985     
 
 
13 "ヒル,T,P（Hill,T,P)  Shirley,D."   白井徳満  白井幸子 訳 
 『望ましい死』 人生の終わりのよりよい選択のために     
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